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Abstract

Toinvestigaterelationshipsbetweencleanbehavioranddailylifestyle,471universitystudents(male=260,

female=211)wererandomlyselectedtocompleteaquestionnairetogatherinformationabouttheirlifestylepattems,

reasonsforcleaningtheirbodies,andtheirhygiene-related㎞owledge.

1)Cleanbehavior:themost丘equentresponsewas"notsharingatoothbrushwithothers"(85.0%),followedby

"washhandsafterusingrestroom"
,"changingunderweareveryday",and"takingbatheveryday".2)Reasonsfor

cleaningtheirbodies:higherpercentageresponsesweret'sweating","refresh","removingdripfセombody"and
"comfbrt曾'

.3)Hygiene-related㎞owledge:theresponsesindicating"bacteriapropagateinwettowel"weremost

frequentlygiven(95.3%);ontheotherhand,responsesindicating"therewerestaphylococciatwoundsofhands"were

lessfrequent.MalestUdentsscoredsohigheronthecleaningbehaviortheyhavegoodlifestylepatterns,andtherefbre

apPearedtohaveahealthierlifestyle.

Accordingly,improvementintheIifestyleofuniversitystudentsmaybeassociatedwithachievementofclean

behavior.InthefUture,itisnecessarytogiveapPropriatehygienicadvicetouniversitystudents.

(J.SportSci.Osteo.Thera.6(3)=95-102,March,2005)

Keywords:UniversityS加dents(大 学 生),CleanBehavior(清 潔 行 動),HealthPractice(生 活 習 慣),

HealthEducation(健 康 教 育)

1.は じめに

2002年11月,中 国広東省 を発端に新型肺 炎SA

RSが 中国,香 港,台 湾 などで流行 し,感i染者 は8098

人,死 者 は774人(2003年9月26日 時点)に 挙っ

た1)。 症状 と して は2～7日 の潜伏期間 の後 に,急

激 な発熱,咳,全 身倦怠,筋 肉痛 な どのイ ンフル エ

ンザ様 の前駆症 状が現れ,SARS感 染 での死者 は

高齢者 に多 く,2003年7月 に制圧 宣言が出 され たが,

未 だ,感 染源,感 染経路 は不 明であ り,有 効 な治療

法 も見っか ってい ない2)。

中国衛生部 が推薦す る個人 のSARS予 防措置 と

して,① 室 内の換気,② 戸外で の軽 い運動,③ 個 々

に衛生習慣 を養 うこと,④ バ ランスのよい食事,⑤

定期的 な運動,⑥ 十分 な休息,⑦ ス トレス解 消が挙

げ られてい る3)。 また,村 松4)は,SARSの よ う

な病気が広が りそ うな時 には行政 の政策 を待つ だけ

では な く,個 人 でできる予防対策 をす るこ と,す な

わ ち,う がいや手洗いの励行,十 分 な睡眠,栄 養バ

ランスのとれた食事をとり,自 己の免疫 レベルを上

げてお くことが大切であるとし,日 常生活習慣の大

切 さを指摘 している。

日本人の清潔好きは有名であり,SARS流 行時

には中国で 「日本人の生活習慣を見習え」 との論調

の報道もされている5)。 しか し,藤 佃6)は,最 近の

日本人の清潔志向は明 らかに 「行き過ぎ」になって

いると指摘 している。日本社会がひたす ら 「無菌化」

を推 し進めてきた結果,ヒ トと微生物 との間の共生

のバランスは破壊 され,免 疫力の機能低下の誘因 と

な り,結 果として 日本人の免疫力の低下が起こって

いるとい うのである。

清潔に関する状況や意識に関する研究は,幼 児や

児童における清潔行動の習慣形成 との関連7)8)や 医

療や看護の現場 との関連9)10)11》 において試み ら

れているが,青 年期を対象 とした報告は少ない。

本研究の仮説としては不健康な生活習慣は清潔行

動の習慣化を妨げていると考える。従って,生 活習
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慣の改善は好ましい清潔行動の実践にっな力弍ると考

えられ,生 活習慣 と清潔行動 との関連を追究す るこ

とは極めて大切である。そこで,本 研究では青年期

における清潔行動と生活習慣 との関連を追究 し,学

校健康教育の実践に資することを目的とする。

皿、研 究方法

L調 査対象

調査対象は愛知県内の2大 学,東 京都 内の1大 学,

京都府 内の2大 学 の477名(男 子260名,女 子211

名)で あ り,有 効回答者は471名(98,7%)で あっ

た。対蒙者の年齢分布は18歳 ～24歳 で あったe

2.調 査時期

調査 は平成15年7月 〔-10月 に行 った。

3.調 査方法

調査は質問紙を用いて無記名 自己記入法により行
った。

4.調 査内容

(1)日 常生活 にお ける清潔行 動

服部 らユ2,の調査で用 い られた項 目を参考 に して,

20項 目(表1参 照)に っ いて調査 したe

(2)身 体を清潔に保 つ理 由

服部 ら12)や 谷 口ら11)の 調 査で用い られた項 目を

参考 に して,19項 目{表3参 照)に ついて調査 した。

(3)衛 生に関す る知識

手足や 口腔 などの細菌 に関す る設問 と食 中毒菌や

新型肺炎に関す る設問計15項 目(表6参 照}に つ

いて調査 した。

(4)生 活習慣

睡眠時間,朝 食摂 取,間 食摂 取,栄 養 のバ ランス,

飲酒,喫 煙,運 動習慣 の状況(表7参 照)に つ いて

調査 した。

5一 分析方法

(1}日 常生活 におけ る清潔行動

清潔行動20項 目について 「必ず実施 して いる1
=4点 ,「 ほぼ実施 して いる」=3点,「 あま り実施

していない」=2点,「 全 く実施 して いない」=1点

の4段 階で回答 させ,合 計 を清潔行動得点 と したe

(2)身 体を清潔に保 つ理 由

身体 を清潔 に保 つ理由19項 目について 「非 常に

思 う」 ≡4点,「 やや思 う」 ≡3点,「 あま り思 わな

い」=2点,「 全 く思 わない」=1点 の4段 階 で回答

させた。 また,身 体 を清潔 に保つ理 由の強 さをみ る

た めに,理 由 ごとに得点化 を行 い,清 潔理 由得点 と

した。

(3>因 子分析

清潔行 動の20項 目と身体 を清潔 に保 っ理 由の19

項 目について,そ れぞれの特性 をよ り明確 に 区分す

るために因子分析 を実施 した。 主因子法に よ り因子

を抽出 し.,バ リマ ックス回転を行 った。

(4)衛 生 に関す る知識

衛生に関す る知識15項 目につ いて,正 しい と思

う場合 は 「Ol,間 違 っている と思 う場合 は 「x」,

わか らない場合は 「△」を回答 させ た。正解=1点,

不正解 ・わか らない=0点 とし,合 計 を清潔知識得

点 とした。

(5}生 活習慣

生活習慣 は以 下の好 ま しい状況 であれ ば1点,そ

うでなければO点 とし,合 計を生活習慣得点 とした。

ユ〉睡眠時間;一 日7～8時 間,2)朝 食摂取状

況=毎 目食べ る,3)間 食摂取状況1と らない ・あ

ま りと らない,4)栄 養 のバ ランス=非 常に気 をつ

けてい る,5)飲 酒状況:飲 んだ こ とがない ・以前

は飲んでいたぷ今は飲まない ・毎週ではないが飲む,

6)喫 煙状況1吸oた ことがない ・以前吸 ウていた

が今 は吸わな いt7)運 動状況,ほ とんど毎 日 ・週

に3～4回

6.比 較方法

デー タ処理はSPSSfbrWindowsver.10を 使用 し,

割合 の比較 にはX2検 定 を,2群 間の 平均値の比較

にはt検 定 を,3群 間の比較 には一元配置分散分析

を行 い,多 重比較 にはBonferroni(5%水 準)を 用

いた。

皿.結 果

1.日 常生活 における清潔行動(表1)

清 潔 行 動 で は 「他 人 と歯 ブ ラ シ を共 用 しな い

(SS.OOI.)」が最 も多 く,以 下 「トイ レの後手 を洗 う」,

「毎 日下着 を替 える1,「 毎 日お風 呂に入 る」が続い

た。性 差がみ られた項 目は8項 目あ り,男 子の方が

有意 に高か った項 目は 「他人 に借 りたハ ンカチ は使

わ ない」,「他人 とペ ッ トポ トル の 回 し飲 み は しな

い」の2項 目で あ り,女 子 の方が有意 に高 かった項

目は 「トイ レの後手 を洗 う」 をは じめ とす る6項 目

であった。

2.清 潔行動得 点

清潔行 動得 点の平均値は男子48.5(7、8},女 子51、9

(7.3)で あ り,女 子の方が有意に高かった(Pく0.Ol)e

3.清 潔行動の因子分析 俵2)

清潔行動20項 目を用いて因子分析を行づた結果,
4つ の因子が抽出された。第一因子には 「毎 日お風

呂に入る」,「毎 日下着を替える」などが挙げられ,

体表清潔保持因子 と命名 した。第二因子には 「食事
の前に手を洗 う」,「帰宅後手を洗 う」などが挙げら

れ,清 潔習慣励行因子と命名 した。第三因子には 「ペ

ッ トボ トルの回 し飲みは しない」,「他人に借 りたハ

ンカチは使わない」な ど溺挙げられ,知 人との共用

回避因子と命名 した。第四因子には 「電車のつ り革

一96一
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表1、 目常生活における清潔行動の
「必ず実施 している」割合

性 別

清喫行動

男 子

(阿=ε5丑) 女子 〔詞=21①

合計

(肘=4的)

阿 く%} H{%) 闘(%)

他人 と歯ブ ラシを共用 しない 32訓 部.1) 393{85.o〕

トイ レの後手 を庇 う

1〒5㈹,〒 〕

19駐 く7ε.昌)幽 卍」.暫 脳i3呂 〒{8=.5)

198く翻 駒 一_3距 価 与

189く73.o)一'■ 厘 圏352(77.2}

187〔 〒芝.駐)15〒 〔〒4.帥344〔73.帥

125〔48.ε)馴 闘ロー-2ε5く5〒.O)
-

12且〔47.1)93(44.帥215145.帥

臼4{肱4;■ ■ ■ ■■173(呂6.9)

29(:1、3〕 圏1回 国一112昌 〔27.O}
唱 一

40(1曾.O)

毎 日下着 を替 える

毎 日お風 呂(シ ャワー一)に λる

毎 日髪の毛を洗 う

敏室の床に蕗ちた ピーナツを食べない

Tシ ャツなと'『ま一回着 たら必ず託 う

帰宅接手を洗 う

ハ ンカチ を毎 日取 り暮え る

食事の前に手を洗う 40q5,`)

一一一 一 一

go{ユ 〒.1}

他人に借 リたハ ンカチは使わない ■■訓■一一一一 1215.7㌻ 58{並.4)

公乗 トイ レの使座に座 らない 31112.1) 23{11.o) 54{11、6}

毎食後歯鷹きをする 2ε 〔10.1) 23{豊1.o) 49{10.5}

まな極を使用 した日は殺苗する 30〔1L7} 17(8.帥 47{10.2)

週に 一・度 シー ツ ・枕 カバ ーの 虫「換 をす 石 £1{9、1) 3訓11.O) 44(9.4}

他人 とス リ,パ を共用 しない 1酵(7.0) 9帖.3) 27(5.ε}

他 人が使Oた 手洗い用固形

石蝕1‡{走わない
8{3.帥 21(4+5}

他人 とペ ッ トボ トルの3{1
.4)回L

.飲㌫は しない

13く5.1)

10{3,9)

17(3、帥

髪を蝕った手で絢を食べない 15〔 £,4) 15(3.珍)

電車のっ り革を掘らない 41L5): 411.帥 剖1,〒)

比 較:清 潔 行 動{わ朝 合 を性 別 に比 岐 した。x2検 定,df=1,*:P(O,05,

**=Pく0+01

を握 らない」,「公衆 トイ レの便座 に座 らない」 など

瀞挙 げ られ,他 人 との共用回避因子 と命名 した。 こ

れ ら4つ の因子で全変動の46.9%を 説 明す るこ とが

で きた。

表2.日 常生活における清潔行動の因子負荷行列
因

子 第1 第 ユ 窮 ヨ 箪4

清認行動

毎 日鴬風 呂 〔シャワー)に 入 る .523

毎日下着を智える .735

毎日壁の毛を洗 う .67⑰

τシヤツなどは一回着たら甦ず翫う .3呂 了

食事の前に手を洗 う ,61呂

帰宅接手を油 う .五⑪5

髪を鮭oた 手で駒 を食べな い .五〇1

まな飯を使用 した日泣粧菌する ,44后

ハンカチ壱毎日眼 り特 える .441

毎食後歯磨きをする .402

週 に一度1まシー ツ
・枕 ヵバーの喪換をす る .且50

トイ レの後 年を庇 う .502

他人 とベ ッ トボ トル の

回 し飲み 性 しな い
、弓08

他人に借 りたハ ンカチ1士使わない .604

貫車のつ り革 を握 らない +与了呂

公衆 トイ レの便座 に座 らな い +464

他人恭使った手瀧い用

固形石鹸は使わない +449

曲人 とス リッパを共 用 しな い .416

囮有値 4.15 2.44 1.昼1 1.20

礎動串(%} 20.6 12.2 a.1 6.o

累積変動串 〔瑞) 駐0.6 32.8 40.9 46.9

体表 清潔 共用 共用

成 分 漕潔 習慣 回避 回避
保持 励行 (知入} (他人}

因子負荷量O.302)■ 上の もの を鍋載 した。

4.身 体 を清潔に保つ理由(表3)

身体 を清潔 に保 っ理 由の 中で は 「汗 をか くか ら

(75.7%)」 が最 も多 く,以 下 「さっぱ りす るため」,

「体 の汚れ を落 とす ため」が続 いた。性差 がみ られ

た項 目は 「体 の汚れ を落 とすた め」,「自分 を美 しく

保 ちたいか ら」 の2項 目だけであ り,い ず れも女子

の方 が有意 に高か ウた。

5.身 体 を清潔 に保つ理 由の因子分析 俵4)

身体 を清潔 に保つ理 由19項 目を用いて因子分析

を行 った結果,4つ の因子 が抽 出 された。 第一因子

には 「開放 的でのんび りとした気 持ちになるため」,

「楽 しみのため」な どが挙げ られ,ス トレス解放 因

子 と命名 した.第 二因子には 「汗 をか くか ら」,「さ

っぱ りす るため」な どが挙げ られ,体 表清潔因子 と

命名 した。第三因子には 「他人の 目が気になるか ら」,

「自分 を美 しく保 ちたいか ら」な どが挙げ られ,対

人 マナー因子 と命 名 した。第 四因子には 「感染を防

ぐため」,「病気 を予防す るため」 などが挙げ られ,

疾 病予防因子 と命 名 した。 これ ら4つ の因子で全変

動 の609%を 説明す るこ とがで きた。

6.清 潔行動得 点か らみ た清潔理 由得点

清潔行動得点の平均値 か ら ユS.D.小 さい グループ

を低群(男 子55名,女 子16名 〕,1S.D.大 きい グ

ループを高群(男 子27名,女 子47名},そ の 中間

を中群(男 子163名,女 子140名)と して,そ れぞ

れ の清潔理 由の強 さを比較 した(表5)e3群 間 に有

意差が認 められた項 目は 「病気 を予防す るため」 を

は じめ13項 目あ り,い ず れ も高群 の得点 が有意 に

高 かった。

7.衛 生に関する知識の正解率 俵6}

衛生に関する知識の正解率の中では 「濡れたタオ

ルは細菌が繁殖 しやすい く正解O>(95.3%)」 が最

も高く,以 下 「治療 した歯は虫歯にならない 〈正解
X)J,「 食中毒菌の中には低温で も生きつづけるも

のがある く正解O>」 瀕続いたe性 差溺み られた項 目

は3項 目あり,男子の方が有意に高かった項目は「歯

垢は う恭いな どでは落 とすことができない く正解

O)」 の1項 目,女子の方添有意に高かった項 目は「新

型肺炎SARSの 主な症状は咳,息 切れ,呼 吸困難
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表3,身 体を清潔に保つ理 由について 「非 常に思 う」の割合 表4.身 体を清潔に保つ理由の因子負荷行列

性 別
清潔行動

男子{酢259} 女 子 〔N=21ω

1
合計(酢46切

5

因 子

理 由
第1 第2 1第3 第4

N{%〕 N{%} M(%)
闘敏的 で,の ん び りと した

気持 ちになるた め

楽 しみのた め

気分転換の ため

気持 ちをやわ らげるため

偉の疲れを取 るため

きれいにす ることは けじめ

だ と思 うか ら

汚れ を蕃 と し,身 を清めるため

,799

.779

、678

.岳58

.537

.≦98

.427

i

汗をかくから 1認(72.ε) 167{了9.5) 355σ5.7)

さっぱ りす るため 1§4{?4.帥 353怖.帥

体の汚れを薄とすため

159{75.7)

帽開嚇 一'一一一
1了6{6ε.o)㎜ 臨 且40172.5)

自分が気持ちよいから 1ε呂(64、9) 148(70.5) 316〔6了.4)

衛生的にするため 11ε4(63,帥 148(70.5) 31且{ε6.5)

体の臭いを臨るた勘 159(61,4) 139(囁 ε.2) 298(轄 君.5}

生居習慣だから 1認(51.4) 12ε㈱,3) 25曾{55,帥
:他の人を不快な気持ち

…に しないため

一一

118(45.5) 臼3{44、 帥 211{45.o}
拝 をか くか ら

さっぱりす るた め

体の汚れを蒋 とすため

自分が気持 ちよいか ら

体の具いを融るため

生話習慣だか ら

.700

….6呂3
2

.6㊤7

.5go

.559

.40臼

体の疲れを取るため ll4(44、 ⑪) 120曾{44.7)

自分 を豊 しく保 ちたいか ら

一

95(45,5}

凹 一 一一一一一
95(36.7) __.___._一 一配昭 ユO呂(44,3)

7富(呂7.1)病気を予防するため 110(42.5) 18飢40,1)一

他人 の目が気にな るか ら lo嚇(40.帥 日O(3臼.1) 186(3臼.わ

きれ いにす ることは

け じめだ と思 うか ら
101(39.O) 80(3忌.1) 181(認 、5}

.

他人の 目ホ気になるか ら

自分を美 しく保 ちたいから

他の人を不快な気侍ちに しないため

.744

! 、5唾7

、610

一

気分転換のため loo{3且,ε) 70(36,2) 17αB7.暮).

感簗を曲ぐため

一一一一

99(98.2〕 74(3耳,2) 173(呂6.9)

気持ちをやわらげるため 9日(37、 呂)

一一

74(鵠.窪) 1丁2{諺6.7)

感染を防ぐため

病気を予防するため

衛生的にするため

1

1

、921

.暮18

.479

一一一一
拓れを菖とL

身を滑めるため

一

94(36.㊤) 76鵬 、4} 170{君6.5}

一 一一

開敏的 でOん び りとした

気持 ちにな るため

75(29,① 55(20.21 1きo(27.η

固有値

蛮動串(%)

累積蛮動串{%)

6.4唾

き3.9

33.9

1.臼3

10.工

44.0

1.80

9.5

田.5

1.4⑪

7.4

60、 曾

一 一一一

楽 しみのため 45(17,4) 33{1窃.7) 了8佃.帥

比 較:清 潔 に 保 っ 理 由 を 性 別 に 比 較 し た.ノ 検 定,df⇒,

串:P〈O.05,料:P〈O.Ol

などであ り,高 熱 は出ない1正 解x>」,喰 器 を洗 う

スポ ンジタワシは"細 菌の巣"に なってい る可能性

成 分

一一
ス トレ

ス

解放

体表清
潔

対 人
・マ ナ ・一

疾病予
防

があ る く正解O}」 の2項 目であった。

8.清 潔 知識得 点

清潔知 識得 点の平均値 は男子11.4(2.7),女 子11.7

(22>で あ り,性 差 はなか った。

9.好 ま しい生活習慣(表7)

好ま しい生活習慣 の中では 「あま り飲酒 を しない

(86.1%)」 の割合 が最 も多 く,以 下 「喫煙を しない」,

「朝食 をほぼ毎 日食 べ る」が続 いた。 性差がみ られ

た項 目は5項 目あ り,男 子の方が有意 に高か った項

目は 「間食をあま りとらない」,「週3回 以上運動を

す る」の2項 目であ り,女 子の方 が有 意に高かった

項 目は 「あま り飲 酒 を しない」,「喫煙 を しない」,

「朝食 をほぼ毎 日食べ る」の3項 目で あったe

10.生 居習慣得点

生活習慣 得点の平均値 は男子3.8(1.2),女 子3.7

(1.1)で あ り,性 差はなかった。

因子 負荷量O.409以 上のもの を掲 載 した。

11.生 活習慣得点か らみた清潔行動得点 と知識得 点

生活習慣 得点が平均値 よ り高い群 を高群(男 子152

名,女 子115名),低 い群 を低群(男 子91名,85

名)の2群 に分 けて清潔行動得点 と知識 得点を比較

したe男 子 の清潔行動得点は 高群49.3(呂.3),低 群

47.2(6、8)で あ り,高 群の方が有意に高 く{P〈0.05),

知識得点 では高群11.3(2.8),低 群11.7(2.5>で あ

った。ま た,女 子の清潔行 動得点 は高群51.8(7.4),

低群51.8(7、0)で あ り,知識 得点 では高群11.6(2.2),

低群11.8(2.1>で あ り,清 潔行動得点,知 識得点 と

も生活習慣 による違いはなか った。

12.生 活習慣の 良 し悪 しか らみた清潔行動得点(表

呂)

清潔行動得 点に有意差 がみ られた習慣 は4項 目あ

り,「 朝食摂取状況」,「喫煙 状況」,「飲酒 状況」にっ

いては好ま しい群の得点が高 く,「 間食摂取状況」に

ついては好ま し くない群 の得点 が高かった。
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表5.清 潔行動得点3群 からみた清潔理由得点の平均値

清潔行動得点

身体を清潔

に保つ理由

低群 中
群

高
群

;
配
置
分
散
分
析

多
重
比
較

病気を予防するため 2.go 3.1ら
・蓮籔 ・

■

Pく0.Ol
低 ・中く高

感染を防 ぐため 2.55 3.05 勲
■

Pく0.Ol 低 く中く高

衛生的にす石ため

■

3.41 3.63 灘
■

ko.Ol 砥 く中く高
一

自分を姜 しく保 ちたい から 呂.20 3.21 3.43

■

H、9. 潤.3.

他人の 目が気になるから

■

3.15 3.1臼 3.22 阿、$. N.5.

他の人を不快な気持ち

にしないため

■

a.31 魯.2ε 3.39 阿.盲. 捏.$.

生活習慣だから

■

2.97
、 ・'r詣"

轟61'∈ 臨猷 P(o.Ol 低 く中 ・高

きれいにするこ とは

けLめ だ と思 うか ら
2.〒5

一一一
鎌
己目 載1

鰍
柑 ちキ罷

P{o、01 低 く中 ・高

肖れ を菖 とL,

身を滑め るため 2.63 菰掘
,1簾 轟

識弼

■

P〈O.⑪1

低く中 ・高

体の汚れを轄とすため
■

3.与5 3.70 掘灘
■

P〈O.⑪5 低 く高

汗 をか くから

■

聾.58 3.拓 3.77 H.3. 潤.5.

体の臭い を取るため

■

3.55 3.5B 3.03 闘.3. 且s.

俸の捷れを取るため

■

3.05 3.24 羅 P〈o、05 低 く高

気持ちをやわらげ石ため
■

2.93 3.14
』謳

正・ Pくo.05 低 く高

さoば りするた め 3.蒔 3、閥 謙 P{o.■5 低く高一

自分 謳気 持ちよいか ら 3.44 囎 菊羅 PくO.Ol 低く 中 ・高一
曳分転換のため 2.83 3.10 3.12 皿3. 軸.5.

楽 し券のため 2.a1 2.50

一
擁鍛 Pくe、05 低く高

開放的で,の んび りと した

気持 ちに な石ため

■

二.凸1 2.82

,

懇
l

PくO.05 低く司

巌鞭 騒部は他 より有 意に高 いこ とを示す。

溝潔行動得点は平均値 を示 し,標 準偏差 を省略 した。

rv.考 察

看護 学大辞典t3)に よる と,清 潔 とは,① 皮膚,毛

髪,爪,眼,鼻,口,歯,陰 部 をきれ いに し,保 護

す ること,② 感 染予防に関す る用語 で,人 の皮膚,

粘膜 を含むすべ ての物 体の表 面に病原体 の付 着 して

いない状態 とされてい る。本研 究では 日常生活 にお

け る清潔行動に着 目 してい るため,前 者の意味 に従

って清潔行動 を考えた。

本研究では大学生の清潔行 動についての特性 を区

分す るために因子分析 を行 った。その結果,「 体表清

潔保 持 」,「清潔習慣励 行 」,「知人 との共 用回避 」,

「他 人 との共用回避」の4因 子が抽 出 され た。 日常

よく行 われ ている清潔行動 は 「他 人 と歯 ブラシを共

用 しない」,「トイ レの後手 を洗 う」,「毎 日下着を替

える」,「毎 日お風 呂に入 る」 な どであ り,こ れ らは

体表 清潔保持 因子 と清潔習慣励行 因子 か らなる項 目

で あったe服 部 ら12)も 大学 生の清潔行動 の因子 分

析 を行 い,「 共用 回避 因子」,「清潔習慣行 動 の励 行

因 子」,「体表 の清潔保持因子」の3因 子を抽出Lて

お り,本 研 究 と同様iの結果 であった。一方,f電 車の

つ り革 を握 らない」,「髪 を触 った手 で物 を食 べな

い」な どは少なかった。 現実の 日常生活において,

電車に乗 った とき 「電車のつ り革 を握 らない!な ど

の他の人 との共用回避は極めて難 しい こ とか ら,帰

宅後の手洗いの習慣 が大切 と考 える。

表6.衛 生に関する知識の正解率

別

衛生に開する醗 。

男子(酔259) 女 子(N=21①

全 体

(N=469)

N(%) N〔%) N{%)

濡れ た タオル は細 菌 が

繁殖 しやす い(O}
2`3{93,日} 20唱(97.1) "47(95.ヨ)

治療 した歯 は 虫歯 に な

らない{x}
238(99.2) 199く9生9) 437(99.4}

食 中毒菌 の 中には低 塩

でも生 きつづ け るものi

胆あ る くo)

22了(日 了,6} 411{呂7.6)

新型 肺炎SAR5の 症

状 は,咳,息 切れ,呼

吸 困難 な どであ り,高

熱 は出ない{X}

旧4〔87、 帥

一 一

圏
215{総3)田 旧410(呂7、6}1圏■

1
219(84.{})1翫3(98.1)404{日6.3)

1

_5}1_)

P■

177{窃 生 帥

手を洗 うとき,指 輪 や

時計 はっけたまま

でも よい(x)

食器 を涜 うスポ ンジ タ

ワシは"細 菌の東"に

な ってい る可能性 が あ

る{o)

フケ やア カが付蒲 して

い る寝具類 は ダニの 最

高のすみかであ る くO}

403(85,9}22頓 呂7.3)

歯 垢 は うが い な どで1ま ■

落 とす こ とが で きな い ■164(78.1)

■

(o} -

207(7ヨ.帥

3台9{92』)

「足がか ゆい」r足 にぽ

っぽっ カ`できた」か ら

とい って,水 虫 とは限

らない{o)

171く8L心 378く 呂0.O}

新型肺 炎SARSに よ

る死亡 者は 主に子 ども

である{x}

1呂6{7a1) 1脇(77,6) 549(74.6)

水虫の 原因 で ある白礁

菌は足 の皮膚 で しか発

症 しない{x>

196(7ao) 151(7L9) 耳47(74.1)

病原性 大腸 菌O-15

7の 感染力 は低い{試}
169(日5.51 140〔66.7) 30騨{56.o)

アタマ ジラ ミは帽子 の

貸 し借 りに よって感染

す る可能性 がある{O)

159{6L4) 13了(652) 296(53,1}

水虫の 人の皮 膚か らは

が れ 落 ち た 角 質 屠 に

は,水 虫菌が 生 きた ま

ま残 づている{O>

154(59、7) 111(52.曾) 255{5伍.6)

手指の 傷 口には黄色 ブ

ドウ球菌がいるこ と

茄多い{o}

日9(34.D 7訓 呂4.9) 1臼1(34.4}

比 較=知 識 の 正 解 串 を 性 別 に 比 較 した 。

串=Pく0.05卜 串卑:P(O.Ol

x2検 定,df自1,

前上里ら14}の 大学生を対激とした清潔行動の研

究では,好 ましい清潔行動の実施率は男子 より女子

の方那高いことが報告されている.本 研究における

清潔行動を全般的にみた清潔行動得点も男子より女

子の方が高く,清 潔行動は女子の方が良かった。ま

た,津 田ら15)は 、青年期女子の清潔について,清
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表7.性 別にみた好ましい生活習慣の割合

性 別

好ましい生活習慣

男子{鴎25帥 女 子(N=21①

一一

全体(N冨葡帥

N(%) N(%) N〔%)

あま り飲酒 を しない 212{81.帥 輯麟薩灘 劉騨聯 403(86.1)

喫煙 を しな い 窪OO(77.2)　 -39叫(呂4.O)

脇9(72、4)朝食 をほぼ毎 日食べ る 17ε6呂0)

間食をあま匂とらない 糖 礫'一一礁 贈灘 10哩(49.5)2呂5(6LD

睡 眠 時 間 が7～B時 間99(3ε 、2)田(30.D162(鍵.6)

週3回 以上運動をする 一一一轄蜘 鱒盤 44{21.O)1窪2(2呂.2)

栄養 のバ ランスに気 をつ ける25(9.7)15(7.1)40佃.5)

表8.生 活習慣の良し悪 しからみた清潔行動得点
良し悪し

生活習慣

一 一
好ま しい群 好ま しくない群

平均(標 準偏差) 例数 平均(標 準偏差〕 例数

睡眠時間 49.20{7.5D 15ε 50.41(7.77) 291

朝食摂取状況
㌔艦 一 一一 皿 一

327 47.05(7.3① 12⑪一L_団 ㎜ 響 ■■罹璽

間食摂取状況 49,19佃 、1の 273
一」曜匪コ■■圏■■圏

174一 一__.1--「 引闘闇一一

栄養バ ランス 50,64{6,38} 36 49,9317.呂4) 412

飲酒状況 欄 一'　幽 圏i幽 詔4

喫煙 状況 醒縄 ■5,駒匿璽i闘 闘一__3花

運動実施状況48.90(9.30)1別

47.了1σ 、了曾) 03

47.51(5.47) 75

50.4ε(7.48) 診23

比 較:生 活 習慣 の 良 し悪 しか ら清潔 行 動 得点 を 比較 し た。t検 定,**;PくO.01,*=P〈O.05

潔が保 ちに くい状況の ときに最 も優先 され るの は洗

顔 であ ることを明 らかに し,そ の優先度は生理機 能

上,清 潔 を保つ必要か らつけ られた ものでな く美意

識 と結 びっいた ものである としてい る。 本研究で も

身体 を清潔 に保つ理 由では,「 自分 を美 しく保 ちた

いか ら」は女子53.8%,男 子36.7%で あ り,女 子の

方が有 意に高か った。 また,手 洗いに開 しては 「ト

イ レ後」,「帰宅後」,「食 前」の3項 目について聴取

した結果,「 トイ レ後」,「帰宅後」の割合は女子の方

が高かったが,「 食前」につい ては性差は見 られなか

った。 手はよ く物に触れ る部位 で あるので,感 染予

防のために も手洗いの習慣 は しっか り身につ けてお

くことが大切であ る。 手指 は結構汚れてい ることは

はっき りしているIO)。

「他 人に借 りたハ ンカチは使わない」 とす る割合

は男子 の方 が高 く,「 ハ ンカチ を毎 日取 り替える」は

女子 が高かった ことか ら,男 子はハ ンカチを持ち歩

かない,ま たは使 わない ことが推測 され た。手 を洗

う習慣 がついた と して もきれいなハ ンカチな どで拭

かなけれ ば洗 った意 味がない。 最近は公衆 トイ レに

ペ ーパー タオルやヱア ドライヤー恭設置 されてい る

ところ も多いが,す べての場所 に完備 され てい るわ

けではないので,手 洗いの習慣 をつけ るだけではな

く,清 潔 なハ ンカチや タオル を持 ち歩 く習慣 をつけ

る ことが望 まれ る。

今 回,清 潔に保 つ理 由について も特性 を区分す る

ため に因子 分析 を行 った。 そ の結果,「 ス トレス解

放」,「体衷 清潔 」,「対 人マ ナー」,「疾病 予防」の4

因子 が抽 出 された。服部 ら12〕 の清潔 に保 つ理 由の

因 子分 析 で は,「 ス トレス解 放 」,「対 人マ ナー 」,

「疾病予防 」の3因 子 が抽 出 され,清 潔行 動は衛生

的観点のみ に止 まるものでは な く,心 理社会的な側

面を含む文化的な行為であるとされてお り,こ のこ

とは本研究からも窺えた。身体を清潔に保っ理由と

して上位に挙がったのは 「汗をかくか ら」,「さっぱ

りするため」,「体の汚れを落とすため」,「自分が気

持ちよいから」などの体表清潔因子であり,目 常生

活におけ る清潔行 動で も入浴や 洗髪の実施率 は

7⑪%以 上と高く,こ れ らの理由が上位に挙がったの

は理解できる。藤田ω は,現 代の若者は自分の出す

汗やにおいを排除するようになった としているが,

本研究でも同様に認められた。津田ら:5}は,青 年

期女子の入浴に関する調査を行い,「 洗 う意識の強

さ」が窺われたことを報告 し,ま た,ナ イロンタオ

ルの使用者が多 く,物 理的刺激による洗浄感覚や,

あかす りなど視覚的に自覚できる快感への危険性を

報告している。汗や臭いを落とすことは決 して悪い

ことではないが,過 剰に洗い過ぎることによって皮

膚が炎症を起 こす危険性那あるので,適 度な洗浄感

覚を持つことが大切である。

服部 ら12〕はJ好 ま しい清潔行動を行っている者

ほど清潔を保つ理由に関 して強 く反応 し,清 潔を保

つ理由を肯定的に意識 しているほ ど実際の清潔行動

の実践が強化 されると報告 してお り,本 研究で も,

好ましい清潔行動を行っている者ほど身体を清潔に

保つ理由に強 く反応 している(清 潔理由得点が高い〕

ことが分かった。

衛生に関す る知識の正解率は比較的高く,清 潔知

識得点は15満 点中11.5で あった。このことか ら,

身の回 りの衛生に関する知識は高いこと演窺われた。
SARSに 関す る質問は2問 あったが,正 解率は

87.6%と74」6%で あ り,SARSに 対 して関心が向

けられていることが確認できた.し か し,「手指の傷

口には黄色ブ ドウ球菌がいることが多い」について
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の正解 率は34.4%と 低 かった。手指 は一見清潔そ う

で あるが実際 にはかな りの汚染が あるこ とか ら1。),

手指の汚れ に対す る認識 を高 める必要性が窺 われた。

また,「 治療 した歯は虫歯にな らないか」の正解率 は

94.8%,「 他 人 と歯ブ ラシを共用 しない」は85.0%

と口腔 に対す る意識 は高いが,「 毎食後必 ず歯磨 き

をす る」は10.5%で あ り,意 識 と行動 にずれ がみ ら

れた。 口腔内 は食物 の残渣が あ り,清 潔 を怠 る と細

菌が繁殖す るこ とは周知 の事実 である。 口腔 の不潔

が原因 で 口臭 が起 こるこ ともあ り,歯 ブラシを使 っ

て毎食後 に口腔 内を清掃す ることが望ま しい16)。

善福 ら17)は,女 子学生 は男子 学生 に比べ喫煙や

飲酒 の頻度 が少 な く,逆 に男子 は女子 に比べ 間食 が

少 ない ことを報告 している。本研 究にお いて も同様

の結果 が得 られ た。本研 究の大学生の生 活習慣 の中

の 「睡眠時間が7～8時 間」,「週3回 以上運動す る」,

「栄養 のバ ランスに気 をつけ る」の3項 目について

は,そ れぞれ34.6%,28.2%,8.5%の 実施率であ り,

改善の必要性 を窺 わせた。

桝崎 ら8)が 小学1年 生,4年 生,中 学1年 生を対

象 と して行 った清潔行動 の調 査では,好 ま しい清潔

行 動の実施率は年長にな るにつれ低 くな るこ とが報

告 されてい る。その理 由 として,桝 暗 らは不規則 な

生活が清潔行動の習慣化 を妨げてい る としてい る。

本研 究では男子 において生活習慣得点が低い者 ほ ど

清潔 行動得点が低か った。従 って生活習慣 の改善が

好 ま しい清潔行動 の実施 につ ながって い くと考 え ら

れ る。特に 「朝食摂取状況」,「喫煙状況」,「飲酒状

況」 の好ま しくない群の清潔行動得点 が低 かった。

「間食摂取状況」 につ いて は好 ま しくない群 の清潔

行動得点が逆 に高 かった。 この逆 の関連 につ いての

追究 は今後必要 と考 える。

服部 らの大学生の清潔行動 の調査12)で は,清 潔

行動 に影響 を与 えた要 因は家庭 が最 も高い と報告 さ

れ てお り,清 潔習慣 は幼年期 か ら親 の しつけの もと

で形成 され てい くもの と思われ る。親 の清潔 習慣 が

幼児期 の子 どもに大 きな影響 を与え ることはい くつ

かの研究か ら明 らかに されてい る7)18)19)20)21)。

幼 年期 であれ ば生活習慣 として清潔 習慣 も身 に付け

や すいが,生 活 習慣 がほぼ確 立 してい る青年期の大

学生の行動 変容 は難 しく,か な りの工夫が必要 と考

えられ る。 近い将来,子 どもを育て る親 の立場 にな

り,子 どもた ちに正 しい清潔行動を伝 えてい くた め

に も,大 学時代 に好ま しい清潔習慣 を確立 してお く

ことは大切 で ある。身体や生活環境 を清潔 にす るこ

とは,感 染や疾病 を予防 し,健 康の維持増進 を図 る

上で も重要で ある。 同時 に,気 分 を爽快 に し,他 者

に不快感 を与 えない な ど,身 体的,心 理的,社 会的

な意義 も大 きい22)。

佐藤 ら22)の 清潔行動 に関す る研 究では,若 年者

は 自分 自身の清潔 さは気 にかけてい るが,生 活環境

にはあま り気 にか けてい ない結果が報告 され てお り,

生活環境からの清潔指導の必要性を指摘している。

生活環境 を清潔にする意義には,① 感染予防,② 疾

病予防回復,③ 健康生活の維持増進,④ 精神的な満

足感につながるなどがある。今回の研究では主に身

体の清潔 に関することを調査 したが,今 後,生 活環

境 と清潔行動 との関連の追究が必要 と考える。

今後,大 学生がどうしたら好ま しい清潔行動を身

につけることができるかの具体的な健康教育の工夫

が必要であるが,小 ・中 ・高等学校における健康教

育と親の しつけの結果が大学生の清潔行動や生活習

慣に現れていると考えられる。従って,大 学生に好

ましい清潔習慣や生活習慣を獲得 させるには,時 間

はかかるが小 ・中 ・高等学校,大 学を通 して連携 し

た健康教育システムの構築が望まれる。

再燃する兆 しをみせているSARS予 防のためにも,

うがいや手洗いを習慣づけ,十 分な睡眠,栄 養バラ
ンスのとれた食事をとり,自 己の免疫 レベルを上げ

ておくことが大切であると考える。

V.要 約

本研究 では,大 学生471名(男 子260名,女 子

211名)を 対象 に日常生活にお ける清潔行動,身 体

を清潔 に保 つ理 由,衛 生 に関す る知識,生 活習慣 を

調査 し,そ れ らの関連 を追究 した。 その結果 は以 下

に示す通 りである。

(1)清 潔行動 にお ける因子分析の結果,「 体表清潔

保持 」,「清潔習慣励行 」,「知人 との共用回避 」,「他

人 との共用回避 」の4因 子 を抽 出 した。清潔 行動 と

して上位 に挙が ったのは 「他人 と歯ブ ラシを共用 し

ない 」,「 トイ レの後手 を洗 う」,「毎 日下着 を替 え

る」,「毎 日お風 呂に入 る」 な どの体表清潔保持因子

と清潔習慣励行 因子 か らなる項 目であった。

(2)身 体 を清潔 に保つ理 由にお ける因子分析 の結

果,「 ス トレス解放1,「 体表清潔」,「対人マナー」,

「疾病予防」 の4因 子 を抽 出 した。身体 を清潔 に保

つ理 由 として上位 に挙が った のは 「汗 をか くか ら」,

「さっぱ りす るため」,「体の汚 れ を落 とす た め」,

「自分 が気持 ちよいか ら」 な どの体表清潔 因子 であ

った。

(3)今 回,男 子学生 にお いては好 ま しい生活 習慣

を行 っている者 ほ ど清潔行動得 点が高かった ことか

ら,生 活 習慣 改善が好 ま しい清潔 行動の獲得 につな

がる ことが窺 えた。

今後,大 学生が どうした ら好 ま しい清潔 習慣 を身

につ け ることができ るかの具体的な健康教育の工夫

が必要 である と考える。

〈付記 〉本研 究は平成16年 度 日本 スポー ツ整復療

法学会の研 究助成金 を受 けて行 った もので ある。ま

た,研 究 を進 めるに 当た って榊 原安沙子 さんの協力

を得 た ことを ここに記 し,厚 く御礼 を申 し上 げます。
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DuringKneeExtensionExercise
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Abstracts

Thepurposeofthisstudywastoinvestigatethedifferencesinmuscleoxygenationoftherectusfemorisandvastus

lateralisduringkneeextensionexercise.Sixhealthymalesubjects(21.5土1.6yrs;171.7士6.9cln;66.7±7.5kg)

pe㎡formedmaximalkneeextensionsfor60secondsatanangularvelocityof60deg/sec.Themuscleoxygenationof

therectusfemorisandvastUslateralisweremeasuredusingnearinfraredspectroscopy(NIRS),fixingtheprobesonthe

rectUsfemorisandvastUslateralisduringkneeextension.MuscleoxygenationoftherectUsfemoriswassignificantly

higherthanvastUslateralisat20to50and60secondsaftertheonsetoftheexercise(p<O.05).Bloodvolumeofthe

rectusfemoriswassignificantlyhigherthanvastuslateralisatIO,15and20secondsaftertheonsetoftheexercises

(p<0.05).

TheseresultssuggestthattherectUsfemorisconsumeslessoxygenthanthevastUslateralisduringkneeextension

exerclse.

(J.SportSci。Osteo.Thera.6(3):103-106,March,2005)

keywordslKneeextension(膝 伸 展 運 動)、MuscleOxygenation(筋 酸 素 動 態)、Synergisticmuscles(協 働 筋)

緒 言

身体運動を行 う筋の活動はそれぞれ個別に行われ

るものではなく、協同で活動することが明らかにさ

れている1)。 このような運動に対して協同で働 く筋

の動員パター ン(coactivation)を明 らかにす ること

はスポーツパフォーマンスの決定やスポーツ外傷 ・

障害の予防、または、リハ ビリテーションにおいて

も大変重要であると考えられる。

近年報告 されている近赤外線分光装置による骨格

筋内酸素動態に関する研究は急速に発展 し、様々な

形で応用されている。近赤外線分光装置による骨格

筋内酸素動態の測定は被験者への負担が少な く、運

動中の活動筋の酸素供給一消費バランスの観察が可

能である。近年では掌握運動中の活動肢および非活

動肢における筋酸素動態に関する研究2β)や伸張性

収縮中の酸素動態に関する研究 姻 が行われている。

しかしながら、同一の運動を遂行する複数の筋にお

ける活動筋の酸素動態を検討 した報告は少なく、

Chanceetal6>、 本間ら7)石 川 ら8)の 報告に見られ

る程度である。中でも膝伸展運動を対象 とした複数

の筋における活動筋の酸素動態に関する報告はほと

ん ど見 られない。

膝伸展運動の主働筋である大腿四頭筋は膝関節疾

患の予防に大変重要な筋であ り、膝関節の動的スタ

ビライザー(安 定機構)と して大変重要である9)。

膝関節は大腿骨と脛骨の間に骨性の安定構造がまっ

た くみ られず1①、股関節や足関節 と比較 して下肢関

節の中でも最も不安定な関節である。そのため、膝

関節周辺筋群、特に大腿四頭筋はジャンプ、ス トッ

プ、ターンといった激 しくて素早い動作によって膝

関節に加わる衝撃を吸収するための主働的な役割を

果たす。 したがって、大腿四頭筋(大 腿直筋、外側

広筋、内側広筋、中間広筋)の 相互の働きを明らか

にすることは大変重要である。

本研究では近赤外線分光装置を用いて大腿四頭筋

のうち大腿直筋および外側広筋を対象 として血液 ・

酸素動態を観察することにより膝伸展運動中の協働

筋間での酸素動態の相違について検討することを目

的とした。

対象及び方法

1.被 験者

被験者 は定期的 な運動習慣のない健康 な成人男性6

名(年 齢21.5±1.6yrs、 身長171.7±6.9cm、 体重

66.7±7.5kg:平 均値 ±標準偏差)で ある。被 験者に

は実験 前に実験 の趣 旨お よび 目的 な どを口頭 と文章

に よって説 明を行 い、書面 にて 同意 を得た。
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2.膝 伸展運動

膝伸展運動にはKIN・COM500且(米 国Chattex社

製)を 使用 した。被験者 に座位 姿勢を とらせ 、体幹

部、腰部お よび大腿部 をシー トベル トで固定 し、右

脚 の膝伸展運動 を実施 した。 レバ ーアームのアタ ッ

チ メン トは足首の外果 点の上方 に くるよ うにセ ッ ト

した。膝伸展運動 の可動範 囲は膝 関節 の解剖学的伸

展位 を0度 として10～80度 までの70度 とした。膝

伸展運動時の等速運動 の速度 は60deglsecに 設定 し、

最大努力に よって60秒 間連続反復 した。 なお、膝

伸展運動の回数 は26回 であった。

3.筋 内酸素動態の測定

運動中の筋内酸 素動態 の測 定には近赤外分光装置

(NIRS,OM・220、 島津製 作所製)を 使用 した。被

験者の大腿 直筋お よび外側広 筋の筋腹部 中央付近 に

近赤外分光装置 のプ ローブを固定 し、膝伸展運動 中

の酸素化ヘモ グロビン(oxy-Hb)及 び総ヘモ グロ ビン

(total・Hb、 血液 量)の 変化 を記録 した。本研 究で使

用 したNIRSは 比較 的小型 で移動 が可能で あるた め

運動 中の骨格 筋 の測 定 に適 してい る連続 光(CW,

ContinuousWave)を 用いたNIRS(NIRcws)で あ

る。本装置 は780、805お よび830nmの 波長 の レー

ザー光を組織 に照射 し、その反射 また は透過光 を検

知 した後 にLambert・Beerの 法則 に基づ く推定式か

ら筋組織 中の酸素化ヘモ グロ ビン及び総ヘモ グロ ビ

ンの相対値 を測定す るこ とが可能であ る。

また、酸素化ヘモ グロ ビンのデー タを個体間 にお

いて比較す るた めに、動静脈血流遮断法 によって筋

酸 素化 レベル を算 出 した。全被験者において大腿の

付 け根 にカフを固定 し、300mmHgの 圧力で大腿の

血 流を遮 断 した。加圧 を10分 間程度行 うこ とによ

って酸 素濃度 を低 下 させ 、安 静時 を100%と して

oxy-Hbの 低 下が定常状態に なった時点 を0%と 規

定 した。

4.統 計処理

本研究で得 られたデータは全て平均値±標準誤差

で示 した。また、大腿直筋 と外側広筋の比較には

studentのt検 定を用いて検定し、相関係数の検定

にはピアソンの相関係数検定法を用いた。なお、統

計処理の有意性は危険率5%水 準で判定 した。

結 果

1.大 腿直筋および外側広筋における筋酸素化 レベ

ルの変化

図1に 大腿直筋および外側広筋における筋酸素化

レベルの変化を示す。なお、筋酸素化 レベルは運動

開始時を100と して運動終了までの経時的変化を表

すものである。大腿直筋および外側広筋における筋

酸素化 レベルは膝伸展運動の開始 とともに低下 し、

20秒 後に最低値を示 した。そ して、最低値を示 した

後、運動の終了まで増加 した。大腿直筋および外側

広筋 にお ける筋酸素化 レベル を比較す る と膝伸展運

動 の開始20秒 後か ら60秒 後 にお いて55秒 後 を除

き、大腿直筋 の筋酸素化 レベルが外側 広筋の筋酸素

化 レベル と比較 して有意 に高い値 を示 した(p<0.01,
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2.大 腿直筋および外側広筋における血液量の変化

図2に 大腿直筋および外側広筋における血液量の

変化を示す。なお、血液量は運動開始時を0と して

運動終了までの経時的変化を表すものである。大腿

直筋における血液量は膝伸展運動の開始か ら運動の

終了まで増加 した。一方、外側広筋における血液量

は膝伸展運動の開始とともに低下し、10秒 後に最低

値を記録 した。そ して、最低値を示 した後、運動の

終了まで増加 した。大腿直筋および外側広筋におけ

る血液量を比較すると膝伸展運動の開始10秒 後か

ら20秒 後において大腿直筋の血液量が外側広筋の

血液量と比較 して有意に高い値 を示 した(p<0.05)。
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3.大 腿直筋お よび外側広筋における筋酸素化 レベ

ル と血液量の関係

図3に 大腿直筋お よび外側広筋における筋酸素化

レベル と血液量の関係を示す。大腿直筋および外側

広筋のいずれにおいても筋酸素化 レベル と血液量 と

の間には有意な相関関係が認められた(pく0.001)。
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考 察

運動中に協同で働く複数の筋(協 働筋)の 活動に

関する研究は古 くから行われzD、 これまでさまざま

な動作様式、運動強度、運動課題において論議 され

ている。 しか しながら、協働筋における酸素動態に
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関する研究はほとんど行われていない.本 研究は膝

伸展運動をモデルに大腿直筋と外側広筋の酸素動態

を検討 した。大腿直筋お よび外側広筋の両筋とも、

膝伸展運動中の筋酸素化 レベルおよび血液量は運動

の開始から減少 し、運動初期の筋の機械的な圧迫に

よってその減少溝引き起 こされたものと考えられる
励。最大下運動における筋酸素化 レベルお よび血液

量の低 下は運勤初期に現れることが明らかにされて
いる。先行研究5}に おいては伸張性収縮を用いて検

討され ている溺、短縮性収縮 を用いた本研究におい

ても同様 な低下が認められた。 しかしな胆ら、膝伸

展運動中の筋酸素化 レベルおよび血液量の減少の程

度は大腿直筋 と比較 して外側広筋において著しく、

相違が認 められた。.A,ki皿且etali}は膝伸展運動にお

いて外側広筋、内側広筋および中間広筋は協同的に

活動すると報告 している。また、秋間 ゆ は外側広

筋への電気刺激によって膝伸展運動を実施 し、大腿

四頭筋の骨格筋機能的磁気共鳴画像の撮影 を行い、

外側広筋の電気刺激を行 ったにも関わらず、中間広

筋の活性化瀞高かったことを報告 している。 これ ら

の結果は、膝i伸展運動においては大腿直筋を除く3

筋が同程度に動員されることを示唆するものである.

本研究は近赤外線分光装置を用いた実験であるため

中聞広筋の酸素動態に関しては検討することはでき

ないポ、筋酸素化 レベルの結果から外側広筋溺大腿

直筋と比較 して多 く動員 されていること溺予想 され

る。
一方、大腿直筋と外側広筋の酸素動態に影響を与

える要因としては両筋の筋線維組成の相違が考えら

れる。本研究において被験筋 となった大腿直筋は、

他の大腿 四頭筋(内 側広筋、外側広筋および中間広

筋)よ りもtypell(FT)線 維の占める割合が高い14).

typel(ST>線 維 はtypell(FT)線 維 と比較 して毛細

血管の密度が高く15)、毛細血管の密度bS高 い筋にお

いては酸化酵素活性 も高い1s〕ことが知られている。

これ らの結果 は、大腿直筋 と比較 してtypeI(ST)

線維が多い外側広筋においては筋での酸素の取 り込

みが促進 されるものと考え られる。また、石川 ら8)

は最大下の足関節底屈運動中の酸素動態を検討し、

ヒラメ筋および腓腹筋内側頭の酸素動態に相違が認

められたことを報告 している。この報告においては

運動終了後のヒラメ筋の血流量が腓腹筋内側頭の血

流量と比較 して有意に高い値を示 している、一般的

にヒラメ筋は遅筋線維の占める割合が多いことが知

られている。この結果は、大きな筋力発揮をともな

う最大下の運動においてもtypefi(FT}線 維のみな

らず、typeI(ST)線 維の動員も促進 されることを意

味するものであるetypeI(ST)線 維では高強度の運

動時においては赤血球の毛細血管通過時間溺延長さ

れ、筋での酸素の抜き取 りが有利になる1711at。本研

究においては大腿直筋お よび外側広筋のいずれにお
いても筋酸素化 レベルと血液量 との間に有意な相関

関係ぶ認められてお り、両筋に同程度の酸素供給が

行われていたものと考えられる.す なわち、膝伸展

運動中の大腿直筋と外側広筋にはそれぞれ同程度の

酸素供給が行われていた としても、大腿直筋と比較

してtypeI(ST)線 維の多い外側広筋において酸素

消費が促進されたものと考えられた。

また、筋の形状変化、すなわち、大腿直筋および

外側広筋における筋束や羽状角の変化によって酸素

動態 に影響 都与 えられた可能性が考 えられ る。

OkamotOetali帥 は伸張性膝伸展運動中の外側広筋

における筋形状を計測 し、筋束および羽状角の増大

が筋血液量を減少 させる要因であることを明 らかに

している。運動中の羽状角の増大や筋束の短縮は筋

内圧の増大 と関係があると考えられている2。)。した

がって、羽状角の増大や筋束の短縮にともなう筋内

圧の増大は活動筋内の血管を圧迫 し、血流量の低下

を引き起こす可能性が考 えられる。これまで運動中

の羽状角および筋束の変化 と活動筋内の血液量 との

関係については幾つかの報告がなされてお り筋形状
の相違が酸素動態に影響を及ぼすことが示唆 されて

いる21}。Lか しなポら、大腿直筋および外側広筋に

おける筋形状の変化 と酸素動態に関しては明らかに

されておらず、今後の検討課題である。

以上の結果から、膝伸展運動における大腿直筋の

酸素消費は外側広筋 と比較 して少ない ことが明らか

にされた。すなわち、運動を協力 して行 う協働筋問

においても酸素供給および利用能が異なる可能性が

示唆された。

要 約

健康な成人男性 右名を対象に近赤外線分光装置を

用いて膝伸展運動における大腿直筋お よび外側広筋

の血液 ・酸素動態の相違 を検討 した。膝伸展運動の

運動速度は60deglsecと し、60秒 間実施 した。膝伸
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展運動中の大腿直筋 と外側広筋に近赤外線分光装置

のプローブを固定 し、筋酸素化 レベルと血液量の変

化を記録 した。大腿直筋の筋酸素化レベルは外側広

筋の筋酸素化 レベル と比較 して有意に高い値を示 し

た。一方、大腿直筋の血液量は外側広筋の血液量 と

比較 して有意に高い値を示 した。また、大腿直筋お

よび外側広筋のいずれにおいても筋酸素化 レベル と

血液量 との問には有意な相関関係が認められた。

以上の結果か ら、運動を協力 して行 う協働筋間に

おいても酸素供給および利用能が異なる可能性が示

唆 された。

なお、本研究は平成15年 度スポーツ整復療法学

会研究助成金によって行われたものである。助成い

ただいたスポーツ整復療法学会に対 して心から感謝

の意を表 します。
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テー ピングによる強制的SLRの 制限が腰椎お よび骨盤の動 きに及ぼす影響

青 柳 博1、 竹 内義 享2、 井 上 聡3、 林 孝 宗3

1湯河原接骨院
、2明 治鍼灸大学医療技術短期大学部、3井 上接骨院

EffectsofTaping-lnducedRestraintofHamstringMovementonLumbarand

PelvicMovement

HirosiAOYAGI1,『YbshitakaTAKEUCHI2,SatosirNOUE3andTakahiroHAYASI3

1YugawaraSekkotu -in,2Meijiacupunctureandmoxibustionuniversity,31noueSekkotsu-in,

Abstract

Toclarifシtherelationshipsbetweenmovementsofthetmnkandthehamstringmuscletightness(SLR50。andSLR

30。)inducedbyattachingtape,lumbarandpelvicmovementsweremeasuredusinganultrasonicthree-dhnensional

movementanalysisapparatUs.Inthecomparisonofthecontro1(SLRO。),SLR50。andSLR30。groupstherewere

significantdifferencesintheanteroposteriortiltingangleofthepelvisbetWeenflexionandextensionofthetrunk

(p<0.05)inboththeSLR50。groupandtheSLR30。group.

Thereweresignificantdifferencesintheflexion/extensionanglesofthelumbarvertebraebetweenflexionand

extensionofthetrunkonlyintheSLR50。group(p〈0.05);however,SLRdidnotinfluenceothert㎜kmovements,

includingPelvicrotation.

Itwasfoundthatthetightnessofhamstringmusclesaffectedtheanteversionofthepelvis,andthemobilityoflumbar

vertebraeincreasedtocompensateforthiseffect.

(」.SportSci.Osteo.Thera.6(3):107-110,March,2005)

Keyword:下 肢 伸 展 挙 上(StraightLegRaising),三 次 元 動 作 解 析(ThreeDimensionalMotionAnalysis),

強 制 的 なHamstringsの 運 動 制 限(Forced-RestraintofHamstringMovement)

目 的

近年 、生活環境や労働 条件 の変化 に よ り身体活 動

量 は著 しく低下 し下肢筋力や筋の伸張性 の低下に影

響 を与 えて い る。 この こ とは骨盤 や腰 椎 の可動 域

(ROMと 略)に も何 らか の影響 を及ぼ してい るもの と

考 え られ る。Fenety1)は 運動選 手を対象 に健 常者 群

と腰痛群 に対 して体幹 のROMと 等運動性 収縮 に よる

体幹筋力 を測定 し、腰痛群 は健 常者群 に比 してROM、

体幹筋力 ともに劣 っていた と報告 した。一方 、Baker
2)は 腰椎や骨盤 の動 きを評価 し

、体幹の動 きに強い

影響 を与えるのは股 関節 の可動性で あ り、特に股関

節 の伸 筋であるhamstringsな どの大腿後面に ある

筋群 の伸張性 を評価す るこ とが重要で ある と述べて

いる。 この よ うに腰痛 の間接的原因 として考 え られ

てい るhamstringsのtightnessは 骨盤や腰椎の動 き

に直接 的な影響 を与えるもの と考 え られ る。そ こで

今 回はhamstringsのtightnessを 知 る簡便 な検査法

の下肢伸展挙 上(StraightLegRaising:以 下SLR

と略)を 利用 して、hamstringsのtightnessが 骨盤

や骨盤 を介 した腰椎 のROMに 与 える影響 を検証す る

た めに 、テ ー ピング に よるhamstringsの 強制 的

tightnessを 人為 的に作 り、体幹の運動 にお ける骨

盤 ・腰椎 に及 ぼす影響 を検討 した。

方 法

1.被 検者

被検者 は、過 去1年 間に腰痛 の経験 がない平均年

齢25.0±2.5歳 の健康 な男性6名(身 長167.5±4.2

cm、体重57.8±3.1㎏:平 均値 ±標 準偏差)で ある。

年齢 に よる身体への影響 を除去す るため、年齢層 を

最小 限の範 囲に した。被検者はSLRが75。 以上 のも

の とした。 なお、実験前 に 目的、お よび方法 を文章

にて説 明 し書面にて了承 を得 た。

2.測 定項 目と方法

研 究室の室温は25±2℃ 、相対湿度 は45±2.5%で

あった。

1)SLRの 測定

被検者 はTシ ャツ と短パ ンを着用 し、計測上の支障

とな らない よ うに した。SLRは 、背 臥位 で足 関節

90。 背屈位 、膝関節完全伸 展位 で シーネ固定をお こ

な った後 に、傾斜 角計(Dualer社 製デジタルインクリノメータ
ー)を 使 い、被験者が 自動的 に下肢 を挙上 した際に床

面 とシーネ に測定セ ンサーを置いて角度 を測 定 した

(図1)。 被検者6名 のSLRは 、左が平均(± 標 準

偏差)76.8±1.2。 、右 が平均82.1±2.7。 であった。

2)体 幹運動の測定

体幹運動時 の骨盤 と腰椎 の動 きは、超音波 式三次

元 動 作 解 析 シ ス テ ムZebris(CMS70Psystem,
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表1SLRの 違いにおける腰椎の屈曲伸展角度 と骨盤の前後傾斜角度および左右回旋角度の比較

下肢伸展挙上角

(SLR)

腰 椎屈 曲 ・伸展角 度

(M巳an±SD)
骨盤前 ・後傾斜角度 骨盤左 ・右回旋角度

SLR50昏

SLR30白

コ跡 ロール

20、O±&0

26.3±2.9

13.3±2.9

n5

寧

5.5±2.3

5.6±1.5

1⑪.B±O.6

*

*

L6±L5

3.6±2.1

2.⑪ ±1.O

n3

n8

一一 一

(ANOVA,TukeyHSDに よ る,*=P<O.05)

Germany)を 用いて計測 した(図2)。 動作解 析 シス

テムZebrisは 計測ユニ ・yトを用いて三次 元の動 き

が超音波方式 によ り計測で きるもので、測 定セ ンサ
ーの正面 に配置 された トリプルマーカー か ら照射 さ

れ た超音波が測定セ ンサーで受信 され装置 本体に送

られ るもので ある。2箇 所 の トリプルマー カーは、

第2仙 骨 と第12胸 椎 の高 さに装着 し、安定 を 目的に

両面テープ と伸縮性 ベル トで固定 した.腰 椎 と骨盤

相互 の運動角度の計測は上記2箇 所 の トリプルマー

カー間の相対的動 きを、超 音波パル スランタイム計

測 で三角測量 によ り独 自に計算 され 、座標 化 した も

のをグラフ としてモニ ター上に リアル タイ ムに表示

され る。Zebris独 自の トリプルマーカー を用いた角

度変位 演算 ・脊椎評価 ・ゲイ ト・上肢評価 は ヨー ロ

ッパ を中心に数多 く文献発 表 され 、そ の有 用性 につ

いては国際的に認 知 され てい る1)。

計測は.独 自に製 作 した下肢 台(W47cm,D37c皿,

H55c皿,ス チールパ イプ製!(図4))に 両下肢 をいれ

て立ち、膝関節伸展位 を維 持で きるよ うに した。 先

ず 、テー ピングに よるhamstringsへ の制限hSな い状

態 で、体幹の屈曲 ・伸展、左右の回旋お よび左右 の

側屈 をそれぞれ3回 お こなわせ、腰椎屈 曲 ・伸展角

度 、腰椎屈伸時の骨盤 前 ・後傾斜 角度 、腰 椎屈伸時

の骨盤左 ・右回旋角度 を計測 し、それ ぞれ コ ン トロ
ール とした

。その後 、図3に 示 した よ うに38㎜ 巾の

ホワイ トテープ と50㎜ 巾のエ ラステ ッ=クテープを

謄部か らhamstringsに 沿って下腿上部 まで貼 り、最

初 はSLRが5⑪oと なる ようにtightnessを 人為的に

作 り体幹運動 をお こなわせ て計測 した。次 いで同 じ

方法 でSLRが30。 を作 り計測 をお こなったe

インウリノメー釦

図1、SLRの 測 定
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図2.三 次元動作解析装置 と下肢固定台(手 前)

図3.テ ー ピ ン グ に よ るhainstringsへ の 制 限

3)統 計処理

本 装置か ら得 られた各データ をSPSSVer11.5に

よ り集 計 し、一元配置分散分析(梱 ⑪VATukeyT)

に よる検定 をお こない危険率 脳未満 を有意 とした。
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結 果

SLRの 違いにお ける腰椎 の屈 曲伸展角度 と骨盤 の前

後傾斜 角度 および左右 回旋角度の結果 を表1に 示 し

た体幹 の屈 曲伸展 にお いて、腰椎の屈 曲 ・伸展角度

は、SLRsoo制 限時(平 均20.O±8.O。)で は コン

トロール(平 均13.3±2.9。)に 比 して有意差はみ

られ なかったが、SLR30。 制 限時(平 均26.3±2.9。)

で は コ ン トロー ル に比 して 有 意 に 高 値 で あ っ た

(pく0.05)。SLRsoo制 限時 とSLR30。 制限時 との比較

では有意差 は認 められ なかった。

体幹の屈 曲伸展において、骨盤 の前 ・後傾 角度 は、

コン トロール(平 均10.3±O.60)に 比 してSLRsO。

制限時(平 均5.6±2.30)とSLR300制 限時(平 均

5.6±L5。)時 ではいずれ も有意 に低値 を示 した

{p〈O.⑪5)。SL貼O。 制限時 とSLR3⑪ 。制 限時 との比較

では有意差は認め られ なかった.

体幹の屈 曲伸展 におい て、骨盤 の左 ・右 回旋角度

は、 コン トロール(平 均2,0±1,⑪ 。)に 比 してSLR

soe制 限時(平 均1.6±1.5e)とSLR30。 制限時(平

均3.6±2.le)の いずれ も有意差は認 め られ なか っ

た。また、SLRsO。 制限時 とSLR300制 限時の比較で

も有意差は認 め られ なか った 俵1)。

考 察

体幹の屈曲伸展、左右の回旋、左右の側屈運動で

hamstringsの 伸縮性の影響を最も受 ける動きは体

幹の屈 曲である。その理由は、体幹の回旋 と側屈運

動に影響す ると考えられる筋群は骨盤より上方に存

在すると考えられるか らである.一 方、体幹屈曲時

は、体幹後方 にある脊柱起立筋、骨盤後 部の筋群 、

骨盤 か ら下肢 に至 るhamstrings、 さらに下腿 後面の

筋な ど、多 くの筋緊張の影響 を受 ける可能性 が高 く

な る。Lか し、現在 まで、SLRが 腰椎、骨盤の可動

性 に与える影響 につ いての報告は少な く、明確 な指

標 は得 られて いない。今回の結果は、SLRの 違いが

骨盤 の動 きや骨盤 を介 して腰椎の可動性 に影響 を与

え ることを明 らかに した もの と考 えられ る。 下肢一

骨盤一腰椎間 とい う複合的な捉 え方で相 互に強い関

連性 を有 し、 下肢後面の筋群の伸張性 が骨盤や腰椎

の可動性 に大 きな影響 を与 え、逆に腰椎 を含 む脊柱

の可動性が下肢の筋緊張に何 らかの影響 を及 ぼす 可

能性 を示唆 した とい える。Ridd}e4〕 は、大腿 後面の

hamstringsの 伸 張性 が低 下す る と体幹の 前傾 時 に

坐骨結節の後方移動 を抑制 し、骨盤 の前傾 は減少す

る としてい る、 しか し、必ず しもこの報 告を肯定す

る ものばか りではな くL立 位でのSLRと 骨盤傾斜 の

間には関連性が無い とす る報告5)や 、SLRが60。 前

後 に制限 された場合に限 って これ らの関係 が成 立す

る との報告5}が み られ る。また、正常者 において、

腰椎の前 ・後屈運動における骨盤 の前 ・後移動量 は

ほぼ一定であ るとい う報告 もみ られ る 帥。 しか し、

本研究はSLRの 制限 を段階的 に強めるこ とで骨盤 の

前傾が次第 に影響 され 、SLRが50。 に至 って初 めて

前傾角餌減 少 した。 さらに、骨盤前傾が抑制 された

こ とによ る腰 椎の 可動性 を強 める代償 作用 はSLR

50ロ 以上にはみ られ ず、SLR3e。 と柔軟性 が大 き く

低下 しては じめて腰椎 の代 償作用 として可動性 が増

大 され た。Williams')は 腰 椎の前弩の増加 が腰痛 の

原 因 の 一 つ と報告 して い る 溺 、別 の観 点 か ら、

hamstringsのti呂htnessの 代償に よる腰椎 の可動域

の過剰 な増加 が腰痛 の発生原 因を考 える上 で貴重な

情報を提起 す るともいえる。 また、静的 立位 におい

て、骨盤 の前 ・後傾 は腰椎 の前 ・後轡 と強 く関連 を

有す るこ とか ら、腰椎 に対す る過剰な運動 はL5を 中

心 として発 生 し、上位腰椎 ではそ の影響 を受 けにく

いs)こ とが分かっている。 以上の結果か ら、強制的

にhamstringsの 伸張性 を抑制 したSLR制 限 の影響は

SLR50。 以 上で骨盤 に影響 し、SLR3⑪ 。 以上では腰

椎に も影響す るこ とが明 らか となった。 日常の静的

な臨床評価 として、筋 の圧痛や筋緊張状態 な どを調
べ るが .動 的評価 として、体幹全体の動 きの 中での

下肢 ・骨盤 ・腰椎 に至 る総合的 な評価 の必 要性溺求

め られ て い る。 本 研 究 はhamstringsの 強 制 的

tightnessと い う最 も基本的条件 を設定 した上で体

幹の運動が骨盤 ・腰椎 に及 ぼす影響を調べた もので、

今後、腰痛 の発生機 序 を解明す る上で有用 な情報を

与えるもの と考 えてい る。 しか し、今 回の実験 は健

常な若者 を対 象 と した もので、年齢 と共にSLR制 限

の範囲が異 なることか ら、 さ らに年齢差 に よる検討

が必要 と考 えてい る。 また、今 回人為的にSLR制 限

をっ くづたため、いわゆる臨床 の場で接す るSLR制
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限患者を対象 とした場合 と比べて種々の条件で結果

が異なることも危惧 される。 さらに対象を拡げて検

証する予定である。

結 論

Hamstringsのtightnessが 骨盤や骨盤 を介 して腰

椎 のROMに 与 える影 響を検証す るために、腰痛 のな

い健康 な男子6名 を対象 に、テー ピングに よる強制

的なHamstringsへ の運動制限 を(SLR30度 お よび50

度 に制限)行 い、体幹の屈 曲伸展 時お よび左右 回旋

時の腰 椎屈曲 ・伸展 角度 、骨盤前 後傾斜角度 、お よ

び骨盤左右 回旋角度 に及 ぼす影響 を検討 した。結果

は以下の通 りであ る

1)体 幹の屈曲伸展時、骨盤 の前 後傾斜 角度 は、 コ

ン トロール と比 してSLR50。 制 限時 、SLR30Q制

限時で はいずれ も有意 に低値(で あった(p〈0,05)。

2)体 幹の屈 曲伸展時、腰椎 の屈曲 ・伸 展角度 は、

コン トロール に比 してSLR300制 限時では有意 に

高値 であった(p<0.05)。

3)体 幹の屈 曲伸展時、骨盤 の左 右回旋角度は、有

意 な差 は認 め られ なか った。

以上の結果か ら、hamstringsの 伸張性 の低下に よ

る体幹お よび骨盤 への影響 は、SLR50。 制 限時では

骨盤の前後傾 斜動作に影響 し、SLR30。 制限時では

椎の屈曲 ・伸展動作に影響を与えると考えられる。
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AutonomicNervousActivity
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Abstract

Ninedifferentsupinepostureswerecomparedusingaquestionnaire(experiment1;El)andindicatorsofautonomic

nervousactivity(experiment2;E2).ForEI,35healthysulオects(28.7±11.9years)werestUdied;forE2,5healthy

subjects(33.6土15.1years)werestudied.Ninedifferentsupinepostureswereadjustedusingatriangularmat,and

㎞cluded3angles×3positions.Conditionl:``upperbodyup"positions(upperbodypositionedatO。,20。and40。

倉omhorizontal);Condition2:``lowerbodyup"positions(lowerbodypositionedatO。,25。and50。 丘omhorizontal);

Condition3:``upperandlowerbodyup"positions(upperbodypositionedat20。 丘omhorizontal;upperandlower

bodypositionedat25。fromhorizontal;upperbodypositionedat20。andlowerbodypositionedat50。from

horizontal).

InEl,80%ofthesubjectsintheConditionIand51%inConditions2and3fbltmorecomfbrtablewhentheupper

waspositionedat20。,However,inmiddle-agedindividuals,60%ofthoseinCondition2and80%ofthosein

Condition3indicatedtheyweremorecomfortablewhenthelowerbodywasinthe40。position.InE2,

parasympatheticfUnctionincreased(asindicatedbythehigh一 丘equency(HF:0.15-0.40Hz)丘omspectralanalysisof

ECGRRintervals),whentheupperbodywasinthe20。positionandwhenthelowerbodywasinthe25。positionl

Wethereforeconcludethatupperandlowerups㎞clinationofsupinepositionwasmorecomfortablepositionthan

flatsupineposition.

(J.SportSci.Osteo.Thera.6(3):ll1-114,March,2005)

keywords:仰 臥 位(SpinePosition)、 安 楽 姿 勢(ComfortableAttitUde)、RR間 隔(RRInterva1)、

自 律 神 経 機 能 検 査(AutonomicNervousActivity)

【は じめに】

ヒ トにとって睡眠や休息は非常に重要なものであ

る。睡眠や休息は交感神経活動を抑制 し、副交感神

経活動を優位に活動 させる。その結果、日常の社会

的なス トレスを解消 させ、生活習慣病の予防にもつ

ながる。また現代の社会において居眠 り運転などの

睡眠不足による事故や三交代制勤務による睡眠異相

など睡眠障害は社会問題の1つ であるため、睡眠並

びに休息の質の向上 とい うものも重要である。

最近では、休憩時間にリラクゼーション効果を求

めているサラリーマンやOLも 増えてきていると言

われている。また、船舶乗組員は勤務体制が三交代

制であるため4時 間2勤 務とな り、睡眠が分断され

て長時間睡眠ができず、長距離 トラックの運転手は

到着時間優先 となるため短時間の仮眠 しかとれない

といった問題が挙げられ、短時間で有用な休息や睡

眠が必要であると思われる。
一方で

、休息や睡眠時には殆どの人が仰臥位姿勢

をとる。これは、立位や座位よりも筋緊張が少なく、

安楽感を感 じられるからである。 しか し著者 らは、

同じ仰臥位姿勢でも通常の仰臥姿勢よりも体幹部や

骨盤部にある程度の傾斜をっけた仰臥姿勢の方がよ

り安楽な状態がつ くれることを経験 している。

そ こで本研究は、'短時間休息時の安楽感の向上を

目的に実験1で は主観的な感覚による安楽な仰臥位

姿勢を体幹部 と骨盤部にマ ットで傾斜をつけて検討

し、実験2で は安楽な仰臥位姿勢を心拍変動による

自律神経機能の評価により客観的に検討することで

より安楽な仰臥位の提案を試みた。

【方 法 】

実験1.安 楽仰臥位 姿勢の主観 的検討

被験者 は、青年男子18名(平 均22.7±2.5歳)、

青年女子12名(平 均21.9±2.7歳)、 中年男子5名

(平均50.2±3.2歳)、 合計35名(平 均28.7±11.9

歳)を 対象 とした。

仰臥位姿勢 は、図1の 通 り、体幹部 と骨盤 部の傾

斜 の検討 で、それ ぞれNo1～3の3条 件の傾斜 姿勢 を
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経 験 させ、その 中で最 も安 楽な姿勢 をそれ ぞれ聴取

した。 具体的には以下の通 りである。

体幹部の傾斜 に関す る検討 は、No1:通 常のベ ッ ド

に傾斜 な しの平坦、No2:背 部に傾斜角20。 の ウレ

タンホ ーム製 マ ッ ト(以 下、 背マ ッ ト)1枚 設 置 、

No3:背 マ ッ ト2枚 重ねで設 置(傾 斜角40。)の3条

件の 中か ら最 も安楽 と感 じる姿勢を聴 取 した。

骨盤部の傾斜 に関す る検討は、No1:通 常のベ ッ ド

に傾斜 な しの平坦、No2:骨 盤部 に傾 斜角25。 の ウ

レタンチ ップ製マ ッ ト(以下、骨盤マ ッ ト)1枚 設置、

No3:骨 盤マ ッ ト2枚 重ねで設置(傾 斜 角50。)の

3条 件 の中か ら最 も安楽 と感 じる姿勢 を聴 取 した。

体 幹部 に背 マ ッ ト1枚 設 置(傾 斜 角20。)に よる

骨盤部 の傾斜 に関す る検討 は、Nol:骨 盤マ ッ トな し、

No2:骨 盤 マ ッ ト1枚 設置(傾 斜角25。)、No3:骨 盤

マ ッ ト2枚 重 ね で設置(傾 斜角500)の3条 件 の 中

か ら最 も安楽 と感 じる姿勢 を聴取 した。

尚、実験 に使用 した傾斜マ ッ トの角度 は、体幹お

よび骨盤 の傾斜 角を意識 した ものであるが、体重 に

よるつぶれ な どか ら、マ ッ トの角度 がそのまま身体

の角度 とはな らない。

一タはサ ンプ リング周波数2kHz(0 .5ms)の 精度で計

算算 出 した。心電図R波 はシ グナ リス社製 のGmview

H1.4を 用 いて、一一拍 毎のRR間 隔を算 出 した。また

心電図RR間 隔は諏訪 トラス ト社製のMemCalc/Win

version1.2を 用い、最大 エ ン トロピー法で周波数解

析 を行 った。周波数解析 の結果 は、低周波 スペ ク ト

ル成分:LF(LowFrequencyO.04～0.15Hz)と 高周波

スペ ク トル成分:HF(HighFrequencyO.15～0.40Hz)

に分類 し、高周 波スペ ク トル 成分 を副交感神経活動

の指標 とし、低周波/高 周波成分比:LF/HFを 交感神

経活動の指標 として行 った1)。

～ △ ・
図2.客 観 的 な 検 討 で 用 い た 安 楽 仰 臥 位 姿 勢*

*安 楽仰臥位姿勢:背 マ ッ ト1枚(傾 斜角20。)と 骨盤 マ ッ ト

1枚(傾 斜角25。)を 設置 した姿勢

体幹の

傾斜

骨盤部
の傾斜

体幹・

骨盤部
の傾斜

No.1

園 團

20e

No.2

藍
No.3

産
玉 ∠[飛

轟
図1.主 観的な安楽仰臥位姿勢の検討における背マッ ト

と骨盤マ ットの設置条件

実験2.安 楽仰臥位姿勢 の客観的検討

被験者 は、男性4名 、女性1名 、計5名(33.6±15.1

歳)で 、測定環=境は室温23～25℃ 、測 定時 間帯 は午

後1時 ～4時 の間 に行 った。

方法は、平坦 な通常仰臥位 で30分 の安静後に、図

2の 背マ ッ ト1枚(傾 斜 角20。)と 骨盤マ ッ ト1枚

(傾斜 角25。)を 用いた姿勢(以 下 、安楽仰臥位)と

平坦な ところでの仰 臥位(以 下、平坦仰臥位)を 各々

7間 分 、交互 に2回 ずつ行 わせ た(図3)。 その際に、

安静時の最後5分 間を基準 に、体位変換後のそれぞ

れの2分 を除いた安楽仰臥位5分 間 と平坦仰 臥位5

分間 の心拍数(HR)と 心電図RR間 隔 による周波数解

析 につ いて検討 した。 尚、実験 中は自然呼吸 をさせ

た。

心電図 は胸部誘導 にて、 日本光電社製のWEB5500

に より採取 し、PEG-1000に よ り集積 した。時系列デ

2515
時 間(分)

215 215 215 215
平坦仰臥位

(安静)
安楽
仰臥位

平坦
仰臥位

安楽
仰臥位

平坦
仰臥位

図3.安 楽仰臥位姿勢の客観的検討実験におけるプロ ト
コ・一ノレ

・平坦仰 臥位:通 常の平坦な仰臥位 姿勢

・安楽仰臥位:図2で 示 した背マ ッ ト1枚(傾 斜角20。)と 骨

盤 マ ッ ト1枚(傾 斜角25。 〉を設置 した姿勢
・太字の時間帯(5分)は 心電図 を計測

【結 果】

実験1.安 楽仰 臥位 姿勢の主観 的検討

体幹部 に傾斜 をつ けた検討で は、年齢別、性 別で

みて も安楽の高率回答 はいずれ もNo.2で 、全体80.0%、

青年男子77.8%、 青年女子83.3%、 中年男子80。0%で

あった(表1)。

骨盤部 に傾斜 をつ けた検討 では、高率回答がNo2

とNo3で 、それ ぞれ 全体が51.4%と37.2%、 青年男子

が61.1%と23.8%、 青年女子が ともに41.7%、 中年男

子 が40.0%と60.0%で あった。いずれ もNo1を 安楽 と

したのは低率 であった(表2)。

体幹部 、骨盤 部両方 に傾斜 をつけた検討 では、No1

と回答 した者 は一人 もお らず 、安楽 とす る回答 はNo.2

とN・.3に集 中 し、それぞれ全体で51、4%、48.6%、 青

年男子で61.1%、38.9%、 青年女子で は ともに50.0%、

中年男子 で20.0%、80.0%で あった。特に中年男子で

はNo.3の 回答 が高率 であった(表3)。

実験2.安 楽仰臥位姿勢の客観的検討

図4は 、安静時の最後5分 の測定値 を基準として、

平坦仰臥位姿勢 と背マ ット1枚 と骨盤マ ット1枚 を
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設置した安楽仰臥位姿勢の心拍数(HR)と 高周波ス
ペク トル成分HFお よび低周波/高 周波成分比LF/HF

の変化率を比較 したものである。

HRは 、安静時に比 し時間経過に伴い漸次減少傾向

がみられたが、平坦仰臥位 よりは安楽仰臥位の方で

減少率が大きかった.

高周波スペ ク トル成分 田 は安静時に比 し、両姿勢

とも増加 したが、安楽仰臥位の方が増加率は大きく、

安楽仰臥位から平坦仰臥位に移行 した際にはそれぞ

れ29.4、26.2ポ イン ト減少 し、平堪仰臥位 から安楽

仰臥位に移行 した際には35,0ポ イン ト増加 した.

低周波/高 周波成分比LFIHFは 安静時に比 し安楽

仰臥位に移行 した際には40.2ポ イン ト減少 し、その

後の姿勢変化ではそれぞれ32.8、28.8、35.2ポ イン

トの減少であ り、大きな変化 はみ られなかった。

表1.俳 幹茄 の櫃掛 の検討結 果

Ne」Ne.2Ne.3計

11瓢n弘 血%n語

青年 男性31fi.了1977.8

青 年 女 性oo.elos3.3

中年 男性1:e.04ao.O

計411.42S且O.O

15.{i岨100.0

215.71且100.O

oo.051{)o.0

38.5351〔}o.o

表2,骨 盤部の傾餌の検肘拮果

No.1

n覧

青 年 男性21ユ.1工

青 年 女 性21fi、7

中年 男性ooo

計

Ne.2Ne.3

$n%

61.15e〒.臼

41.7541.7ユ

40.03弓 自.o

411.4S5L41337+1

計

笛

sloo.0

100.0

100.0

100.o

表3.背 マ ッ ト1枝 におけ石骨盤 部の慣斜 の検 討結集

Ne.1

n$

青年 男性oo、o工

青年 女性oo.o

中年 男性oo.o

計

No.2
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n留 瑞
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図4.安 楽仰臥位姿勢と平坦仰臥位姿勢の繰 り返 し に

おける心拍数(1皿}.心 電図RR間 隔の周波数解析による

高周波スペ ク トル成分(HF)お よび低周波/高 周波成分

比(LF/田りの安静時に封する変化率の推移
・安静 ・平坦=通 常の平坦な仰臥姿勢
・安楽=図2で 示した背マツトユ枚(傾斜角20。)と 骨盤マツ

ト1枚 〔傾斜角25')を 設置した姿勢

1考 察1
ヒ トは、脊柱支持筋群、骨盤支持筋群などが協調

して脊柱の齊曲の形態を形成 している。本研究では、

背部お よび骨盤部に傾斜マッ トを設置することで、

通常仰臥位 よりも脊柱の弩曲を弱 くさせると、感覚

器に対する刺激が減少 し、安楽感が得 られるのでは

ないかとい う仮説が考えられた。

実験1で は、まず体幹部の傾斜に関して、最も安

楽感 を感 じた回答は背マッ ト1枚 が高率で、体幹部

に20e程 度の背マ ッ トで傾斜を加えた方が安楽で

あること溺示唆 された。骨盤部の傾斜に関 しては、

骨盤マ ットなしの平坦仰臥位姿勢が最 も低率で、マ
'vト1枚 と2枚 の方が高率であった。 したがって、

骨盤部に関 しても傾斜を加えた方が良いことが示唆

された。体幹部のみの傾斜に関して、安楽回答が多

かった背マッ ト1枚 を敷いての骨盤部の傾斜に関 し

ては、被験者全員ポ骨盤マッ ト1枚 か2枚 を安楽と

回答した。体幹部においての傾斜の検討のNo,2と 背
マ・7ト1枚 における骨盤部の検討のN。,1は 同 じ姿

勢であるが、前者においては最も高率であったのに

対し、後者では一人も安楽であると回答 した者はい

なかった。 これにより体幹部 と骨盤部の両者に傾斜

をっけた方が良いこと瀞示唆 された。骨盤部の傾斜

に関しては、安楽感が骨盤マット1枚 と2枚 に意見

が分かれ、年齢差や性差が若干あるようにもみえる

が、データ数 も少ないことから今後さらに検討する

必要があろう。

実験2は 、心拍変動から心臓 自律神経活動を見る

ことによって客観的な安楽感の評価を試みた。周知

のごとく自律神経活動は、交感神経 と副交感神経が

拮抗作用で働いてお り、HF成 分は主に迷走神経活勧

を評価 していると考えられている1)。 そして迷走神

経が優位 に活動すると心臓の活動を落ち着かせ、身

体は休息状態になる。実験2の 結果は、平坦仰臥位

から安楽仰臥位に移行 させ るとHF成 分は増加 したe

逆に、安楽仰臥位か ら平坦仰臥位に移行させ るとHF

成分は安静時よりも減少 した。関ら2}は、脊柱齊曲

角の増加が圧縮力の増加につながり椎間板、椎間関

節等に負担がかか り疾痛の原因になるのではないか

と推察 している。本実験においても、傾斜マ ッ トに

より脊柱の弩曲が緩和されて、感覚器や受容器への

刺激が軽減 して交感神経括動を抑制 させ、結果 とし

て迷走神経活動が充進 し、一方で安楽仰臥位から平

坦仰臥位 に移行すると、逆に脊柱の蛮曲が強 くな り、

感i覚器や受容器への刺激が増加 して交感神経活動浴

充進 したと考えられる。

主観的および客観的にみても体幹部 と骨盤部にあ

る程度の傾斜をつけた仰臥位姿勢はより安楽である

ことが示唆された。これは、ヒトの脊柱のS状 沓曲

の性質によるものであると考えられる。っまり、直

立歩行をするヒ トにとって脊柱のS状 弩曲は上体の

バランスを保ち、頭部へのシ ョックを吸収するなど
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非常に重要なものである。 しかし、仰臥位姿勢にお

いてはその齊曲淋安楽感を阻害している可能性があ

る。理由として、第1に 蛮曲による圧力の集中、第

2に 椎間板への刺激が考えられる。っまり、平坦な

所での仰臥位は、自重が弩曲部の点に集中してしま

う(図5)。 それにより、胸部および腰部に鈍重感が

おこる。実際に、結果には挙げていないが傾斜マッ

トを設置した状態から傾斜マッ トをはずした際には

多くの被験者が腰部の鈍重感を訴えていた。また椎

間板への圧力は、物理的に弩曲の内側の方が大きく

なる。 これは、軽微ではあるが何 らかの受容器また

は感覚器が刺激されて、それがス トレスとして交感

神経活動の充進につながっているのではないかと推

察する。

本報では、平坦な仰臥位姿勢・よりは体幹部と骨盤

部にある程度の傾鮮 をっけた仰臥位姿勢の方ぶ安楽

感が強いことが示唆された。今後はこの姿勢を長時

間続けた場合の検討などが必要と考えられるが、こ
の姿勢は休憩時の リラクゼーション姿勢、接骨院等

による治療姿勢、睡眠溺分断されて長時間の睡眠を・

とることの出来ない船舶乗組員や トラック運転手な

どの睡眠姿勢などへの有用性が期待 される。

遂声1矯鷲 鑛 騨◎卿 葉嫉
臨 ・ 『

演 轍 憎 岬 勲 雪縛 垂 ・ 脚 癌 嘩 ド

麟 毒

【結 論】

1.男 女35名(28.7±11.9歳)を 対象 とした主観的

な安楽仰 臥位 姿勢の検 討では、平坦 な仰臥位姿勢

よ りは、体幹部 に20。 程度 の背マ ッ トを入れた方

が安楽感 を示す者が多 く、同時に骨盤部にマ ッ ト

で傾 斜 を設 け方が よ り強 い安 楽感 が得 られ るこ

とが示唆 された。

2.男 女5名(33.6±15.1歳)を 対象 とした安楽仰臥

位姿勢の心電図 舩 間隔による周波数解析の検討

で は、 平坦 な仰臥位 か ら安 楽仰 臥位 〔背 マ ッ ト

200と 骨盤マVト25。 を設置)へ の移行 によ り、

HF成 分が増加 し、心臓副交感神経活 動の促進 力S示

唆 された。

3.以 上の ことか ら、体幹部 と骨盤 部に傾斜マvト

を設 置 した仰 臥位姿勢 は平坦な仰臥位 姿勢 よ り、

主観 的 且つ 客観 的 にみ て安楽 姿勢 であ る と考 え

られ る。

稿を終えるに当たり、本研究に多大なご協力を頂いた石

本将人氏に深謝致します.

本研究の要旨は第6回 日本スポーツ整復療法学会(2004

年、北海道自動軍短期大学〕において発表 した。
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加速度脈波を用いた安静時における自律神経機能検査の検討

佐 野裕 司1、 阿保 純 一一2、 石 本 将 人

1東京海洋大学海洋科学部
、2東 京海洋大学大学院

ValidityofAcceleratedPlethysmographyforAssessmentofRestingAutonomic
NervousActivity(CaseStudy)

YujiSANOi,JunichiABO2andMasatoISHIMOTO

1TokyoUniversityMarineScienceandTeclmology
,FacultyofMarineScience,

2GraduateSchoolofTbkyoUniversityMa血eScienceandTechnology

Abstract

Objeetive'ThepurposeofthisstudywastoexaminetherelationshipbetWeentWoteclmiquesfortheassessmentof

autonomicnervousactivity:theAcceleratedPlethysmography(APG)a-aintervalmethod,alldtheelectrocardiogram

(ECG)R-Rintervalmethod.

ParticipantS:Onehealthyfemale(28years)amdonemale(58years)volunteeredassubjects.

Measures'ECGmeasurementswereobtained丘omthechest,andAPGmeasurementswereobtained丘omthree

pointsonthefbrehead,theleftmiddlefingertipandthetipofatoeontheleftfoot.SpectraldecompositionofHeart

顕teV缶iability(HRV)wasperformedbytheMaximumEntropyMethod(MEM),resultingintwomajorbands:thelow

frequency(LF:0.04-0.15Hz)andhighfrequency(HF:0」5-0.40Hz)domains.

ResuttS:1)Averagevaluesofa-aintervalsandR-Rintervalsweresimilar,aswerethestandarddeviations耳ndthe

coefflcientsofvariation、2)Thea-aintervalsmeasuredwiththethree-pointAPGmethodweresignificantlycorrelated

(r>0.95p<0.001)withR-Rintervals.3)TheLFandtheLFIHFratioobtainedbya-aintervalsandbyR-Rintervals

WereVerySimilar.

Conelusions'TheAPGa-aintervalmethodfbrtheassessmentofautonomicnervous血nctionmayserveasa

replacementfortheECGR-Rintervalmethod.

(J.SportSci.Osteo.Thera.6(3):ll5-ll7,March,2005)

keywords:加 速 度 脈 波(SDPTG;secondderivativeofphotoplethysmography、APG;acceleratedplethysmography)

加 速 度 脈 波a-a間 隔(APGa-ainterval)、 心 電 図R-R間 隔(electrocardiogramR-Rinterval)

心 拍 変 動(heartratevariability)自 律 神 経 機 能 検 査(autonomicnervousactivity)

【目 的】

自律神経機能検査法の一つに心電 図R-R間 隔 によ

る周波数解析法が ある1)。 この方法は他の検査法 に

比べ簡便 且つ非侵襲的で あることか ら、近年 、広 く

用 い られる ようになって きた。 しか しなが ら、 この

方法は高価 な心電計 が必要で あ り、また心電図の計

測 と して胸 部誘導 では電極 を装着す るために被験者

の上半身を裸 に させ る必要が あるこ と、四肢誘 導で

もク リームを塗 るためにア レル ギーの強い人では実

施 しに くい ことな ど、必ず しも手軽 に行 えるもので

はない。

末梢循 環の検査 として は、加 速度脈 波(APG;Acce
-leratedplethysmography>が あ る2-5)。 この検査 は

光セ ンサーを用いて非侵襲的 に手指尖部等で行 え る

ため、計測が極 めて簡便 である。また指尖容積脈波

とは違い波形の屈曲点をよ り明瞭に捉 えることがで

きるので波形分析 が容易 である。その加速度脈 波に

お けるpeaktopeakのa-a区 間(以 下R-R間 隔 と

同様a-a間 隔 と表記す る)は 心電図のR-R間 隔を

ほぼ反映すると考えられるので、より簡便な自律神

経機能検査法になるものと思われる。

本研究は、心電図R-R間 隔と加速度脈波のa-a間

隔 の両者から捉 えた自律神経機能を比較すること

によって、加速度脈波a-a間 隔による自律神経機能

検査の妥当性を検討することを目的とした。

【方 法】

1.被 験者

本研究では、薬物を服用 していない健康な28歳 の

女性(症 例S)お よび58歳 の男性(症 例T)を 被験

者 として採用 した。表1は 被験者の身体特性である。

被験者に対 しては十分に実験の主旨を説明 し参加の

同意を得ている。

表1.被 験者の身体特性

性別 年齢(歳)身 長(cm)体 重(kg)

症例S

症例T

女

男

0
◎

8

9
臼

匿
り

157

165

47.0

64.5
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2.心 電図および加速度脈波 の測定法

心電 図は胸部誘導 に より測定 した。加 速度脈波 は

前額部 中央、左 手第3指 尖部 、左第1趾 尖部の3部

位 を測 定 した。それぞれの測 定は15分 間程度 の安静

後 に仰 臥位 にて5分 間行 った。

3部 位 の加速度脈波 は著者 ら5)が 作製 した近赤外

線 反射 型セ ンサー とア ンプか らの容積脈波 の信 号を

心電図 と同時に 日本光 電社製 のWEB5500に よ り採取

し、PEG-1000に よ り集積 した。それ ぞれ の時系列デ
ー タはサ ンプ リング周 波数2kHz(0 .5ms)の 精度 で

計算算出 した。また容積脈 波の信 号はオフライ ン上

で2次 微 分(加 速 度脈波)し て算 出 して、6Hzの

low-passfilterを 施 した。

表2.安 静5分 問の加速度脈波a-a間 隔、心電図R-R間

隔の平均、標準偏差(SD)お よび変動係数(CV>

心電 図 加速度脈波a-a間 隔

R-R間 隔 前額部 指尖部 趾尖部

mean(ms)1084.501084.441084.48

症 例SSD(m$)39.4439.9640.35

CVO.0360.0370.037

1084,54

41.73

0。038

mear1(ms)849.95849.95849.95

症 例TSD(ms)2L2921.5221.56

CVO.0250,0250.025

849,96

21.90

0.026

3.自 律神経機 能の解 析 と評価

心電図R波 お よび3部 位 の加 速度脈波a波 はシグ

ナ リス社製のGmviewII1.4を 用いて検 出 した。 安静

5分 間の1拍 毎のR-R問 隔お よびa-a間 隔(図1)

のデー タは時系列デー タと し全て記録 した。5分 間

のサ ンプ リング数 は、症例Sが275、 症例Tが352

であった。

安静5分 間の心電図R-R間 隔お よび3部 位 の加速

度脈波a-a間 隔 のそれぞれのデー タは諏訪 トラス ト

社製 のMemCalc/Winversion1.2を 用 いて最大エ ン

トロピー法で周波数解 析 を行 った。

自律神経機能 の評価 は周波数解析の結果を低周波

スペ ク トル成分:LF(LowFrequencyO.04～0.15Hz)

と高周波 スペ ク トル成分:HF(HighFrequencyO.15
～0 .40Hz)に 分類 し、高周波 スペ ク トル成分 を副交感

神経活動 の指標 とし、低周波/高 周波成分比:LF/HF

を交感神経活動 の指標 として行 ったD。

2.心 電 図R-R問 隔 と加速度脈波a-a間 隔 との関係

表3は 、安静5分 間 にお ける心電図R-R間 隔 と3

部位 の加速度脈波a-a間 隔 との関係 の相 関係数 を示

している。2症 例共 に3部 位 の中では趾尖部 との関

係 で相 関係数 が最 も小 さかったが、R-R間 隔 と3部

位 のa-a間 隔 との間には、いずれ もr=0.95以 上の有

意(p<0。001)な 正 の相 関関係が認 め られた。図2は

心電 図R-R間 隔 と3部 位 の加速度脈波a-a間 隔 との

関係 を症例Tに っいて図示 した ものである。 回帰式

の傾 き も1に 近 く、a-a間 隔の値 がR-R間 隔 の値 と

ほぼ同 じであ ることが示 され ている。

表3.安 静5分 間の加速度脈波a-a間 隔 と心電図R-R間

隔 との相関係数

加速度脈波a-a間 隔

頭 指尖 趾尖

症例1

症例2

0.994

0.996

0.990

0.996

0.952

0.991

図1.加 速 度 脈 波a-a問 隔(左)と 心 電 図R-R間 隔(右)

40

60

9

8

(8
切
邑
匪
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ぼ
に
図
"
々

前額部 指尖部

7BO ア80860940780860940780

加 速漢脈波aa間 隔(rnsec)

足 尖部

4.統 計的処理

上述の測定結果は、平均値 と標準偏差を用いて表

した。相関係数は、危険率5%未 満を有意 とした。

【結 果 】

1.心 電図R-R聞 隔 と加速度脈波a-a間 隔 との比較

表2は 心電 図R-R間 隔 と3部 位の加速度脈 波a-a

間隔におけ る安静5分 間の平均、標準偏差お よび変

動係数(CV)を 示 している。2症 例共 にa-a間 隔の

平均、標 準偏差お よび変動係数(CV)はR-R間 隔の

それ とほぼ同様 の値 が示 され た。

図2.加 速 度 脈 波a-a間 隔 と心電 図R-R間 隔 の相 関

(症例T:男58歳)

3.心 電図R-R間 隔 と加速度脈波a-a間 隔 によるLF、

HFお よびLF/HF

表4は 安静5分 間 にお ける心電図R-R間 隔 と3部

位の加速度脈波a-a間 隔 のLF、HFお よびLF/HFに つ

いて示 したものである。2症 例共にa-a間 隔 による

LFお よびHFは 、R-R間 隔の ものよ りも若干高 い値 を

示 し、LF/HFは 若干低 い値 を示 した ものの、ほぼ同
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様の結果が得 られた。

表4.心 電図R-'R間 隔と加速度脈波a-a間 隔による周波

数解析
心電図 加 速度脈波a-a間 隔

R-R間 隔 前額部 指尖部 趾尖部

LF(ms2)57.2165.8562。5158.46

症 例SHF(ms2)366.32379.58404.54448.77

LF/HFO.160.170.150.13

性差 と年齢差を違えて検討 したが、2症 例の検討で

あるため今後より多くの被験者で検討する必要があ

る。また本研究の測定は仰臥位の安静状態であった

が、実際には何らかの負荷を与えての測定も想定さ

れるので、さらに様 々な角度からの検討が必要 と考

えられる。

LF(Ms2)105.30109.07110。50115.67

症 例THF(ms2)38.9243.5243.4349.27

LF/HF2.712.512.542.35

【考 察 】

これ までは加速度脈波 の評価が波形解析 による評

価 が主 な ものであった 尉 。本研 究では、安静状態 に

関す る前額部 、手指尖部お よび足趾部 の3部 位 の加

速度脈 波a-a問 隔 と心電図R-R間 隔を捉 えて検討 し

た ところ、3部 位 の全ての加速度脈 波a-a間 隔の平

均値 、標準偏差 、変動率が心電図R-R間 隔 のそれ と

ほぼ同様 の値 が示 され た。 また3部 位 の加速度脈波

a-a間 隔 と心電図R-R間 隔 との関係 にもr=0.95以 上

の有意 な正 の相 関関係が認 め られ、回帰式の傾 きも

1に 近 く、a-a間 隔の値 がR-R間 隔 の値 とほぼ同 じ

である ことが示 され た。 したが って、 当然 とではあ

るが、安静時 にお いて加 速度脈波a-a間 隔 は心電図

R-R間 隔をほぼ反映 している と言 える。

さらに 自律神経機能検査の指標であ るLF、HFお よ

びLF/HFに つ いても、3部 位 の加速度脈波a-a間 隔

と心電図R-R間 隔 とにほぼ同様 の値が示 された。 こ

のこ とは心電図R-R間 隔 と同様iに加 速度脈 波のa-a

間隔が 自律神経機能検査の指標にな り得 ることを示

唆 してい る。 したがって、加 速度脈 波のa-a間 隔に

よる 自律神経機 能検査は簡易で有用な検 査にな り得

るもの と考 えられ る。

しか しなが ら、加 速度 脈波a-a間 隔 と心電図R-R

間隔 との関係で は、趾尖部の相関係数 が他の部位 に

比べて若干低か った。また、周波数解析 結果におい

て も、前額部で よ り心電図の もの に近 く、趾尖部で

よ り遠い傾向 にあった。 その理由 と して、第一に、

趾尖部は心臓か らの距離 が最 も遠 いためにa-a間 隔

に影響 を及ぼ した可能性 が考 えられ る。 第二に、趾

尖部は皮膚の角質化が強いため測定条件 が悪い。 し

たがって、それ を十分に考慮 した上での測定 と、被

験者 に よって は他 の部位 よ りアーチ ファク ト等の影

響 を大 きく受 けて ノイズを拾いやす い可能性 があ り、

適切な ノイズ フィルタを施す 必要性 も考 え られ る。

本研 究では、若年女性 お よび中年男性 を対象 とし、

【結 論 】

健康な女性28歳 お よび男性58歳 を対象 に、心電

図R-R間 隔 と3部 位(前 額部中央 、左第3指 尖部 、

左第1趾 尖部)の 加速度脈 波a-a間 隔 の両者 の変動

お よびそれ を最大エ ン トロピー法の周波数解析 で得

られた 自律神経機能検 査結 果を比較検討す るこ とに

よ り、以下の ような ことが言える。

加 速度脈 波のa-a間 隔は心電 図R-R間 隔 と高 い相

関関係 を示 し、a-a間 隔 の値はR-R間 隔の値 とほぼ

同 じであった。 また加速度脈波 のa-a間 隔 と心電 図

R-R間 隔の両者 に よる周 波数解析 の結果 もほぼ同様

の値 であった。 この ことは加速度脈波のa-a間 隔が

心電図R-R間 隔 と同様 に 自律神経機 能検査 の指標 に

な り得 ることを示唆 している。 したが って、加速度

脈 波のa-a間 隔に よる自律神 経機能検査 は簡易 で有

用な検 査にな り得 る もの と考え られ る。

最後に、本研究の被験者 としてご協力を賜 りました旧東

京商船大学教職員の皆様に深謝致 します。

本研究の一部は、第5回 日本スポーツ整復療法学会大会

(2003年 、大阪体育大学)に おいて発表 した。
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スポーツ ・医療科学のための確率統計学講座

鰯 回 壱そ⑫取②{猷、

工 学博 士 堀 井 仙 松{Emai1:senhorii@nifty.com)

データを扱 う揚合、注目している独立変数が一っだけとい う場合はむ しろ少なく、変数が2っ あるいはそれ以上存在

するる揚合の方が多いといえます。たとえば、体重と身長に対する体脂肪の分布を調ぺるような簡単場合でも、体重と

身長と言 う二つの変数に対 して分布を見る必要があります.変 数が一つの場合はその分布は2次 元のグラフで描 くこと

ができ、その性質を調べるのも容易でしたが、変数坦一っ増加するだけでもグラフは3次 元とな り見にくくなります。

さらに、その性質は二っの変数の関係 とともに調べることが必要とな り簡単ではなくなります。ましてや変数が2っ よ

り多くなれば、4次 元以上のグラフとな り、描くことも見ることも困難になります。そこでこのような困難を克服する方

法や工夫が必要にな ります。 しばらくこのような多変数の分布に対する考え方を学ぶことにします。

1.2次 元 確 率 変数 とそ の 分 布

まず、2変数の確率分布の例を見て見ましょう。いま、

ある地域で、ある季節において、空気中に3種 のウイル

スA,Bお よびCが 比率2=311で 存在す るものとし

ます。さらに、これ らのウイルスは強烈な感染力をもち、

そのシーズン中に人は同じウイルスに感染する場合 を含

めて、無差捌 に2回 感染するものとします。 ウイルスA

に感染する回数をX、 ウイルスBに 感染する回数をYと

します。ウイルスCは ひ とに感染 してもす ぐ死滅するの

で、ウイルスAとBだ けに注目するものとしますeま た、

1回 目の感染 と2回 目の感染は独立であるとします(X

とYが 独立とい うことではありません}。

さて、この場合、2回 の感染パターンを列挙 してみる

と次のよ うに9通 りあることがわか ります。

AA、AB、AC、BA、BB、BC、CA、CB、CC

Xお よびYは 、ウイルスA、Bに 感染 しない場合を0、

Aま たはBの ウイルスに1回 感染する場合を1、 同じウ

イルスに2回 感染する場合を2と して、それぞれの感染

パターンをまとめると表5-1の よ うにな ります。

れ そ れ 、P^,PB,P〔 と書 く こ とにす れ ば 、次 の よ うに な る

こ とに注 意 します 。

22.l

PA=li
+3+1=言=言

-

一2
　　

3

「6

1

一
6

=

二

直

C

ρ

ρ

さて、感染パターンCCで は、確率はp(X・O,Y=0)

と表 し、最初に感染する事激 と2回 目に感染す る事象が

独立であることに注意すれば、次式のように1/36と な り

ます。

111

P(x=o・v=。)=Pc'P・ マ 石=死

ウイルスBとCに 感染する確率は感染パターンBCと

CBと がありますので、

P(x=o,y=工)=PB'Pc+.PC・PB

311361
=一 ・一 十 一 ・一 ニ ー=-

6666366

表5-1感 染パターン

＼ o 1 2

0

I

CC

BC

CB BB

1

AC

CA

蛆

BA

旨

2 飴

次に、各感染パターンの発生す る確率を考えてみま

す。まず、ウイルスA,Bお よびCに 感染 する確率を、そ

となり、感染パターンBBの 発生す る確率は

331
P(x==o・y=2)=Ps'PB=E'lii=E

とな りま す.同 様 に して 、

11

P(x=1,y=o}=一,P(x=1,Y=1)=-93

1

P(x=1,Y=2)冨o,P(x=2,y=e)=-9

p(X=2,]「=1)=O,、p(X=2,Y」2)量O
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表5-2各 感染パターンの確率

＼ 0 1 2 計Y一一 一

〇

一

1!36 1!6

一 一一 一

1/4

一 一一

4/9

1

:

1/9 1β 0 14/9

2 1/9 0 o 1/9

計x 1/4 1/2 1/4 …1

が 得 られ ます。これ らを ま とめて 表 した の が表5-2で す 。

表5-2の 各感 染 パ ター ン に お け る確 率 は 、 一 般 的 な表

現 を用 い る と、

P(x=Xi・Y=yl)

forxi=0,1,2;ンJ=O・1・2

とな ります。
一般に、離散的確率変数X,Yに 対 して、

さて、このような2次 元分布 と周辺分布 をExcelを 用

いて図示 して見ましょう。

まず、Exce1を 立ち上げ、表5-2を シー トに入力 しま

す(図5-1)。 次にマ ウスでA1か らPtま で ドラッグし

て、ツールバーのグラフウィザ」一ドをクリック(あ るい

は挿入一〉グラフ(H)}し て、図5-2の よ うに3D縦 棒

グラフを選択 します。あとはウィザー ドに従って 「次へ」

をクリックして進めるとシー ト上に、図5-3の ような

3Dの 同時確率分布図ts得 られます。

さらに、マ ウスでA1か らD4ま で ドラッグしたままで、

・」
.㊥捌 ル◎ 礒集w畳 諾卸 挿入㊥ 書酋◎ ウールΦ ヲr四 蜘 向 吻 塾

図5-1デ ータの入力

P(x=Xi,γ=ン ∫)=∫(エ,,アJ)

」らrx、=Xl,x2,…;yノ=ア1必,…(5-1}

で表 され る2変 数の関数f〈K,yi)を2次 元確率変数

姻,巧)の 離散的同時確率密度関数あるいは離散的結合

密度関数と呼び、表5-2の ような表を(Xi,Yi)の 同時

確率分布表あるいは結合確率分布表 といいます。

また、上の表で計Yの 縦の欄、4/9,似9,1/9,1は 、そ

れそ1れ、

ρ(糊 冨か 一αア`カ=詣+器=言

P(絢=1
.,P(Xt1,y且 ノ)=吉+圭+・=号

P(絢=1
.,P(x=zy=」)=舌+。+・=吉

441

P(x=。)+P(x=1)+P(x=2)菖 互+lj+す 置1

を表 してお り、Xの 周辺確率密度関数 といい、

p(X=0)=4/9,pOX=1)uV9,p(X=2)=1/9の ようなXだ けに

ついての分布を周辺分布 と呼びます。この表では計Xの

横の欄に示すように、Yの 周辺確率密度関数お よびその

周辺分布 も同様にして得 られています。当然の ことなが

らXの 周辺確率密度関数の合計もYの 周辺確率密度関数

の合計も1に なります。

o.35

a3

回.25

o,2

a15

O.1

ao5

図5-2グ ラフウィザー ド④

図5-3同 時確率分布

國
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ツールバーのグラフウィザー ドをク リックし、図54の

ように3D効 果のついた積み上げ縦棒グラフを選択 しま

す。 「次へ」進み図5-5の グラフウィザー ドでは 「列」

を選択すると、図SCの よ うに、この揚合はXの 周辺分

布が得 られます。

:1雪

1

養

妻
、...沸.,謡 麟 、【 聯 認繭 葦章繍 瀧 翁

図5唖 グラフウィザー ド(b)

なお、図5-5の グラフウィザー ドで 「行」を選ぶ とY

の周辺分布ぷ得 られます。
一般に

、Xお よびYの 離散的周辺確率密度関数は次の

ように表 します。

f(Xi)=P(x=.x,)=Σ ノ(x,,ア ノ)

ノ

9(ア 、)ニ.」p(r=ン ゴ)=Σ ノ(x、,.Yノ)

'

(5-2)

(5-3)

また 、

1一 Σ Σf(,x、, .Y」)
'∫

一Σf(x,)=Σ9(y∫)(5-4)

iノ

カ城 り立つ ことはい うまでもありません。

Xお よびY力 漣 続的な場合は、式(5-1)が 連続関数と

な り、f(x,y)と 書いて単に同時確率密度関数あるいは

結合密度関数と呼ぴます。この揚合、

P{"≦XSb,`≦r≦ の=∬ ノ(x,y)鋤 ㈲

LIA]2幽 」-L塑 」[=漉=ユ 諾 塑 」 莚

図5-5グ ラフウィザー ド(c)

0.45

0.4

095

回、,

0.自5

肥

o.t5

回.茸

嘔

o
o 1 詮

圃

と表すこと溺でき、

ノ(切 ≧o,二 ニ ノ(切 嵩1 (5-6)

であることは、離散的な場合と同じです。 さらに、

∫α)=ニ ノ(切 φ

8ω 冒ニ ノ(x,y)dU

(5-7)

(5-8)

は、それぞれ、Xお よびYの 周辺密度関数 といいます。

周辺分布関数は、それぞれ、

Fω 出L!(エ)ぬ

Gω 置島9ω の

で、周辺密度関数 との関係は、

綱 一警)・9ω 菖4寄)

{5-9)

(5-10}

{5-11)

と表せます。 ここで、変数と定積分の上限に同じ文字を

用いたのは、わかり易くするためです。

同時密度関数f(x,y)を 図示すると、3次 元のグ

ラフになり、概略、図5-7の ような形になります に の

図ではほぼ正規分布する場合を表示 しています)。

図5-6Xの 周辺分布
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x

z=f(x,Y)

1

図5-7同 時密度関数f(x,y)の 例

2.2次 元 確 率 変 数 の 独 立 性

確率変数とはいえませんが、変数としてXに 人間の血

糖値をとり、その人のコレステロールの値をYと すれば、

XとYに は何 らかの関係があ り、Xの 変化は、Yの 変化

に大きな影響を与えることが考えられます。 しか し、Y

がその人の身長だとす るとX値 とYの 値にはほとんど関

係がないことが予想 されます。このように、変数が一っ

増加 しただけで、変数間の関係まで考慮する必要が生ま

れます。XとYが 確率変数である場合においても同 じこ

とがいえます。 ここでは、まず、確率変数XとYと の間

にほとんど関係がない場合のについて考えましょう。確

率変数 とは限定しないデータ間の関係 とその取 り扱いに
ついては、回をあらためて 「データ間の相関関係 とデー

タ整理」(第8回 予定)の 中で説明 します。

いま、確率変数(X,Y)の 同時確率密度関数f(x,y)

が、xだ けの関数q(x)とyだ けの関数h(y)の 積で表

されるような場合、すなわち、

プ(x,ア)=9(x)・ 乃(ア) (5-12)

のとき、XとYは 独立であるとい うことに します。そこ

で、このときのq(x)とh(y)は どのような関数になる

のかを調べてみます。 ここでは離散的な場合を考え、ま

ず、

f(Xi,ア ノ)=9(Xi)・h(ア 、)(5-13)

とおけば、

Σf(X,,yノ)=9(Xi)・ Σh(.y、)

ノ ノ

は、式(5-2)よ り周辺分布であり、Σh(yi)は変数Xiに

関係な く一定の値を持つのでk、 とすれば、

f()Ci)=k,・9(Xi)

と な ります 。 。 同様 に、

(5-14)

f(ア ノ)一 Σf(x,,ア 、)=Σ9(JCi)・h(ア 、)=k、h(ア 、)
"

か ら、

9(ア ノ)=k,・h(Yノ)

と表 せ る の で 、式(5-4)か ら、

Σ!(Xi)-k,・ Σ9(Xi)-1
il

Σ9(ア ノ)■k、 ・Σh(yノ)-1
ノ ノ

とな り、上の2式 を辺々掛け合わせると、

k,・k,Σ Σq(Xi)・h(yノ)=1

iノ

一Σ Σ!(Xi)・9(ア ノ)

'ノ

が得 られ ま す 。
一方

、 式(5-4)と 式(5-13)よ り

Σ Σf(Xi,ア 、)-1ニ Σ Σq(Xi)h(ア ノ)
'ノiノ

で あ るか ら

kl・k2=1

が得 られ、これを、式(5-18)に 代入すると

Σ Σ9(Xi)・h(ア ノ)一Σ Σ!(Xi)・9(y」)
'ノ'ノ

と書け、辺々比較すれば、それぞれ、

9「(Xi)=〆(X,),h(ア ノ)=9(ン ノ)

(5-15)

(5-16)

(5-17)

(5-18)

(5-19)

となって、q(xi)とh(yj)は 周辺分布f(xi)とg(yj)に

他ならないことがわか ります。連続変数の場合でも同様

にq(x)とh(y)は 周辺分布f(x)とg(y)で あること

がわか ります。

言い換 えると、確率変数X,Yの 確率密度関数が、

周辺分布f(x)とg(y)の 積、

ノ(κ,ア)ニ ノ(x)・9(ア) (5-20)

となっているとき、XとYは 独立であるといいます。
一例 としてXとYが 独立な正規分布を取り上げてみま

しょう。この例では、XもYも 平均値=μ 。==μy=0で 、

分散=σ.=σy=1の 周辺分布にしたがっているもの

とします。このとき、確率密度関数は、

f(x,ア)=f(x)・9(ア)
ユ ユ

=右 詳 ・右 詳(5-21)

となります。この分布のイメージを知るために、Excelで

図示 してみます。

ここでは、大雑把ですが、xとyを0.5き ざみで式

(5-21)を 計算 して表をつくり(表の表示は省略 します)、

一122一



スポーッ整復療法学研究 第6巻 ・第3号2005年3月 教育講座

を耽元正虹分布の側

〒甲 岬 甲 丁
亨

図5-8式(5-18)の 概 形

=

caP転y〕

㎝

,{

壽

」

尋

、

㌔

型

ー

≦

毒

図5-9表 示する図の選択

前節 と同じような方法で3Dの グラフを描いてみたのが

図5-8硫 ただし、図の種類を選択す るダイアログで

は、図5-9の ように等高線を選んでいます。

確率変数が2変 数の場合は同時確率密度関数 を、この

ように3Dの グラフで見ることができますが、それでも

見えない部分が必ず生じ、密度関数の変化をすべて把握

することはできません。ま してや変数が3以 上に増加す

れば密度関数を図示することさえできません。 このこと

か ら、確率変数示2変 数以上の場合は、ほとんどそのま

まではグラフで分布の様子を見ること謂できないので、

周辺分布を用いて、各変数別に分布の性質を調べるのぶ
一般的です。

次に、式{5-20)が 成立しないとき、次のような条件付

確率で表される場合があります。 このときの確率密度関

数f(x,y)を 調ぺてみましょう。第2回 の式(2-3)(V⑰L4,

Nb3,p189)を 参照 し、連続密度関数の 式(5-2e〕 と同じ

表記法 を用いると、

ノ(x,ア)=!ω ゾ(Ylx}=9{ア)プ(エ1ア) (5-22)

と表せ ることがわか ります。 ここで、f(xly)は 条件付

密度関数を表 しています.

したがって、たとえば、Y=yで あると言 う条件のもと

でのX=xと なる条件付き密度関数は、式(5-22)よ り、

!(エ,ア)P(x=xIY=ア)=f(xly}={5-23)

9〈y)

で与えられることにな りますeこ こで、g(y)は 式(5-20)

か らわかるように、Yの 周辺分布 にな ります。このよう

な密度関数をもつ分布を条件付確率分布 といいます。

f(ylx)に ついても同様に定義できます。また、離散的

な場合も添え字に注意 して書けば、同じようにして求め

られます。

3.同 時確 率 変 数 の 期 待 値 と分 散

さて、期待値(平 均値)に ついては、離散的な場合に

は、第2回 の式(2-28)(Vo1.生Ne3,pl92)で 、また連続

的な場合には、同 じく(2-29)(VoL4,No3,p193)で 定義

してきま し起 このように、通常、平均値あるいは期待

値としては、着 目している一っの変数に対する期待値を

考えてきま した。同時確率分布の場 合も、各変数に対 し

て同様な期待値を考えるのが自然です。

確率変数が離散的な場合、Xに 対 して

E(■)=Σ Σx、'f(x,,y、)

ij

=Σx、 Σ ∫(x,,y
、)=Σx,・f(x、)

i∫ 」

同様に、Yに 対 して
周辺分布

{5-24)

Eの=Σ Σ アヂ∫(x,,アノ)
'∫

=Σ ア,・Σf(x,,ア 」)富Σ ア,・9ω(5　 25)

ず ∫'

として期待値を求めます。変数が連続的な場合は、

Eα)=!〔 £x・∫(切 鋤=身'dU ,〔ノ(切 の

=f
.x・f(x)dU

(5-26)

Eの 一L二 〃(x,ア 躍 ッ=』=y・の1二∫(切dU

一』ン9ω の (5-27)

となります。

ところで、平均値とい う意味 より、期待値とい う概念

で考えると、Xあ るいはYの 期待値に対 して、``そ の関

数の期待値'と い う概念に拡張することができそ うです。

これまで、E(・)と して"・"の 部分 を直接変数にし

てきましたが、"・"の 部分を確率変数の関数にしたも

のです。た とえば、離散的関数の揚合、関数h(Xi)と か

h(x、,yj)の期待値を、それぞれ、次のように定義 します6
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E(h(x))一 Σh(x、)・ ノ(x,)

E(h(X,Y))=Σ Σh(ち アノ)'f(X,,y、)

'ノ

ただ し、

(5-28)

(5-29)

f(Xi)=P(x=κi),f(xi,yノ)=P(x=Xi,y=yj)

同 様 に連 続 関数 の 場 合、 関 数h(x)と かh(x,y)の 期

待 慎 は 、

E(h(x))-Ch(x)f(x)dU

E(h(x,η)一 £ 乃(切!(x,y)dUdy

(5-30)

(5-31)

と書きます。

このようにすると、1変 数Xの 分散は、すでに第2回

の式(2-32)で 暗黙の うちに使用 してはお りましたが、関

数h(x)を 確率変数Xの 関数h(x)=(x-E(X))2と して、期

待値

v(x)=E(h(x))=E((x-E(x)2)

を求めていたことがわかります。

さて、2変 数XとYに 対する分散はどのようにもとめ

るかを次に考えましょう。2変 数であっても分布の散 ら

ばりを表すのが分散であることに変わ りはありません。

そこで、さっそく関数の期待値 という一般式を用いて、

h(x,y)の 分散を次のように定義 してみます。

v(h(x,r))=E{[h(x,r)一 一E(h(x,r))12}

とくに、われわれが注 目するのは、

(5-32)

v(x)-E((x-E(x))')=Σ Σ(x、-E(x))2・!(Xi,J2、)

'ノ

ー Σ(xi-E(X))2・f(x,)(5-33)

i

v(y)-E((y=E(r))2)=Σ Σ(ア 、-E(Y))2・f(x、,Y、)

謬 ノ

=Σ(y、-E(r))2・9(ア
、)(5-34)

ノ

であり、連続確率変数の場合は、

v(x)-ll
。ll-(x-E(x))2・!(x,ア)鋤

=£(x-E(x))2・f(肋

vの 一砿(ア ーEの)2ゾ(x,ア)鋤

=且(ア ーE(Y))2・9(ア)の

(5-35)

(5-36)

とな ります。いずれの場合 も分散は周辺分布によって得

られることがわか ります。

ところで、h(x,y)=(x-E(X))・(y-E(Y))の ときの

E(h(X,Y))は 存在するので しょうか?存 在す るるので

あれば、これは何を意味するもので しょうか?こ のこ

とを少 し具体的に考えて見ま しょう。

x-E(X))はxの 平均値E(X)か らのずれを、y-E(Y)

はyの 平均値E(Y)か らのずれを、それぞれ表 してお り、

+(プ ラス)に なった り一(マ イナス)に なった りします。

分散はそれぞれを2乗 しているので各項はすべて正で、

その和は平均値からのずれの大きさをそのまま表 してい

ます。
一方

、(x-E(X))・(y-E(Y))は 、それぞれのずれが、

x-E(X)>Oandy-E(Y)>O

x-E(X)〈Oandy-E(Y)〈0

のとき、正で

x-E(X)>Oandy-E(Y)〈O

x-E(X)<Oandy-E(Y)>0

のときは負になるので、(x-E(X))・(y-E(Y))の 各項

は正になった り負になった りします。

言い換えると、ずれx-E(X)が 正(あ るいは負)で

大きくなる(あ るいは小 さくなる)に つれて、ずれ

y-E(Y)も 同じように正(あ るいは負)で 大きく(あ る

いは小 さく)な るときは、E[(x-E(X))・(y-E(Y))]

がおおきな値 をとりますが、そ うでないときは、各項、

(x-E(X))・(y-E(Y))は 正になった り負になった り

して、期待値E[(x-E(X))・(y-E(Y))]は,各 項が相

殺 されて小 さな値(極 端な場合は0)に な ります。

これは、確率変数XとYの 散らば り方に、 どの程度相

互に関連があるのかを示 していることにな ります。

そこで、これを次のように定義 し、

C・・(X,r)==E{(X-E(X))・(r-E(Y))}(5-37)

共分散 と呼びます。

式(5-37)は 、連続な確率密度関数の場合、

c・v(x,y)=鉱(・-E(x))・(ン ーEα))∫(切 鋤

一二
、〔xツ ・∫(x,ア)dUdy-E(x)二 £〃(切 勅

一E(Y)ff
.xプ(切 鋤

+E(x)E(y)二 二/(切 鋤 (5-38)
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一E(x・ η 一E(x)ニ ッ ・9(ア)の 一E(ηll
.x・f(x)dU

となるので、

+E(x)E(y)

Cov(X,】 つ=E(X・ 】つ 一E(X)E(1つ (5-39)

とい う関係が得 られます。 当然のことながら、離散的な

確率密度関数の場合も同様に して、式(5-39)が 得られ

ます。上式でE(X・Y)は 、あま り意味のない期待値です

が式(5-38)の 第1項 の計算値です。

また、確率変数XとYが 独立である場合は、式(5-39)

の第1項 が、

E(x・Y)一 雌 κ・〃(切 鋤

一鉱xツ ・!()c)・9(ア)鋤

一c・ ・∫(x)砿 ア・9(ン)φ・

=E(x)E(y)

であることから、

Cov(X,y)=0 (5-40)

となります。

またまた数式のオンパレー ドになって しまいましたの

で、以下では、簡単な問題を解 くことにより、理解を深

めていただきたいと思います。

問題

二人の人Aお よびB君 が共同で企画 して得たお金50

万円を分配するのにあたって、ただ半分つつわけるので

はなく、金額 を記入 したカー ドを箱の中か ら1回 だけ取

り出 して、その金額 をもらうことにしま した。残る金額

は、実際に作業をして くれたボランティア団体に寄付す

ることにな りま した。カー ドは10万 円が2枚 、5万 円

が3枚 、3万 円が5枚 の合計10枚 を用意 しま した。箱

の中に手を突っ込み、手探 りでカー ドを抜 き取るものと

します。 じゃんけんをした結果、A君 が最初にカー ドを

取 り出す ことにな りました。A君 の受け取るの金額をX、

(A君 は抜き取ったカー ドを戻 さないものとする)B君

の受け取る金額をYと したとき、

(1)(X,Y)の 同時確率分布 とXお よびYの 周辺分

布を分布表 として求めなさい。

(2)A君 の受け取る金額の期待値E(X)とB君 の受

け取る金額の期待値E(Y)を 求めなさい。

(3)X+Yの 分布を求めなさい。

(4)E(X+Y)を 求めなさい。

(5)XとYの 独立性を吟味 しなさい。

この問題の解答は次のようにな ります。

(1)

表5-3同 時確率分布 と周辺分布

＼ 3 5 10 計Y

3 2/9 1/6 1/9 1/2

5 1/6 1/15 1/15 3/10

10 1/9 1/15 1/45 1/5

計X 1/2 3/10 1/5 1

表 の 中 の 確 率 の計 算 は 、 た とえ ば 、pO←3,Y=5)で は 、

最 初(A君)3万 円 の カ ー ドは10枚 中5枚 、次(B君)

は 、 一 枚 減 っ て い る の で 全 部 で9枚 中、5万 円 の カー ド

は3枚(5万 円 の カ ー ドは 減 っ て い な い)あ る の で 、

53151
P(X=3,Y=5)=一 ・一=一=-109906

と求 め られ ます 。

周 辺 分布 は 、式(5-2)よ り、た とえ ばp(X=5)=f(5)は 、

P(x=5)-f(5)一 Σf(5,yノ)

=1+⊥+上 二5+2+2-2-■
61515303010

が得 られます。以下同様です。

(2)式(5-24)お よび式(5-25)を 参照 し、の最後の

項の周辺分布 を用いた表現を利用すれば、

・E](x)一 Σx,・f(Xi)

'

13115+15+2050
=3・ 一+5・ 一+10・ 一==一=5

21051010

同 様 に

E(Y)=5

が得 られます。すなわち、両者とも期待値は同じく5万

円とな ります。

(3)Z=X+Yに は、次のような組み合わせがあるこ

とに、注意す る必要があ ります。

①Z=6万 円 一>3+3

②Z=・8万 円>3+5,5+3

③Z=10万 円>5+5

④Z=13万 円>3+10,10+3

⑤Z=15万 円>5+10,10+5

⑥Z=20万 円 一>10十10

以上6種 のケースに対 して、表5-3を 参照 しながら、
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各確率を求めて分布表を作 ります。

たとえば、②のケー一スでは、

1亘l
P{x=3・Y=5>+P(x=5・Y=3)=5+言=9

のように求めて、分布表にすると、表5-4の ようにな り

ます.

表5-4X十Yの 分布

ヱ=x+Y 6 8 10

i

13 工5 20

Pα+Y) 2/9 1/3 1/15 2/9 2〆15 1〆45

(4)(3)の 結果を利用 して求めると、E(X+Dは 次

のように10万 円とな ります。

211221
E(X+i'r)≡6ず 茸'i+1。'i言+13'す+15'r2。'r1。

(5)た と え ば、p(X=3,Y;5)=1/6で 、p(X=3)・p(Vr5)

={1〆2)・{3/10)=3f2⑪ とな り、 両 者 が 異 な る こ と か ら

XとYは 独 立 で ない こ とカSわか りま す。

4.2変 数 か ら多 変 数 へ の 拡 張

さて、いよいよ確率変数が、X,Yの ように2変 数で

なく、xi,X2,…xnの ようにn個 の変数、す

なわち、n変 数の場合を考えることに しましょう。

勿論この場合の分布は表 としても、図としても描くこ

とはできません。 しか しながら、基本的には変数恭増え

るだけで、その取り扱い方は2変 数の場合 と全 く同 じよ

うに考えればよいといえます。すなわち、主として各変

数の性質は周辺分布 を用いて検討す ることにな ります。

なお、ここでは添え字が多くなるので、異なる変数に

対 して上付き添え字 を使用 しますのでご注意下さい。

まず、任意のX㌦ に対する周辺分布は、離散値の場合、

/{壊)ヲcr㌔ 協)=Σ Σ ・Σ ノ(xl、・・鳳)(5-4・)

Σ Σ'一 Σf(x;、

連続変数の場合

≠盈

… 鑑)一 Σf(エ わ=1(5-e)

tt

∫碕=∫ 卜 ∫ノ(x',x2-・xn)dUldU'…dun(蜘
≠此

∫ ・'ff(x',f・ ・'fmeur・ ・xb`12一ひ ノ)cttS=1

{5-44)

の ように表わされます.

任意のxkに 対する期待値は、それぞれ、

E{xり 一Σ … Σxf,f(xll,xち …xa)

=Σ 窟 嫉)
'丘

(5-45)

E(め=£ 一・9・'f(x',x2…x")・txidu2…dU"

一レ ∫の ガ (5-46)

となります。

分散や共分散についても、以下のように拡張されます。

任意の梵に対する分散は、その期待値E偽 をμkと書く

ことにすると、

v(xり 一Σ …Σ(蹟 一め ケ(エ1、,場…ヱ信)

一Σ(城 一μリケ(壕)

'尭あ るい は
(547)

v(め 二1=… 二(xt'一 め'f(x㌧ ノ …x")・ix]ctt2… 血 昂

=z(xk一 め ケ(xk)dUk

共分散は

c・Ψα ㌔め;礁L〆Xx'一 め)

(5-tl,8)

一 且 …r
.(x'-gekXxi-"')f(・'…x")dUL…dU"(s,49)

と表されます。

5.お わ りに

多変数の確率分布を扱 う場合、ベクトルやマ トリクス

を用いると表現が簡潔でわかり易いのですが、ベクトル

やマ トリクスになれていないと、逆に理解を困難にさせ

る可能性がありますので、ここでは使用しませんでした。

推測統計の話にはいる前に、どうしても知っておかな

ければならないこととしては、まだ、標本分布の性質や

変数間の相関関係 と少 し厄介です坦x2(カ イ2乗)分

布、t分 布およびF分 布などが残っています。これらに

ついては次回以降で説明しますので、推定 ・検定を含む

推測統計の話はもう少しお待ちいただきたいと思います。

誤りの訂正

①V。14,No3,p193=左 上 か ら3行 目の式 番号{2-29}の

取 り消 し(7行 目のE{詫)=の 式猟2-29)で 存 在す る)

②Vol5,No3,p158=左 上か ら10行 目(図 を除 く)

書き換 える一}書 き換 え られ る

③V。15,No3,p162=μkの 最後 の式 で・前 の括弧1っ 抹消
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オ ー ス トラ リア ・海 外 研 修 報 告

渡 辺 英 一(FootHealthLaboratory)

キーワード ・Podiatryク リ ニ ッ ク 海 外 研 修 ・足 病 医 学 ・Biomechanics・ 足 底 板 療 法

【は じめに】

著者は、 これ までスポー ツ活動 にお ける足に関連

す ると考 えられ る多 くの患者 に接 し、施行錯誤 しな

が ら治 療 を行 っ て き た 。 しか し国 内 に お い て

Podiatry(足 病 医学)の 情報 は非常 に少 なく技術 を

知 る に も 限 界 が あ っ た。 これ は 日本 に お い て

Podiatry(足 病 医学)と い う職種がないため、正確

な情報や技術 な どの臨床研修 を行 うことが出来ない

か らである。

Podiatryと 柔 道整復 師の治療 形態 はや や異 なる

が、Biomechanics(生 体力学)や 足底板 の技術(治 療

法)は 大 きな意味が ある。それは柔道整復 師が行 って

い る体 の歪 み に起 因 す る痛 み の診 断 法 と して 、

Biomechanics理 論や 足底板 の技術 が臨床 で役 に立

ってい るか らであ る。

よ り良い治療を行 うには、臨床現場 の経験 が必要

で あ り正確 な情報や技術 を習得す るこ とが要求 され

る。

今回、幸運 に も日本 スポーツ整復療法学会 の 「海

外研 修制度 」の第1号 として海外派遣研修生 の栄誉

を与 えられた。研修先 は、南 オー ス トラ リア州のア

デ レー ド市にあるAndrewVanEssen氏 の ク リニ

ックであった。

ご存 じの とうりEssen氏 は、これ まで10年 以上 も

JATAC主 催 の国内フ ッ トワー クシ ョップや南オース

トラ リア大学 での研修 でお世話 にな ってい る前オー

ス トラ リアPodiatry協 会の会長 で もある。氏の ク リ

ニ ックを中心 として約三カ月間 にわた り足病医学の

臨床研修 をす るこ とが出来た。 当地は、著者 が2000

年 のJATAC主 催 の南オー ス トラ リア大学で開催 され

たBiomechanicsWorkshopPart皿 に参加 した地で も

あった。

そ こで研修体験 を通 し足病医学のバイオメカニク
ス的評価 と診断法の必要性 につ いて報告す る。

【バイオメカニクス的診断法】
今回の一連の研修から、著者にとって有益であっ

たことは、バイオメカニクス的評価 と診断法、そ し
て治療 としての足底板療法である。Podiatry(足 病

医学)は 、バイオメカニクス的評価 ・診断を科学的
に行 う事で医学 として成 り立っている。
バイオメカニクス的評価方法は、足 と脚に対する

測定検査で足の異常から起る代償作用を検討するこ

とで、全身的な状態を把握 し痛みや損傷部位 に対 し
て簡単に評価診断ができ部位別の評価診断も行える。

オース トラリアで行われている方法の一例 として次
のような手順で行われていた。

スポーツ活動により下腿内側の痛みがある場合、

下腿の圧痛部位の把握や股関節、膝関節および足関

節 の可動域 を調べ る。その後、下腿 軸 と踵軸 の検討

のために歩行分析 を行 う。Podiatryの 場合 、痛みや

損傷 の原因 を究 明す る事に重点 を置 くために、バイ

オ メカニ クス的測定 ・評価 を行 い診断する。診断 に

よ り下肢の異常 な状態を足底板 に よって正常な状態

に回復 させ る方法が行 われ、その結果 、下腿 内側部

の痛みが軽減 し治癒に至 るであ る。 足底板 を処方す

るこ とで ほとん どの患者 の状 態は改善 され た。柔道

整復師 と違い患部 の治療 はほ とん どなされない。

来院 され た多 くの患者 さんが これ らの方法 で症状

が改善 された ことか ら、バイ オメカニクス的評価 ・

診断、足底板 療法がいかに効果的 であ り優れ てい る

か伺 えた。

柔道整復 師の中には、今 まで に行 われたJATAC主

催 のFootWorkshopPart1(国 内)お よびpart2(豪

州)に 参加 しPodiatry技 術 を習得 し、臨床 に取 り入

れ ている者 もい る。それ以来、バイオ メカニ クス的

測 定や評価 法が、徐 々にではあるが柔道整復師の治

療 に取 り入れ られつつ ある。

【柔道整復師 のPodiatry関 心度 】

柔道整復 師が どの程度Podiatryに 関心があ るか

興 味深 い ところで ある。 この こ とについては、入 沢

ら1),に よる 「柔道整復師 と足病治療(Podiatry)

に関す る研究」(第1報)が あ る。足底板療法への関

心 につい ては、83.0%の 者 が、「ある」と答 えてい る。

そ の 理 由 の 上 位 は 、 「治 療 の 技 術 と して 必 要

(78.5%)」 や 「足部 のバイオ メカニ クスに関心 があ

る(54.7%)」 が高率であった ことに注 目したい。

これ らのこ とか ら、多 くの柔道整復師 がPodiatry

につ いて 関心 があ り、その技術 の必要性 につ いての

認識 が伺 える。 これは、 ジャパ ン ・アス レチ ック ・

トレーナーズ協会(JATAC)や 日本スポーツ整復療法

学会(JSSPOT)が 中心 とな り10年 来、Podiatryの

技術 に関す るWorkshopや 講演 を積極 的に行 ってき

た ことが大 きく貢献 している。、また、学会(JSSPOT)

にお けるスポーツPodiatry専 門分科会 の活動 もそ

の普及に大 きく役 だっている。

【Podiatry診 断 ・治療法 の普及 】

今後 これ らの活動 を どの ように広 く展 開 してい く

か、また柔道整復 師の診断学の一つ として位置づ け

てい くかが問題 である。

そ こで、現在JATACやJSSPOTが 積極 的に行 ってい

るWorkshopを 全国的 に広げ、講i習会 を開催す ること

が望まれ る。

このためには講師 陣な どの問題 もあるが、 この点

につ い ては 、 これ ま でWorkshopに 参加 した者 を

JSSPOTの 専 門分科 会が行 う認 定講 習会 によって一
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定 の教育墓準 によ り指 導者 を育成 し、底辺の拡大 を

図 ることも可能 である。

柔道整復師が新 しい認識 で積極 的に新 しい学問 を

研究 し、 日本 にない医療領域 を柔道整復学の一分野

と して確立す ることも可能 である と考 え られ る。 ま

た、大学で柔道 整復学 の一部 と してポダイア トリー

のバイオ メカニ クス的評価 ・診 断に関す る研 究 を行

うことである。

ポ ダイア トリーの中心的 な治療 法 として、足底 板

療法が行われ広 く支持 されてい る。骨格の土台であ

る足を機能 的に良好 な状態 に回復 させ、代償作用 の

異常を減少 させ る。 これか らの 柔道整復師の治療 法

と して損傷の回復や ス、ポー ツの ケガの予防な どに有

効な治療 法 と言 える.

足底板療法は 、バイオ メカニ クス的評価 か ら行 わ

れ る ものであ り、その測定法 をマ スター しなけれ ば

な らない。足底板 には、い くつかの方法や種 類溺あ

りどの方法が よいか.各 人の判断 によるところ と患

者 の状態 にもよる。 これ らの報 告 として、高橋 ら2)

らの 「柔道整復師 と足底 板P。diatryに 関す る研究 」、

や渋谷3)に よる 「ポダイア トリーにおける評価 と足

底板製作の工程」な どで紹介 され ている、

【おわりに】

著者は、新たな柔道整復師的治療法 として、バイ
オメカニクス的評価 ・診断並びに足底板処置による

下肢の異常の回復に加えて物理療法、手技療法で局

部損傷の部位を手当することを提案 したい.つ ま り

柔道整復師の従来的処置の有効性 とポダイア トリー

技術の方法を併用することである.

施術所を閉じ、意を決 して行動 した53歳 の海外研
修は、著者に多くの貴重な体験 と知識を与えてくれ

た。ご指導下 さったAndrewVanEssen氏 には、言

葉では言い表せないほどの感謝の気持ちで一杯であ

ります。

最後に、この研修の機会を与えてくれた本学会の

会員の皆様に心より感謝を申L上 げます。今後 この

貴重な経験を糧に尚一層精進することをお誓い しご

報告と致 します。
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第6回 日本スポーツ整復療法学会大会印象記

理事 草場義昭

1.は じめに

本学会(全 国)大 会はこれまでは東京もしくは関

西で行われてきましたが、初めて場所を変えること

にな り、一気に津軽海峡を越えて北海道で第6回 大

会が開催 されることになりました。今回は北海道 と

い う地域性を考慮に入れて例年より早い9月 の後半

に設定されました。また、交通の便を考えると北海

道 とい う地域での学会大会だけにどれだけの会員が

参加 されるのか心配する向きもありま したが、予想

に反 して東京、関西での学会 と遜色ない程、会場と

なった北海道 自動車短期大学の視聴覚教室には熱気

が溢れ、広い会場もぎっしり埋ま り喜ばしい限 りで

した。

開催に当たっては、北海道自動車短期大学の村山
正学長はじめ同大学の多くの方々のご好意により大

学の諸施設を使わせていただいただけでなく、種々
の便宜をはかって戴き厚くお礼を申し上げる次第で

す。また、片岡繁雄会長のお膝元でもある北海道支

部で学会が行われるとい うこともあ り、五十嵐敏幸

大会実行委員長はじめ実行委員会の皆 さんが大会を

成功 させようと団結されている様子が会場内に溢れ

ていました。心か ら北海道支部の皆様にご苦労かけ

たことに敬意を表 したいと思います。

今大会は北海道ハイテクノロジー専門学校、札幌

青葉鍼灸専門学校柔道整復学科の学生会員が相当数

参加されていて、会員と合わせ ると250名 を越える

参加 となり、広い視聴覚教室での会場 も座席を探す

のが大変な状況になっていました。

大会は前 日の役員会、理事会を皮切 りに、大会実

行委員会、評議委員会、懇親会及び総会 と盛 りたく

さんのスケジュールが組まれてお りました。講演は

特別講演2件 、シンポジューム1件 、活動報告1件

で、一般研究は37件 でした。講演内容を分類 して挙

げると以下のようにな ります。

生 理 機 能 関 連 ・ ・ ・ …

コ ン デ ィ シ ョニ ン グ …

健 康 ・ラ イ フ ス タ イ ル ・ ・

物 理 療 法 ・ ・ ・ ・ ・ …

ス ポ ー ツ 大 会 救 護 ・ …

整 復 治 療 ・ ・ ・ ・ ・ …

イ ン フ ォ ー ム ドコ ン セ ン ト

介 護 関 連 ・ ・ ・ ・ ・ …

'● ●'● ● ● ・13件

・ ・ ・ ・ ・ …1件

・ ・ ・ ・ …e7件

・ … 。 ・ 。 ・3件

・ 。 ・ ・ ・ …1件

。 ・ ・ 。 ・ ・ 。 ・5件

・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

…7件

・ ・ ・ ・ ・ …1件

なお、医療機器展示 コー ナー は同 じ3階 の フロア
ーに設 けられ てお りま したが、学会会場 と少 し離れ

ていたのがやや残念に思われました。

2.第1日 目のプログラム

午前の第1～ 第2セ ッションでは、仰臥位での顔

面冷却法が循環に及ぼす影響についての報告や仰臥

安楽姿勢についての研究など、加速度脈波を用いた

循環に関する研究が8題 ありました。

午後の第3～ 第6セ ッションでは、ライフスタイル、

生活習慣に関する研究が3題 。パークゴルフを事例

としてのスポーツ活動と生きがいに関する研究が3

題。および中周波治療器による全身を14ブ ロック、

4分 類に分けて通電 し評価する研究が3題 ありま し

た。 さらにスポーツ大会医務係での柔道整復師の専

門外を含めた判断基準について、擁骨骨幹部骨折の

医接連携による治験例、コー レス骨折の骨折パター

ンと整復法の検討について、ハンギングキャス トの

位置による前腕の荷重の変化か ら身体各部にかかる

影響への検討など、外傷に関する研究報告が4題 あ

りました。

1)特 別講演1

第1日 目の特別講演は 「柔道整復師の療養費問題

について 一その問題点 と改善策について一」と題 し

たJB日 本接骨師会の顧問弁護士である本多清二先

生による講演でした。その内容は、この制度が極め

て特異なシステムであるという現況を把握 して、生

活様式の推移 と共にケガの形態も変化 しているにも

拘 らず、保険者 と施術者間の話 し合いがなく、協定

で決められている治療内容の変化が見 られないなど

の疑問点について述べ、この様な歪み現象を正すた

めに、改革のパワーの必要性 と改革の科学的説得力

を構築すべきであることなどを指摘されま した。柔

道整復師に対する社会的支持の獲得は当学会に とっ

ても重要な問題の一つであるだけでな く、柔整の専

門分野の確立という観点からも重要なテーマの講演

と思われます。

2)専 門分科会シンポジューム:ス ポーツエルボー

分科会

シンポジス トは菊池晃(柔 道整復師 寺岡接骨院

きくち)、福田浩史(理 学療法士 旭川医科大学医学

部付属病院)、 諏訪文紀(柔 道整復師 大空整骨院)

です。「スポーツ肘の診断と治療」と題 したシンポジ

ュームでは、まず、司会の大木康生(お おき内科ク

リニック)先 生が3名 のシンポジス トのプロフィー

ルか らスポーツ活動とのかかわ りなどとともに3名

の方々が施術者であると同時にそのスポーツの良き

理解者であることなどを説明して紹介 されました。

シンポジス トの菊池晃先生は特にテニス肘について
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講演され、今までの自分の治療についての反省から

始ま り、謙虚で柔らかな話 し方の中にも、現地でタ

イ式マッサージを習得 されそれをスポーツ障害の治

療に取 り入れるとい う貴重なお話 しが力強 く聞 く者

の心に響 きました。福田浩史先生の野球肘の離断性

骨軟骨炎の取 り組みでは、投球動作である動画 と投

球フォームである静止画の違い、すなわち、運動連

鎖の問題について説明するとともに、ビデオを使い

投球動作を把握 し投球の修正方法について指導説明

し、投球動作の改善に役立てているとい う貴重なお

話 しをされました。諏訪文紀先生は柔道整復師17

名、スポーツ ドクター2名 、内科医のア ドバイザー

1名 でスポーツコンディシ ョニング研修会を設立し、

教育委員会の後援を得て、高校運動部の監督コーチ

とともに運動部員に対 して支援チームを組織して、

スポーツ活動に貢献 した模様にっいて説明されまし

た。今回のスポーツ肘にっいてのシンポジュームは、

同じテーマについて深 く掘 り下げた、大変実践的な

内容であり興味深いもので した。

3)懇 親会

北海道 自動車短期大学の レス トランで開催 された

懇親会は、おおぜいの参加者でにぎわいました。懇

親会は、まず、本学会の片岡繁雄会長の挨拶に始ま

り、村山正 自動車短期大学学長の挨拶 と続き、私た

ち会員一同、美味しい北海道のビールを飲みなが ら

和やかに挨拶に聞き入ることができました。また、

翌 日特別講演を予定 しているDr.Harry.Husting

の紹介 と氏の挨拶がすむと、会場の談笑は更に活発

にな り、各発表で充分検討できなかった質疑応答や

ら、業界や学会の将来について議論が盛 り上がり、

時間がたつのも忘れるほどでした。

3.第2日 目のプログラム

1)一 一般研究発表

午前中の第1～ 第2セ ッションでは、まず、女子

大学生ラクロス部での筋 ・関節コンディシ ョンの評

価に関する研究についての発表がありました。これ

は大学生のライフスタイルや 日常生活の違いが血液

循環に及ぼす影響の検討や上肢への筋群に対する複

合ス トレッチングが加速度脈波に及ぼす影響 と鍼刺

激後の低強度運動が加速度脈波に及ぼす影響に関す

る研究報告などがなされました。 さらに、スポーツ

界や医療の現場に取 り入れ られるようになったキネ

シオテーピングの効果についても末梢循環からみた

興味深い研究報告がなされました。

午後からの第3～ 第5セ ッシ ョンでは、患者がど
のような基準で医療機関を選定しているのかという

インフォー ドコンセン トに関す る研究5題 が報告さ

れま した。内訳は、柔道整復師のコミュニケーショ

ン能力に関する研究2題 。介護保険制度の中での接

骨院における通所介護のあ り方にっいてが1題 で、

あとの2題 はスポーツ外傷に関するもので、バスケ

ッ トボール にお ける障害 の リハ ビ リテー シ ョンに関

す る研究 と、 も う一つ は下肢部の外傷の固定テー ピ

ングや再発予防 に関す る研究発表で した。

2)特 別講演2

第2日 目の特別講演 は ロイ ヤル アデ レー ド病院 の

精神科 医であるDr.Harry.Husting氏 を講師 とし

てお迎 え し、 「CommunicationAbility&Informed

Concent」 と題 した講i演が行 われ ま した。通訳 は、

肥敬一郎(大 阪体育大学)先 生 が担 当 されま した。

まず 、オース トラリアにおけ るイ ンフォー ム ドコン

セ ン トが法律 で決め られ ていて患者 に説 明を充分 に

せ ずに治療 を行 った場合 、裁判 で負 ける とい う仕組

みが出来上がってい ると説 明があ りま した。 この こ

とは、基本 的にわが国 と異な るものであ り、患者 の

権利 を大切 にす る考 えが根付 いてい るお国柄 が伺 え

ま した。30年 前 までは 日本 と同 じよ うに医師に絶対

の力が あったが、現在では裁 判所 が権 限を持 つ よ う

に変わ ったそ うです。イ ンフォーム ドコンセ ン トで

は①診断結果について、② どうい う治療 を行 うのか、

③治療結果 は どうな るのか、④治療の危険性 は ど う

な るのか、⑤それは新 しい試みなのか、⑥誰が行 う

のか、⑦他の治療で は どん な選択肢が あるのかな ど

を知 らせ る義務 があ り、 さらに、⑧長期的な経過や

費用 について もあ らか じめ知 らせ る必要が ある と指

摘 され てい ま した。 ドクター と患者 のコ ミュニケー

シ ョンでは患者 が理解 できる ように図 とかイ ラス ト、

お よびパ ンフ レッ トな どを利用 しわか りやす く会話

や説 明をす る必 要があ り、 自分 自身 での固定概念 を

持 って患者 に接 しないこ とや 、患者 の態度 か らの情

報 を大切 に しない といけないな ど指摘 があ りま した。

患者 は医師か らのア ドバイス を聞 くだけでな く、そ

れ を拒 否す ることもでき る立場である とも容認 され

てい ることも付 け加 え られま した。 特に、柔道整復

師の場合、患者 か らの答 えを制限すべ きでない点や 、

患者に対 しこれ を しな ければい けない と決め付 けな

い ことも重要で ある と指摘が あ りま した。 患者 と身

近な立場で接す る柔道整復師 と しては親切 ・丁寧 な

対応 は当然 のこ と、納得 のい く説明 を行 うイ ンフォ
ー ドコンセ ン トはま さに得意分野 にす る必要が ある

と感 じた次第 です。

4.む すび

今年は例年になく台風の上陸が多く、ニュースで

全国の被害状況が何度 となく映し出されました。学

会開催地の札幌も台風18号 被害の爪あとがいたる

ところに残 り、倒れてしまっている街路樹が散見さ

れました。 しかし会場となった北海道 自動車短期大

学のキャンパスは整然として大変美しく、遠路から

訪れた会員を和ませてくれま した。また、会場には

陣取っている学生会員の数が多かっただけでなく質

疑応答への参加 も目立って、これまでにない活気が

感 じられ ことも特徴的で した。たとえば、インフォ
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一ム ドコンセン トに関す る研究発表に対して、``イン

フォーム ドコンセン トを行 う場所が個室かどうかの

環境の問題も重要な要素ではないか"と い うような

鋭い質問が出るなど熱心さが際立っていたことも印

象に残 りました。これか らの当学会においても次代

を担 う若い会員が増えていくことが一一つの課題であ

り切望 したいものです。 また、生理機能関連や ライ

フスタイル関連の研究が多いのは喜ばしいことです

が、臨床関連の研究がさらに増えることを切に望み

たいものです。今回は北海道支部会員の皆さんが大

会運営だけでな く研究発表の数も多く、大会の成功

に大きく貢献されたことに心からお礼 を申し上げた

いと思います。

本学会の研究活動が、スポーツ整復療法学という

新 しい学問領域確立のため年を重ねるごとに前進 し
つつあることを実感 しているのは小生だけではない

ことをしるし、この学会が人類の健康生活に貢献で

きることを切に願いつつ.第6回 学会印象記を終わ

りたいと思います。

.、 ▽㌶'一 、 一
・一～ 伽 「㌧一、 煽 一

塾暴 蒸.
畝脅蓄

「

'

蝿

、 腰 皇

垂耳

噛 、、

,

特別講演2
左:司 会 の増原光膏氏{大 阪体 育大学)に よる講師紹介

特 別 講 演2.

左=講 師のHarryHustig民

右:通 訳 の土肥敬 一・朗氏(大 阪体 育大学}

会場風景

ロ

孟
孝

罫

特別講演1.本 田清二氏
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@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@

平成16年 度 支部だより

@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@

《北海道支部 》

北海道支部 本学会設立と同時に発足した北海道支

部は,当 初20数 名であった会員数が現在では53名(含

む学生会員)と 倍増し,柔 整師 ・理学療法士 ・学生 ・医

者 ・大学教官などを含む大所帯となりました また,こ

れまでの大会における北海道支部の発表率が平均20%

以上であったのに加え,今 年度の第5回 大会では実に

34%と,全 体の約3割 を占めるまでになりました。

このような活動の背景には,例 年行われております支

部会の実績があります。

平成15年 度には,本 支部会会長でありまた北海道教

育大学教授である片岡繁雄先生の 「柔道整復療法におけ

る症例研究にっいて」の学術講演が行われ,引 き続き,

翌日には東京からご多忙の中お越 しいただいた本学会の

会員入澤正氏 ・横澤隆男氏 ・高橋勉氏を講師としてお迎

えし,「足底板(Podiatry)の 理論と実際について」と題

した講義および実技が行われ,全 道各地から義集した30

名を越える会員は一様に熱心に聞き入っておりました。

、謙,、

羅鐵 蕪

一}糊
キ 　 ヰ

琴 壁 ・

悼ボ

鷹無

また,同 目,全 国組織である社会心理学分科会も同時

に開催され,評 議員でもある北見工業大学教授の鈴木一

央氏より,「スポーツ整復療法の社会心理的研究課題」に

ついてと題したスポーツ整復療法に関する研究の現状に

っいての報告および問題提議溺行われました。

さて,本 年,平 成16年9月 には札幌を会場として全

国学会が開催される予定です。

北海道支部会ではこの第6回 大会を成功裏に導くため,

支部会員の全面的な理解と協力のもと,既 に2回 の組織

委員会を終了し,大 会開催に向けた実行委員会の発足と

合計3回 の会議を開催し,本 大会にご参加いただく会員

の皆様にご満足していただけるような大会づくりをめざ

しております。

北海道の秋は気候もよく過ごしやすく,ま たおいしい

ものがたくさんある札幌での大会開催ですので,ど うぞ

皆様お誘いの上,よ り多くの会員の方々にご参加いただ

けますよう,心 よりお待ち申し上げてお ります。

(文責=事 務局長 三浦 裕)

《東北支部 》

去る、平成16年2月15日(日}、 第45回 学術研修

会が、JATACと …羅 で、仙台大学KMCH会 議室を会場

に開催 された。今回の主 目的は、①JATAC会 員の資格認

定更新講 習 と、②午後の部の 「第2回 養護教諭のための

テー ピング研究会(仙 台大学 リハ ビリ研究室主催)で あ

った。前 日から当 日の降積雪のため、数名が欠席 したが、

計27名 の参加を得て、内容の濃い研修が行われた。
・ 参加 県別内訳:青 森1 、岩手3、 福島3,新 潟1,

山形L宮 城17、 栃木1

プログラム

講演1環 境条件 とウォー ミングアップ ・… 高橋

弘彦、仙台大学体育学部助教授(環 境保健科学)特 に温

度湿度と競技前のウォー ミングアップのタイミングの重

要 さを、実際のスポーツプレイヤーへの実験 ・測定に基

づき説明 された。

講義2発 育期のスポーツ医学 … 橋本実 仙台大

学体育学部助教授(現 教授)(ス ポーツ医学)

子供の骨格発育期の外傷 ・障害 と、その個入差に合っ

た個別的指導の必要性をわか りやす く説明 された。

研究討議 スポーツテー ピング ・… 様右な足部足

関節の問題に対処する。・… 学会東北支部長(16年

3月 迄)兼JATAC・9㏄ 委員 佐藤 捷(仙 台大学)

スポーツテーピングの理論と実際につき、資料をもとに

まとめ、かつ足部足関節への技法を実際に検討 した。医

療的テー ピングと、スポーツ現揚的テー ピングの違 いに

ついて、主に理解 して頂けたと思っている。柔道整復師

の方々が養護教諭に指導補助 されるなど、両者の接点を

もつ良レ寸幾会 ともなった。
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思いがけなくJATAC本 部より片岡幸雄理事長も

出席され、最後まで見守って下さったことを感謝 ナる次

第である。

なお、佐藤は、16年3月 末にて任期満了により学会

理事を退任したので、今後の学会支部の活動は、新理事 ・

新支部長に期待したい。

(文責:前 支部長 佐藤 掟)

《関東支部 》

平成15年 度 「関東支部」の支部会は、平成16年3

月28日(日)10時 ～16時 の日程で東京工業大学、

西9号 館 ・コラボレーシ ョンルームにて、 日本スポーツ

整復療法学会の第46回 学術研 彦会及びJATAC,

JBの 研修会をも兼ねて開催 された。JSSPOTか ら

16名 、JATACか ら14名 、JBか ら12名 、

計42名 が参加 して行われた。

プログラムは、前回同様(平 成15年3月30日 、於:

東工大)「 新 ・旧療法の融合を探求 して」のサブタイ トル

のもと、今回は 「講義と実習を」のコンセプ トのもと以

下の内容であった。

テーマ1)で は、 「陸上競技跳躍種 目の運動特性 と傷

害」のタイ トルで、NPO法 人JATAC本 部事務局長の菊 池

俊 紀 氏が、①スポーツ種 目の分類、②陸上競技の特性、

③跳躍種 目の体力 ・技術、④跳躍種 目の戦術 ・心理、⑤

外的条件 と記録等にっいて最新の技術や情報に関 して講

演 された。

テーマ2)で は、 「陸上競技におけるスポーツ障害」

の タイ トルで 、(株)ク レー マー ジャパ ン取締役 ・

NATA公 認アス レチ ック トレーナーの佐 藤 政 宏 氏

が陸」競 技種 目を6カ テゴリーに分類 し、それぞれに多

発する障害部位について と、それ らのアセスメン ト、処

置について発生機序や予防法をも含めて講演 された。

テーマ3)で は、 「足関節 ・膝 関節 を中心 とした超音

波観察」のタイ トルで嶋木接骨院院長の嶋木 敏輝 氏

が下肢の実測データに基づき、超音波観察法及びその解

析法や診断等について講演 された。

懇親会(17時 ～20時):関 東支部長以下、約20

名が参加 して、懇親会が行われた。

雑感:関 東支部の支部会 としては、東京商船大学での

第1回 以来、今回で5回 目とな り、東工大での開催は、

4回 目とな りましたが、例年参加者が少なく運営に苦慮

してお りま したが、今回は、関東を中心に遠 く宮崎県や

富山県、大阪府などからも参加を見ま した。これは、JATAC

やJBの 研修会を兼ねたことによることが大きい と思わ

れます。開催の時期 ・場所 ・講演内容等の検討事項は、

残 されたままですが、次回以降もより多 くの会員の参加

を期待 したい と思います。

当 日、年度末の繁1亡期にも拘わ らず参加 された会員の

方々は、意欲的に受講 ・研鐙をされ、

さらに懇親会においても議論を深められ、一部は深夜ま

で熱心に取 り組んでお られま した。

尚、平成16年 度は、来春(3月 または4月)に 東京で

開催予定で、テーマ等は未定です。

また、本支部会は、「七尾商会」 「東京 レジャースポーツ」

「帝京警備保障」「松嘉」 「小河工業」各社の協賛、当 日

ブースを出して頂きました 「イノベイティブプランニン

グ」協力を得て開催 されま したことを付記致 します。

(文責:中 村正道)

《北信越支部 》

平成15年10月5日(日)に 、(社)長 野県柔道整

復師会館にて、開催 の日本スポーツ整復療法学会学術研

修会 ・スポー ツバ ッケイク分科会の開催報告をいた しま

す。

当日は、早朝より他県の会員を含む60人 程の参加者

にて、午前9時 よりアスレチック トレーニング(北 米ア

ス レチ ック トレーナーの現状)と 題 して、講師にNPO法

人JATAC事 務局長の菊池俊紀先生をお迎え し、パ ソコン

を利用 したプロジェクターによる映像を見なが らWFATT

(アス レチ ック トレーニング及び療法に関する世界連

合)の 第1回 、第2回 大会に参加 したことよ りNATA,CATA

等の変遷 と トレーナー制度の国際比較を具体的数値等の

比較により丁寧にご講義をしていただきました。その中

でも気になったのは、NATAもCATAも 資格取得 に医療分

野の知識がかなり重要になってきているとい うことです。

WFATTの 発表でも、日本スポーツ整復療法学会等での発

表内容に近いものが多くなっているとい うことです。

午前10時30分 か らは、 「スポ…一・・ツ活動による腰痛

の評価 ・診断 ・処方」についてのシンポジウムを、司会

に原和正会員、シンポジス トに 「整膚療法から診る」矢

口修会員、「レインボー療法か ら診 る」佐藤賢司会員、

「姿勢から診る」白井信行会員の参加で、実技を交えた

講義 を していただき、当日の参加者 と質疑応答をして理

解を深めることができました。いずれの講義も「癒 し」が

影のキーワー ドであったよ うに思います。 トレーナーと

しての現場で即使える手技が実際に見 ることが出来て、

参加者 も満足できる内容で した。

昼食を挟み、午後1時30分 より、アス レチ ック トレ
ーニング(長 距離の実践的コンディショニング)と 題 し

て、国際武道大学助教授の前河洋一先生 よりご講義を し

ていただきま した。「全ての競技は、体力的要素 と技術的

要素を向上 させ、それ らの身体的能力に精神(心 理)的

要素を加 えてパフォーマンスが形成 され る。そ してこれ

らの競技能力は トレーニングを通 じて獲得 されるわけで

あるが、そこには必ずオーバーロー ドの原則 と超回復の

一133一



スポーツ整復療法学研究 第6巻 ・第3号2005年3月

原理が存在する。つま りは疲労と回復を繰 り返 しながら

パフォーマンスが向上するのであって、特に大会前のコ

ンディショニングにおいては、超回復のメカニズムをい

かに効果的に引き出させるかが重要なカギになる。」とい

う観 点より、より詳 しく、より現実的に説明 していただ

きました。前河先生はコーチとして一流ですので、実際

のランナーの弱点を見つけ出す為の視点 をた くさん持っ

ていて、個々の選手の傷害の可能性についても、ランニ

ングフォームか ら見つけ出せ る事を教えてくださいま し

た。また、ランニング障害の原因 として五つの要素を挙

げていただきました。①直接外傷、②硬さ(柔 軟性等)、

③弱点(筋 力不足等)、④生体力学的不安定性(ア ライン

メン ト)、⑤まちがった練習(路 面の悪 さ等)こ の五つの

要素はランニングだけに限らず、全てに共通す る物と思

いま した。最後に質疑応答をして、参加者の疑問の解消

に充分のディスカ ッシ ョンが出来ました。終了時間の午

後3時30分 ぎ りぎ りまでの熱い内容で した。

(文責:支 部長 原 和正)

自信と自覚の必要性を感 じ、同時にその前提条件として

努力と責任が求められるものと感じた。

最後に研 修会終了後、同、久留米大学内の施設見学と

食堂をお借 りして、講師の先生方を交え懇親会が執 り行

なわれた。色々な立場の垣根を越えてお話が出来た大変

有意義なひとときであったと思う。又来年に向けて厳し

い明日を切り開けるような糧となる魅力ある研修会とな

るよう頑張りたい。

(文責:松 下慶太)

《九州支部 》

歩き出したばかりの九州支韻 刑彦会も2回 目をむかえ

ましたが、今回は久留米大学健康スポーツ科学センター

にて平成15年8.月24日PM12時30分 より、遠路は

るばる来福された片岡理事長にも御出席いただき、JATAC

との共催で開催された。支部会員の努力が実り103名 の

参加があった。プログラムは次の通りです。

1)会 員発表 「膝関節の徒手検査法」大分県宇佐整骨院

西原清先生

2)講 演1「 九州におけるスポーツ医学の現状と、久留

米大学の取り組み」久留米大学健康スポーツ科学セ

ンター教授 満園良一先生

3)講 演2「 スポーツ障害における柔整師の役割」基本

的考え方と実技」福岡柔道整復専門学校講師 吉塚

亮一先生

以上です。

1)では、JATAC会 員でもある西原先生より、日頃日常

診療のおける貴重で豊富な臨床経験を基に徒手検査法に

ついての発表だった。人の体も百態百様なので、文献で

はなかなか遭遇できない重要なお話であると共に柔道整

復師の業務範囲等の立場の難しさを感じた。

2)では、高い視点でのスポーツ医学全体を捉えたお話

と、九州の中では最も早くトレーナー活動を大学として

取り組もうとしている現状について講演して戴いた。

3)では、第一線でスポーツトレーナーとしてプロの選

手をコンディショニングされて活躍中の吉塚先生のお話

を戴き、スポーツ現場の トレーナーとして実践に即した

実技を交え、アイシング、ストレッチ、筋力検査法につ

いての内容だった。お話を聞くうちに柔道整復師として
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平成16年 度 第1回 理事会議事録

開催 日:平 成16年5月23日

場 所:東 京海洋大学

出席者;片 岡繁(会 長)、 岡本 、増原(副 会長)、 片

岡幸(理 事長)、 小 野寺、菊地、草場 、田邊 、

岩本芳、渋 谷、佐 野、堀井、猪股、岩本圭、池

田、中村 、村松(理 事)

会議に先立ち、片岡新会長の挨拶および新理事の

紹介が行われた。

<報 告事項>

1、 総務委員会(佐 野理事)

1)新役員の役割分担(各 種委員会)に ついて報告

され承認 された。

編集委員会:○ 増原光彦、岩本芳照、堀井仙松、

佐野裕司、片岡幸雄

財務委員会:○ 畠中耕作、渋谷権司

総務委員会=○ 猪股俊二、中村正道

国際学術交流委員会:○ 池田克紀、村松常司、

学術研究委員会;○ 岩本圭史、大木康生

学会大会委員会:○ 田邊美彦、原 和正、

草場義昭、菊地 晃、

小野寺恒己

2)事務局長 として佐野理事の留任が承認 された。

3)会員動向:平 成16年4月1日 現在、会員510名

4)学会概要の内容(役 員および事務局など)を 改

訂 した旨の報告がなされた。

2、 財務委員会(佐 野理事)

前年度会費納入状況について資料に基づき詳

細な説明があ り承認 された。会費未納入者に対 し

ては再度納入請求を行い、今年8月 までに未納入

である会員については従来通 り規定に従って除

籍とす ることの説明があり承認された。

3、 学会大会委員会(小 野寺理事)

資料に基づき第6回 学会大会(北 海道 自動車短

期大学、北海道札幌市)の 開催に関 して報告が行

われた。実行委員会開催の議事録等が提出され準

備が順調 に進行 していることの説明がなされた。

運営に関して以下の4点 について提案 された。学

会誌2号 の他に支部が独 自に抄録集 を作成 し当

日のみ参加者等に対応 したいこと、北海道の柔整

養成学校 と実行委員会 との間で参加費1人1000

円で当日学生会員として契約を行ったこと、業者

の展示 に関 して今後すべ ての展示分の費用 の

50%を 支部に還元 してほしいこと、大会開催に関

わる経費に関 してすべて実行委員会に任せてほ

しいこと等が提案され承認 された。

特別講演および専門分科会Symposiumの 内容

が下記の通 り決定したことが報告 された。

1)特 別講演19月19日(日)14:50-・15:50

「柔道整復師 の療養 費問題 について:そ の問題

点 と改善策 について」

講師:本 多清二(JB日 本接骨 師会顧 問弁護士)

司会:片 岡幸雄(千 葉大 学)

2)特 別講演29月20日(日)10:10-12:00

「Co㎜unicationAbilityandInformed

Concent」

講虐而:Dr.HarryHustig(Psychiatrist:

南オース トラリア州 アデ レー ド市)

司会:増 原光彦(大 阪体育大学)

通訳:土 肥敬 二郎(大 阪体育大学)

3)専 門分科 会Symposium9月19日(日)16:

00-18:00

「スポー ツ肘 の診 断 と治療」スポーツエルボー

部会長菊地 晃ほか

司会:大 木康 生(お お き内科 ク リニ ック)

4、 学会誌編集 委員会(増 原理事)

学会誌6巻1号 の編集作業 は進行 してい るがや

や発行 時期が遅れ る予定で あ り、第2号 と同時発

行の可能性 が強いこ とが報告 された。また投稿論

文 の促 進策 と して整 復療 法領域 の事例 報告 お よ

び短報等 の投稿促進、委員会 か らの発表者への投

稿 依頼 に関す る説明が なされた。また研 究奨励 賞

の創設 に 関す る説 明が な され他 の理事 か ら賛同

の意見が多 くあった。さらに学術団体への登録に

関す る関連 質問 があ り片 岡会長 か ら事 務局 を中

心 と した在京 理事 に よって鋭 意 作業 を進 めてほ

しい 旨の説 明があった。

5、 国際学術交流委員会(片 岡理事長)

本 学会 平成15年 度海 外派 遣研修 生 の渡辺英
一氏(神 奈川県在住

、平成16年3月s'-6fiま での

3ヶ 月 間)の 近況 について、3月 末 当地を訪 問 し

た片岡理事長 か ら報告がな され た。南オース トラ

リア州 アデ レー ド市在住のAndrewVanEssen氏

(前オー ス トラ リアポデイア トリー協会会長)の

ク リニ ックを中心 にポデイ ア トリー技術 に 関す

る研修 を熱心 に行 ってい る旨の説 明があった。

6、 学術研修会委員会(佐 野理事)

資料 に基づ き平成16年4月 以降の研修会 の開

催 につい て説明があ り第47回(JATAC全 国大会)

と第48回(関 西支部)す で に終了 した ことが報

告 された。各支部主催の研修会の開催 予定につい

て決定 しだ い事務 局 まで至急 連絡 してほ しい 旨

の説明が あった。

<審 議事項>

1号 議案,平 成15年 度事業報告お よび決算 報告(佐

野理事)

資料 に基づ き以 下の 内容 で説 明が行 われ審議 の

結果、了承 された。

収入額7,451,551円(JB日 本接骨師会研修委託金

200万 円 を含 む)支 出額4,867,922円 残 額
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2,583,629円 、残額金 か ら研究助成金お よび海外研

修 助成 金600,000円 、WFATT第2回 大会参加旅 費

100,000円 支出 し、 さらに150万 円を国際交流 ・研

究基金 へ積 み立てた結果、383,629円 を次年度繰越

金 とす る。

2号 議 案,平 成17年 度 事業案お よび予算案(佐 野理

事)

資料 に基づ き以下 の内容 で説 明が行 われ審議 の

結果、了承 され た。

予算額5,800,000円 、支出内訳:事 業費4,250,000

万 円、管理費1,550,000万 円 とほぼ例年 と同様 の予

算案が提案 された。

3号 議案,第7回 学会大会 につ いて(片 岡理事長)

第7回 学会大会の開催 については総会 におい て関

東地 区での開催が承認 され ていた。調整 の結果 、千

葉大学西千葉 キャンパス(千 葉 県千葉市)で 開催す

る ことが提案 され承認 され た。開催 時期 は平成17

年10月29日(土)、30日(日)で ある。

4号 議案 研究助成にっいて(増 原理事)

報告に先立って、研究助成制度のあ り方に関する

基本的問題に関する委員会における議論の内容につ

いての説明があった。会員の寄付行為による研究助

成であることをふまえ、申請の条件などに関する詳

細な規定の作成が必要であることなどの報告がなさ

れた。

本年度の研究助成は締 め切 り期 日までに2件 の

研究助成申請があり審議の結果、助成額の最終決定

に至らず、後 日、委員による投票を実施 し決定する

ことが提案 され了承された。

6号 議案、その他

片岡会長から顧問および相談役に関する案件が提

案された。平成16年4月 から3年 間金城孝治前会長

および五十嵐仁JB日 本接骨師会会長を相談役に推

薦 したい旨の提案があり了承 された。また金城孝治

前会長、相談役:片 岡利正氏、相談役:原 恭二氏、

相談役:上 山八蔵氏の4氏 へ感謝状等を贈呈 したい

旨の提案もなされ承認 された。

平成16年 度 第2回 理事会議事録

開催 日:平 成16年9月18日(土)

場 所:北 海道 自動車短期大学

出席者:片 岡繁(会 長)、 岡本 、増原(副 会長)、 片

岡幸(理 事長)、 岩本芳、大木、小野寺、菊

地、草場、佐野、渋谷、田邊、中村、畠中、

原 、村松(理 事)、 松岡(監 事)

欠席者:池 田、猪股 、岩本圭、堀井

司 会:佐 野裕 司(事 務局長)

開 会:増 原副会長 よ り、開会宣言。

会長挨拶:片 岡会長 よ り、歓迎 の意 を込 めた挨拶。

<審 議事項>

1)評 議員会 ・総会の担 当が以下の通 り候補者 とし

て選出 された。
・司会進行:事 務局、・開会挨拶:増 原副会長
・会長挨拶:片 岡会長

・評議員会及び総会の議長 団(案):鈴 木一央氏(北

海道)、 梯 博之氏(関 西)を 予定。
・評議員 会及 び総会 の議事録署名人(案):石 本 詔男

氏(北 海道),渡 辺英一氏(関 東)
・事業報告及び案:中 村総務委員

・経理報告及び案:渋 谷財務委員

・その他事項:片 岡理事長

・閉会挨拶:岡 本副会長

2)第7回 学会大会開催案 について、資料に基づ き

片岡理事長 よ り説 明があ り、平成17年10月28

日(金)～30日(日)の 日程 で、千葉大学で開

催 され ること、及び大会 内容 の概要 等について

は了承 された。 尚、新企 画案 について、海 外か

らの発表 者 に対 し、実行委 員会 予算 で援助す る

ことが提案 され 、実行委員 会及び次回理事会 に

おいて詳細 を詰 めるこ ととなった。

3)昨 年度会費未 納に よ り、下記 の除名対象者が報

告 された。
・北海道=多 原順也

・東北:小 野木馨 、佐 々木聡 、武 田孝 、田中俊雄、
・関東=樋 渡 由起子、今井秀行、岡部博 見、小澤 満

亀谷 正美、平 山力彦 、 白土善英、畔 上章子

氏家康宇 、 白木 弥 、鷹 野美鈴、 山 口隆一
・北信越:田 上長人、桧 山 治
・東海:小 林 通、建木保彦
・関西:李 強、鳥井俊和、 中村辰 三、東 健

寺谷恵次、畠 中利 恭、畠中 博
・九州:辻 末弘

次 回理事会 は、平成17年6月26日

ることとなった。

(日)を 予定す
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第6回 日本スポーツ整復療法学会

評議員会議事録

開催 日:平 成16年9月19日(日)

場 所:北 海道 自動車短期大学

出席者:21名 、委任状24名

司 会:佐 野事務局長

開 会:増 原 副会長 より、会長欠席 の説 明 と評議員

会 の開会 の挨拶がな され た。

〈議事関係事項〉
・佐野事務局長の司会により、議長団選出が行われ、

鈴木一央評議員(北 海道地区)・今井裕之評議員

(関東地区選出)が 選出された。
・議事録署名人の選 出が行われ、石本詔男評議員

(北海道地区)・ 渡辺英一評議員(関 東地区)が

選出された。
・議事に先立ち、事務局 より定款の第5章 、第24

条第2項 に基づき定足数の確認が行われた。現員

50名 、出席者21名 、委任状24名 が報告 され、評

議員会の成立が了承 された。

<審 議 事項>

1)第1号 議案:平 成15年 度事業報告
・中村 総務担 当理事 より、資料(抄 録79頁 〉に基

づ き、学会大会開催 ・学会誌 の発行及び学術研修

会等について説 明があ り、審議 の結果、原案通 り

承認 され た。

2)第2号 議 案:平 成15年 度決算報告
・渋谷財務担 当理事 よ り、資料(抄 録81頁)に 基

づき、平成15年 度収支決算報告がな され、 さら

に事務局 よ り本年度 はJBか らの研 究委託費が加

わ り、予算額 を大き く上回 る決算額 となっている

こ と及 び学会 大会 準備 費 につい ての補 足説明 が

あ り、松 岡監事 よ り資料(抄 録82頁)に 基づ き

監査報告 がな され、審議の結果、原 案通 り承認 さ

れ た。

3)第3号 議案:平 成17年 度 事業報告
・中村総務担 当理事 よ り、資料(抄 録83頁)に 基

づ き、第7回 学会 大会 の開催 日程 を2005年10月

29日(土)・30日(日)、 場所を千葉大学 とす る

こ と、

以 下、学会誌 の発行計画、学術研修 会の開催等 に

っい て提案説明がな され 、審議 の結果 、承認 され

た。

4)第4号 議案:平 成17年 度予算案
・渋谷財務担 当理事 より、資料(抄 録83頁)に よ

り、平成15・16・17年 度予算案 の対照表 に基づ き、

平成17年 度予算案の説 明がな され 、事務局長 よ

りJBか らの研究委託金 の扱 いにつ いて補足説明

が あ り、審議の結果、原案通 り承認 された。

5)第5号 議案:そ の他
・片岡理事長より、以下の3件 に関して提案があっ

た。

(1)増原研究助成審査委員長より、平成16年 度の研

究助成審査状況と審査結果について、2件 の助成

申請の内の1件 を助成費10万 円で採択すること

とし、他の1件 については、前年度の報告が済ん

でいないため審査対象外 とした旨、説明があ り、

審議の結果、了承された。尚、渡辺評議員 より、

単年度で完結 しない研究の報告義務に関 して質

問があ り、審査委員長及び理事長より、研究は2

年未満で完結することが条件 となっている旨の

答弁があった。

(2)片岡理事長 より、本学会を学術団体に登録する手

続きのため、総務委員会を中心に活動する作業経

費を上限20万 円として予算化することが提案さ

れ、審議の結果、承認 された。

(3)平成16年 度から研究プロジェク ト制度 を開始 し、

当初本学会関連研究課題3件 程度に対 して、研究

基金の中から1件10万 円を予算化 して、プロジ
ェク ト研究 ・論文投稿推進のための助成を制度化

し、その細則については役員会に一任する旨の提

案があり、審議の結果、原案通 り承認 された。

(4)佐藤勇司評議員より、監査報告の日付の年度に誤

りがあることの指摘があり、訂正 された。

鈴木議長より、閉会宣言があり、評議委員会は閉会

した。

一 瀞 筋 翻
講 署名人族 迦!庚 一轡
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ズポーッ整復療法学研究 第6巻 ・第3号2005年3月

第6回 日本スポーツ整復療法学会

総会議事録

開催 日1平 成16年9月20日{月)

場 所=北 海道 自動 車短期大学

出席者=61名 、委任状 工98名

司 会:佐 野事務局長

開 会r増 原副会長 によ り、開会が宣言 された。

片岡会長 より挨拶

〈議事関係事項〉

佐野事務局長の司会 ・進行により以下の手続 きが

行われた。
・定款の第5章 、第25条 に基づき定足数の確認hS

行われた。現員489名 、出席者61名 、委任状198

名溺報告 され、総会の成立が了承された。
・議長団の選出が行われ、鈴木一央評議員(北 海道

地区選出)・ 今井裕之評議員(関 東地区選出)が

選出された。
・議事録署名人の選出が行われ、石本詔男評議員

(北海道地区選出)・渡辺英一評議員(関 東地区

選出)が 選出された。

〈審議事項>

1)第1号 議案=平 成15年 度 事業 報告

・中村総務担 当理事 よ り、資料(抄 録79頁)に 基

づ き、学会大会 ・学会誌の 発 行及び学術研修 会

等 について説明が あり、審議 の結果 、原案通 り承

認 された。

2)第2号 議案:平 成15年 度決算 報告
・渋谷財務担当理 事 より、資料(抄 録 醗 頁)に 基

づ き、平成15年 度収支決算報告の説 明がな され 、

さらに事務局 よ り本年度 はJBか らの研 究委託費

が加 わ り、予算額 を大 きく上回 る決算額 となって

い る こ と及 び学 会大会 準備費 につ いて の補足説

明が あ り、松岡監事 よ り資料(抄 録82頁)に 基

づ き監査報告説 明 と監査 日付 の訂正 がな され、審

議の結果、原 案通 り承認 され た。

3)第3号 議案:平 成17年 度 事業 報告
・中村総務担 当理事 よ り、資料(抄 録83頁)に 基

づ き、第 了回学会大会の開催 日程を20es年le月

28日(土)・30日(日)、 場所 を千葉大学 とす る

こと、

以下 、学会誌の発行計画、学術研修 会の開催 等に

ついて提案説明溺 なされ 、審議の結果 、承認 され

た。

4)第4号 議案=平 成17年 度予算案
・渋谷財務担 当理 事 より、資料(抄 録83頁)に よ

り、平成15・16・ ユ了年度予算案 の対照表 に基づ き、

平成17年 度予算案の説 明hSな され 、事務局 より

JBか らの研 究委託金の扱 いについて補 足説 明が

あ り、審議の結果、原案通り承認 された。

5〕第5号 議案=そ の他
・片岡理事長より.以 下の3件 に関 して提案があっ

た。

(1)増原研究助成審査委員長 より、平成16年 度の研

究助成審査状況 と審査結果について、2件 の助成

申請の内の1件 を助成費10万 円で採択すること

とし、他の1件 については前年度の報告が済んで

いないため審査対象外 とした旨、説明があり、原

案通り承認 された。

② 片岡理事長 より、本学会を学術=団体に登録する手

続きのため、総務委員会を中心に活動する作業経

費を上限20万 円 として予算化することが提案 さ

れ、審議の結果、承認 された。

(3)平成16年 度から研究プロジェク ト制度を開始 し、

当初本学会関連研究課題3件 程度に対 して研究基

金より1件10万 円を予算化 して、プロジエク ト

研究 ・論文投稿等の推進のための助成を制度化 し、

その細則については役員会に一任する旨の提案

がなされ、原案通 り承認 された。

岡元副会長の挨拶があり、総会が閉会された。

議事録署名人

議事録署名人

瀦 筋齢

豫 邑 豪 一癒
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海外研修 申込み募集のお しらせ

本学会における学際的研究を一層促進 し、将来の方向性を位置づけるために、人材の育成は欠かすことが

出来ない重要な課題です。そこで下記の要領で海外研修の申請を受け付けます。研修受け入れ人数は年間若

干名 とします。

1.応 募条件

1)募 集 資格 は本学会 の正会員 とす る。

2)原 則 として 日常 の英会話 がで きること。

3)研 修期間は1ヶ 月 か ら3ヶ 月未満 とす る。

4)助 成額は30万 円を限度 とす る。

5)研 修期 間が終 了後3ヶ 月以内 に機 関誌 「スポー ツ整復療法学研 究」に海外研修記 を掲載 す ることを義

務 とす る。

2.申 し込み方 法

1)申 請書を学会事務局 に提 出 して くだ さい。

2)正 会員5名 の推薦お よび保証人1名 が必要 です。

3)申 請書は学会 ホー ムペー ジ(http://jsspot.org)よ りダ ウン ロー ドす るか、学会事務局 よ り取 り寄せ

て下 さい。

3.申 し込み締 め切 り

1)6月15日

4.審 査の決定

1)本 人に直接通知 し、学会誌に発 表 します。

研究助成 申込み募集のお しらせ

本学会における学際的研究を一層促進 し、将来の方向性を位置づけるために、質の高い学際的研究の促

進は欠かすことが出来ない重要な課題です。そこで下記の要領で、研究助成の申請を受け付けます。

1.応 募条件

1)本 学会の正会員 とす る。

2)研 究領域 はスポー ツ整復療法学関連 の領域(概 ね、本学会の学術 大会発表領域)と す る。

3)研 究期 間は2年 未満 とす る。

4)助 成 総額 は30万 円を限度 とす る。

5)成 果の報告は研 究期間が終了後 、6ヶ 月以 内に学術大会 にお ける研究発 表お よび機 関誌 「スポー ツ整

復療法学研究」 に原著論文 として掲載す るこ とを義務 とす る。

2.申 し込み方 法

1)申 請書を学会事務局 に提 出 して くだ さい。

2)申 請書は学会ホー ムペ・一一・・ジ(http://jsspot.org)よ りダ ウンロー ドす るか、学会事務局 よ り取 り寄せ

て下 さい。

3.申 し込み締 め切 り'

1)6月15日

4.審 査の決定

1)本 人に直接通知 し、学会誌に発 表 します。
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スポーツ整復療法学研究 第6巻 ・第3号2005年3月

専門分科会登録のお知らせ

人体に対する整復療法術の基本を人体各部位別療法と全身的療法との有機的連携の視点にたち人間の総

合的回復を目的 とする学際的研究の確立を目的として、第3回 学会大会の総会において本学会に下記の研

究部会の設立が承認 されました(第3巻2号p143-144お よび本誌の第3回 学会総会議事録を参照のこと)。

そこで、下記の要領で各専門分科会の登録 を受け付けます。部会の登録数は幾つでも良いが、部会毎に通

信費等hSか か ります。なお各会員少なくとも1つ 以上の部会に登録 し.活 発な活動を行 うことを期待 しま

す。

1.研 究部会(部 会長 と記 されている部会は設立会n:終 了して、部会長が決定している)

且)部 位別研究部会

1、 ス ポ ー ツ ・シ ョル ダー 部 会

2.ス ポー ツ ・エ ル ボー 部 会

3、 ス ポー ツ ・リス ト部 会

4、 ス ポー ツ ・バ ッケ イ ク部 会

(設立 会=2月3日}

5sス ポー一ツ ・ニ ー 部 会

臼、 ス 求一 ツ ・ポ ダイ ア トリー 部会

(設立 会:2月 ヨ日)

7、 ス ポー ツ ・カ イ ロ部会

世 話 人=畠 中 耕 作 〒641-002t和 歌 山 市 和 歌 浦 東1-1-15

TEL=0734,-44-0618F且X=0734-44一 ⑪5e6

世 話 人=菊 地 晃 〒981-3204官 城 県 仙 台 市 泉 区 寺 岡6-11-IS

TEL邑FAX=022-378-5448

世 話 人:岩 本 芳 照 〒65Z-2117神 戸 市 西 区 北 別 府2-2-3

TEL&F乱1く=078S7・4-7555

E■aai11∫iwa口 ⑪t{}@03k3.3w∈ ∋b.nロ.jp

部 会 長=原 和 正 〒381-O⑪S3長 野 県 長 野 市 西 三 才1367-3

TEL&FAX=026-295-3302

世 話 人=草 場 義 昭 〒83S一 ⑪128福 岡 県 小 郡 市 稲 吉1372-1

丁EL=⑪942-72-9382FAX=0942-73-0333

E-maiユyoshiaki@mocha.ocn.ne.jp}

部 会 長:入 澤 正 〒27(H}121千 葉 県 流 山 市 西 初 石4-474-1

TEL=0471-54-1503F且X=0471-5覗 一1503

E-mail=irisawagmap工e.ocn.ne,jp

世 話 人:未 定

B)基 礎 研 究部 会

1、 スtl・一ツ整 復 工 学部 会

2、 ス ポ ー・ツ療 法 科 学部 会

3、 スポーツ社会心理療法学部会

4、 ア ス レチ ック トレー ナ ー 実 践 学 部 会 世 話 人=岸 田 昌 章

世 話 人=岡 本 武 昌 〒556-ooe3Jc阪 市 浪 速 区 恵 美 須 西1-7-6

TEL=⑪6-6643-2S14FAX=06-6647-557S

世 話 人:佐 藤 健 〒989-1693宮 城 県 柴 田 町 船 岡 南2-2-18仙 台 大 学

TEL&FAX:0224-55-1482

世 話 人=鈴 木 一 央 〒090-8507北 海 道 北 見 市 公 園 町165北 見 工 業 大 学

TEL&F且X=Oi57--26-9542

E-■rail=suzukikz⑭mai1.kitami-it.ac.jp

〒648-eegS和 歌 山 県 橋 本 市 橋 谷 師9-32

TEL邑FA.X:0736-3「 『-3623

E-mai1:seikotu@sage.ocm」ne.jp

2.活 動内容

1)学 術大会においてシンポジュームを開催する。

2>学 術大会における一般発表および共同研究発表を促進するe

3}研 究部会に関連 した研修会、講演会を開催する。

4)内 外の関連学会 との連携および情報の収集を促進する。

5)そ の他、研究部会に関連する事項である。

3.会 費

1)各 部会は通信費 として1人 あたり年間IOOO円 を徴収 します。

2>研 修会等における会費は別途徴収 します。

4.登 録方法

本誌に同封 された登録用紙に必要事項を記入の上、学会事務局に提出 してください。
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スポーツ整復療法学研究 第6巻 ・第3号2005年3月

専門分科会登録用紙

・登録は、この用紙をコピーして必要事 項を記入 の上 、各部会長へ提 出して下さい。

・正会員 学生会員 賛助会員 ・登録 年 月 日= 年 月 日

氏 名 印

一一一

郵便物送付先にO

自宅 勤務先氏名ふりがな

生年月日
1

年 月 日生

勤務先名

一一

勤務先住所
一一一一一一

〒

一一一一

電 話:一一

FAX= 一一

E-mail;一

自宅住所

一一

〒

電 話: 一

FAXl

E-mai」=一

所属希望部会

にO印 を付ける

・ショル ダー(肩)部 会 ・エ ルボ ー(肘)部 会 ・リスト(手首)部 会

・パ ッケイク(腰 痛)部 会 ・ニ ー(膝)部 会 ・ポ ダイアトリー{足 病}部 会

・カイロ(脊 柱)部 会 ・ス ポー ツ整 復工 学部 会 ・スポー ツ療 法科 学 部 会

・スポー ツ社 会 心 理 療 法 学 部 会 ・ア スレチックトレーナ ー実 践 学 部 会

職業分野・免許

にO印 を付ける
1

柔道整復師 鍼師 灸師 マッサージ師 理学療法士 カイロプラクター

大学教師 専門学校教師 医師 大学院生 学部生 専門学校生

その他:

所属団体

に0印 を付ける

日整JBNSK全 国柔整師会 医師会JATAG

その他:一

所属学会等 … 1

学 歴

一一

専門学枝名=

大学名=

1

一
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ヌポーッ整復療法学研究 第6巻 ・第3号2005年3月

「日本スポーツ整復療法学会」個人会員登録用紙

・登録 申込 は、この用紙をコピーして必要事項を記 入の上、事務局へFAXで 転 送して下さい

・都道府県名=事 務局FAX=03-5463-0638

・正会員 学 生会員 ・登録年月 日=年 月 葺
一

氏 名 印 郵便物送付先にO

自宅 勤務先

一一 一 一

氏名ふりがな
一

生年月日 年 月 日生

勤務先名

勤務先住所

1

〒

電話= 一一一一

FA)(:一 一

トmail=

自宅住所 〒

一 一

電話= 一一 一一一

FA)く1 一

E-mai1= 一一一

職業分野 ・免許 柔道整復師 鍼師 灸師 マッサージ師 理学i療法士 カイロプラクター

にO印 を付ける 大学教師 専門学校教師 医師 大学院生 学部生 専門学校生

その他=一一

所属職能団体 日整JBNSK全 国柔整師会 医師会JATAG学 生 大学

専門学校 研究所 その他=一一 一 一一

所属学会

学 歴 高 校:大 学=

専 門学校等=

推薦者会員名 都道府県名

而 印一
2)印
3)印 一 一一一
正 会 員1入 会 金2000円 、年 会 費8000円

下 記 に お振 込 下 さい。

郵 便 振 替 番 号=eOllO-4-98475

学生会員 二入会金0円 、年会費5000円

ロ座名義=日 本スポーツ整復療法学会
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スポーツ整復療法学研究 第6巻'第3号2eosfi3月

第7回 日本スポーツ整復療法学会大会のご案内

L会 期:平 成17年10月29日(金)・29日(土)・30日(日)

2.会 場1千 葉大学 〒263-8522千 葉県千葉市稲 毛 区弥生町1-・33

3.交 通;総 武本線 「西千葉駅」 よ り徒 歩5分 、

1)JR「 東京駅」地下か ら総武本線 「快速」(千 葉方面}に 乗 車、r稲 毛駅 」で下車{約35分)、 総武 本線

「各駅停 車」 に乗 り換 え、1っ 目 「西千葉駅 」にて下車

2)J-R山 手線 「秋葉原駅 」で総武本線(各 駅停 車)に 乗車(千 葉行 き)、 「西千葉駅」にて下車(約50分)

4、 日程 表

1)10月28日(金>

16.OO-・17.OO=役 員 会

17.OO-18,00:理 事 会

2>大 会 第1日 目:10月29目(土)

09,30--09.OO=大 会 実 行 委 員 会

09.OO-1受 付

09.30-・12=30=研 究 発 表 、 活 動 報 告

12.30--13.1⑪:評 議 員 会

(12.30-一 昼 食)

13.3⑪ 一一15.30:研 究 発 表 、 活 動 報 告

{15.⑪O-・15.30=キ ー ノ ー ト レ ク チ ャ ー)

15.50-・16.50:特 別 講 演(そ の1)

16.50-・18.20:専 門 分 科 会 シ ン ポ ジ ウ ム

18.3⑪ 一20.3e:懇 親 会

3}大 会 第2日 目;1e月30目(月)

09.o⑪ 一・=受 付

09,30-10,30=研 究 発 表 、 活 動 報 告

10,40・-12,10=特 別 講 演(そ の2)

12.10-一 工2.40=総 会

(昼 食)

13.30--16.301専 門 分 科 会 シ ン ポ ジ ウ ム

そ の1(90分 間 〕、 そ の2、(90分 間)

16.40=大 会 実 行 委 員 会

*日 程表及びプログラムの内容 は変更す る揚合溶あ りますのでご了承下さい。

5.大 会内容

1>特 別講演

2)専 門分科会企 画シ ンポ ジゥム

3)一 般研究発表 ・活 動報告

4)キ ・・一一一ノー トレクチャー

6.会 議等

1)役 員会

2)理 事会

3)評 議員会

4>総 会

5)懇 親会

6)大 会実行委員会
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スポーツ整復療法学研究 第6巻 ・第3号2005ff3月

大 会 参 加 の 申込 要 領

1.大 会参加の申込登録の方法(締 切8月30日)

大会参加甲込登録は、準備の都合上、年度会費8,000円{学 生5,00e円)お よび大会参加費3,000円(学

生1,000円)の 前納による事前登録 を原則 とします。

申込方法は郵便局振込用紙に内訳を記入の上、下記の事務局 口座へ振 り込んで下さい。領収書は振込

票によって代えさせて頂きますので、大会当日まで大切に保管下さい。

なお、大会号(プ ログラム ・抄録集 ・総会資料等)は 学会誌の第2号 として9月 下旬頃に送付する予

定です。学会当日には大会号を必ずご持参下さい。

臨時会員は、大会当日に受付にて大会参加費5,00⑪ 円(大 会号は含まない)を お支払い下さいeな お

大会号の必要な方は受付でご相談下 さい。別途料金でお譲 りする予定です。

2.大 会参加費

正 会 員

学生会員
賛助会員

臨時会員

前 納 料 金 大 会 当 日料 金

3,000円5,0eo円

1,000円2,000円

3,000円5,000円

5,000円

備 考

学生証提示

展示業者を除 く

3.懇 親会 のご案 内

lefi29日(日)シ ンポジ ウム終 了後 、会費制 による懇親 会を行い ます。参加 を希望 され る方は、事前に

予約 して下 さい。 参加希 望者は、郵便振込用紙 に内訳 を記入の上、事務局 口座へ会費 を振 り込んで下 さ

いe(懇 親 会費5,00⑪ 円)

4.昼 食弁 当の ご案内

10月29日(土)・30日(日)の 昼食 に弁 当をご用意致 します。弁 当は事前予約のみ とさせていただきま

す(当 日販売 はいた しませ ん)。 希望 され る方 は、郵便振 込用紙に内訳を記入の上、事務 局 口座へ代金 を

振 り込んで下 さい。弁 当の引換 券は学会 当日に受付 でお渡 し致 します。29日 お よび30日 の昼食弁当代 は

各1,000円 です。

5.事 前参加登録の締切 日(年 度会費、大会参加費、懇親会費および昼食弁 当代)

8月30日{当 日消印有効〉 取 り消 し返金は一切行いませんのでご了承下さい。

6.ホ テルのご案内

ホテルは、インターネ ッ ト検索により申し込む方法が最 も格安で便利 です。次号で近隣のホテルを紹

介 しますので直接個人でお申し込み下 さい。
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スポーツ整復療法学研究 第6巻 ・第3号2005年3月

演 題 募 集 要 領

1.演 題申込資格

演者お よび共同研究者(大 会に参加 しない者 も含む)と もに本学会の会員で、年度会費および大会参

加費を納めた者に限 ります。会員でない方は入会手続きが必要です。

入会手続きは会員登録用紙に必要事項を記入の上、大会発表取扱事務局へFAXで 登録 し、申込締切 日

までに入会金2000円 、年会費8000円 および参加費3000円 を郵便振込用紙に内訳を記入の上、事務局 口

座へ振 り込んで下さい。領収書は振込票に代えさせて頂きますので、大会当 日まで大切に保管下さい。

なお、共同研究者の発表は何回でも可能ですが、演者 としての発表は1人1回 に限ります。

2.発 表領域

下記の研究領域を含むスポーツ整復療法学に関する 「一般研究発表」および 「活動報告」で、内容が未

発表で完結 したものに限 ります。

1)整 復療法学に関する分野

領域:柔 道整復療法、カイロプラクティック療法、ボディア トリー療法、マッサージ療法
理学療法、アスレチック トレーニング療法、身体整復病態など

2)ス ポーツ整復工学に関する分野

領域:ス ポーツバイオメカニクス、身体整復工学、身体情報分析など

3)ス ポーツ療法学に関する分野

領域:ス ポーツ科学{生 理(環 境を含む)、栄養、体力評価、健康 ・体力づくり、運動処方など}、

運動療法、スポーツ障害の治療など

4)ス ポーツ整復療法の原理 ・倫理に関す る分野

領域:社 会倫理、医療原理など

5)ス ポーツ整復療法の評価に関する分野

領域:イ ンフォーム ドコンセン ト、療法技術の評価、経営の評価など

6)そ の他スポーツ整復療法に関する研究

3.発 表 時間

発表時間8分 、質疑応答時間2分 の計10分 の予 定です。

4.発 表形式

液晶プ ロジェクターまた はOHPに よる一面映写を原則 とします。

5.申 込方法 と書類
「演題 申込書」および 「抄録原稿」を締切 日までに事務局宛に送付 して下 さい。抄録原稿の作成は 「抄

録原稿作成要領」に従って下 さい。

6.抄 録締切

8月30日(当 日消印有効)
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スポーツ整復療法学研究 窮6巻 ・莞3号2005年3月

抄 録 原 稿 作 成 要 領

下記の要領で原稿 を提出 して くだ さい。

1,抄 録原稿 はA4版 白色普通紙1枚 を使用 し、縦240㎜ 、横170㎜ 以 内の枠 内(上3emm、 下25mm、 左右20㎜

を空 白)で 作成す る。提 出 され た原稿は原 寸のま まオ フセ ッ ト印刷す るので、図表 ・写真等 を原稿 に貼

り付 けて完全原稿 で提 出す る。

2.原 稿 は、必ず ワー プロ等で作成 し、プ リンターで印刷す る。 手書原稿 は不採 用 とする。

3.「 演題名 」は最上段の1--2行 目の 中央部 に14ポ イ ン ト程度 の文字 で、副題力Sある場合 は行 を改めて10

ポイ ン ト程度 でそれぞれ印字す る。

4.「 氏名 、所属 」は3-4行 目の中央部に10ポ イ ン ト程度 の文字 で印字す る。 共岡研究者がい る場合 は、

発 表者 を筆頭 に し、所属は氏名 の後 ろに()で 括って印字す る。

例1:整 復太郎(千 葉県00接 骨院)、 例21ス ポーツ太郎(OO大 学)

5.「 キー ワー ド」 は5行 目の左か ら10ポ イ ン ト程 度で印字 し、5ワ ー ド以内 とす る。

6.「 本文」 は6行 目か ら 「9ポイ ン ト、25文 字X43行 程度 の2段 組み(中 央部1cm程 度 を空 白)、 総文字数

2150字 」程度 の書式で、 「目的」 「方法」 「結果」「考察」 「結 論」お よび 「文献」な どの見出 しを付 けて 「で

ある調」 で作成 す る。原稿用紙 の空 きスペ ースをでき る限 り少 な くす る。

7.図 表 ・写真 は全て 「本文」 の枠 内に納 めて、原稿 に張 り付 けて提 出す る。 それぞれのタイ トルは図 と写

真 では下 に、表で は上に印字す る.

8.「X線 写真 」を用いる場 合は、協力医師名 を末尾 に記載す る。た だ し協力医師 が共 同研 究者 に入 ってい る

場合 には必要ない。

9.「 活動報告」の本 文 も上記 にほぼ準 じて作成す る。

10.抄 録原稿 はオ リジナル1部 とコ ピー2部 を同封 し、折 り目がつか ないよ うに厚紙 な どを使 用 して事務 局

宛送付す る。(締 切 日厳守)

11.発 表の取 り消 しは締切 日よ り15日 以 内ま でに事務局宛文書で連絡す る。

12.抄 録原稿 は書き直 しとなる場合hSあ ります。

13.送 付 された原稿 等は返却 しない。

14.演 題 は、 目本語 のタイ トル の他 に、英文の タイ トル を記載す るこ と力塑 ま しい。

事務 局(抄 録原稿送付先)
〒108-8477東 京都港 区港南4-5-7東 京海洋大学

5号 館1F佐 野研 究室 内

TEL/FAX=03-5463-0638

E-mail=jssp{}t@.jSspot.org

URL=http;〆/j35pot.or窪 〆

郵便振 込 口座

口座名 義1日 本 スポーツ整復療 法学 会

口座番号=oo1ユo-4-98475

振込用 紙には必ず 内訳を ご記入 下 さい

大 会 実 行 委 員 会

〒263-8522千 葉 市 稲 毛 区 弥 生 町1-33千 葉 大 学 教 育 学 部 片 岡 研 究 室

TEL/FAX二 〇43-290-3773

E-mai1=ykataoka@faculty.chiba「 」.jp
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スポーツ整復療法学研究 第6巻 ・第3号2005年3月

「スポーツ整復療法学研究」寄稿規約

Lス ポーツ整復療法学研究は、日本スポーツ整復療法学会の機関誌で、「総説」「原著論文」「症例研究」「研究資料」「活

動報告」「教育講座」 「学会通信」「会員動向」等を掲載する。

2.本 誌への寄稿は原則 として、共著者を含めて日本スポーツ整復療法学会正会員に限る。内容はスポーツ整復療法学の

研究領域における 「総説」「原著論文」「症例研究」「研究資料」および 「活動報告」で、未発表で完結 したものに限る。
3.論 文等を寄稿する際は 「執筆要領」に従って作成する。

4.「 総説」「原著論文」「症例研究」「研究資料」および 「活動報告」の掲載に際し、その採否、修正の要求、掲載順位の

指定および校正(初 校は著者)な どは編集委員会が行い、編集委員長名で著者に連絡する。

5.投 稿原稿は書留便で、封筒の表に 「スポーツ整復療法学研究投稿原稿」と朱書 し、オ リジナル1部 とコピー3部(図

表を含む)を 学会事務局宛に送る。掲載が決定した後に、最終原稿を入力 したプロッピーディスク(3.5イ ンチ、TXT

形式で保存)を 提出する。提出原稿等は原則として返却 しない。

6.寄 稿に際 し、「総説」「原著論文」および 「症例研究」は1万 円、「活動報告」および 「研究資料」は5千 円を審査料

として学会事務局の郵便振込口座に振 り込み、振込用紙のコピーを同封す る。振込用紙には必ず内訳を記入する。

7.別 刷は30部 までを無料 とし、それ以上は著者の負担とする。

「 執 筆 要 領 」

A「 総 説 」 「原 著 論 文 」 「症 例 研 究 」 お よび 「研 究 資料 」

1.「 総 説 」 「原 著論 文」 「症 例研 究」 お よび 「研 究 資 料 」 は図 表 を 含 め て刷 り上 が り8ペ ー ジ以 内 を原 則 とす る。 超過 し

た ペ ー ジに つ い て は 著 者 負 担 とす る(料 金 は別 に 定 め る)。

2。 原 稿 は必 ず ワー ドプ ロセ ッサ ー を用 い て 、新 か な使 い 、 常用 漢 字 を用 い て 、A4版 用 紙 に 横 書 き 印刷 す る。

3.外 国語 言 語 は欧 文 フ ォ ン トを使 用 す る。た だ し、 日本 語 化 した 語 は カ タカ ナ標 記(全 角)を 使 用 して も よい。 数 字 は

算 用 数 宇 、 単位 符 号 は 原則 と してCGS単 位 を用 い 、㎜,sec,cm,m1,μgな ど とす る。 圧 の 単位 はmrnHgを 用 い て も よ

い 。

4.図(写 真)表 は必 要 最 低 限 に と どめ 、A4版 用 紙 に 各1枚 に収 載 し、番 号(例:Table.1,Fig.1、 ま た は 表1、 図

1)と タイ トル を付 け、 且 つ 英 文 併 記 が 望 ま しい。 図(写 真)表 の挿 入 場 所 を本 文 原 稿 の余 白 に朱 書 きす る。 な お 、

製 版 が 不 適 当 と認 め られ る図表 は書 き変 え る こ とが あ る。 そ の 際 の 実 費 は 著者 負 担 とす る。

5.和 文 論 文 原 稿 の 形 式 は以 下 の順 に従 う。

a)原 稿 の第1ペ ー ジ に 「表 題 」 「著 者 名 」 「所 属 名 」 「キー ワー ド5個 以 内 」 「原 稿 の 種 類 」 「別 刷 請 求 部 数 」 「連 絡 先:

住所 、 氏名 、 電話FAX番 号 、E-mail」 等 を記 載 す る。

b)本 文 は 目的(緒 言)、 方 法 、結 果 、考 察 、 結 論 、 引用 文献 お よび 図 表(写 真)の 順 と し、印 刷 は 「10ポ イ ン ト、23

文字 ×38行 の2段 組 み 、 総文 字 数1748字 」 程度 で行 う。 改 行 は 冒頭1字 を下 げ る。

6.和 文原 稿 に は英 文 の タイ トル 、著 者 名 、所 属名 、 キ ー ワー ドを必 ず つ け る。 ま た 、英 文 抄 録(400語 以 内)を つ け る

こ とが 望 ま しい。 英 文 は 専 門家 のチ ェ ッ ク を必 ず 受 け る こ と。

7.英 文 原稿 に は原 則 と して 、 上記 に準 じ、 和 文 抄 録 をつ け る。

8.引 用 文 献 は 主 要 な もの に 限 り30編 以 内 とす る(総 説 の場 合 は制 限 な し)。文 献 は本 文 の 引用 順 に引 用 番 号 を付 し(半

角 片 カ ッコ 内 に 半 角数 字 で記 入 す る。 例:片 岡 ら1)に よれ ば ・ ・)、 引 用番 号順 に記 載 す る。

a)雑 誌 の 場合 は 、 全 著者 名 、年 号 、表 題 、雑 誌 名 、巻 数 、 頁 一頁 の順 に記 す 。

1)佐 野裕 司 、 白石 聖 、片 岡幸 雄(1998)背 側 筋 群 の 強化 を 目的 と した 体 幹 筋 運 動 が 腰 筋 の圧 痛 に 及 ぼす 効 果 、柔

道 整 復 ・接 骨 医 学7(1):3-12

2)Kataoka,K.,Sano,Y.,Imano,H.,Tokioka,J.andAkutsu,K.(1993)Changesinbloodpressureduring

walkingintheelderlypersonswithhypertension,ChibaJ◎urnalofPhysicalEducation,17:33--38

b)単 行本 は全 著者 名 、発 行 年 、標 題 、 書 名 、 編 集 者 名 、 版 数 、発 行 所 、発 行 地 、 引用 頁 の順 に記 す 。

1)熊 谷 秋 三:誤 っ た 運動 法(1993)健 康 と運 動 の科 学 、 九 州 大 学編 、初 版 、大 修 館 書 店 、東 京:209-211

2)ExpertCo㎜itteeofHealthStatistics(1995)ReportoftheSecondSession,WHOTechnicalReportSeries,
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図 表 写真 を含 め2ペ ー ジ(400字 原 稿 用 紙8枚)以 内 を原 則 と し、上 記 の執 筆 要 領 に準 じて 作成 す る。
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魎
スポーツ整復療法学研 究第6巻3号 をお送 りしますeス ポーツ整復療法学研究の年度末3号 では、第

4巻 、第5巻 と続けて論文数が少な く心配 してお りましたが、今回は原著論文4編 、症例研 究1編 とす

ぐれ た論文が提出 され、会員の皆様の研究浴よ うや く軌道に乗 り始めたよ うに思われ ます。また、草場

義昭氏による第6回 日本 スポー ツ整復療法学会印象記や渡辺英一氏のオース トラ リア ・海外研修報告か

らもわかるように、学会の企画やそれ に基づ く活動が少 しずつ実を結びつつ あるこ とも実感 できます。

われわれの研究分野においても、各種測定器や技術の進歩 とともに、これまでの研 究成果を踏まえた、

さらに突 っ込んだ研 究がます ます必要 となってきてお ります。 この ような研 究は当然の ことなが ら、わ

れわれ人 間の健康 な生活を保 ち、かつ増進す るためにも必要不可欠であり、国際的にもこの分野の研究

があ らためて注 目されてきてお ります。さらに、医療関連技術 が進歩することによ り人類 の寿命がのび、

先進 国では人 口分布 の老齢化 解一段 と進み、医療福祉 をは じめとする新たな問題が生まれてお り、医学、
バイオニクス、スポーツなど他分野 との共同研 究がさかんにすす められ よ うとしています。いまこそ皆

様の活発 な研究が期待 されているとき と考 えます。皆様 の活発な研究 とそ の成果の発表 をこれ からも切

に待 ち望む次第です。

(編集委員 堀井仙松)

編集委員会

増原光彦(委 員長)
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